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中
国
語

新
聞
の

紙
面
編
集
の

史
的
考
察
（

上
）

馬

挺 、

前
書
き

ー
中
国

語
新
聞
の

史
的
区
切

り

に

つ

い

て

　
　
　
第
一

節
　
中
国

語
新
聞

の

萌
芽
期
の

紙
面
（

？

〜
十
九

世

紀
初
期
）

一
、

中
国

古
代
新
聞
の

紙
面
に

つ

い

て

　
　
『

題
奏
事
件
』

を

中
心

に

二
、

『

京
報
』

に

つ

い

て

、
二

、

萌
芽
期
の

新
聞
の

紙
面
構
成
に

つ

い

て

の

ま

と

め

　
　
　
第
二

節
　

中
国

語
新
聞
の

成
立

期
の

紙
面

（

一

八
一

五

年

〜
一

八

七

四

年）

一
、

最
初
の

近
代
型
巾
国
語
新
聞
『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

（

一

八
一

五

〜
一

八

二

　
一

年
）

二
、

後
継　
紙
と

そ

の

他

＝ 一、

近

代
型
新
聞
の

紙
面
構
成
を

採
用
し

た

最
初
の

新
聞
紙

中
国
語

新
聞
の

紙
喞

編
集
の

史
的

考

察
（
上）

馬

　
　

挺

＊
　

マ

ス

コ
ミ

論
　
中

国
新
聞

史

四
、

中
国

語
新
聞
の

成
立

期
に

お

け

る

紙
面

構
成
に

つ

い

て

の

ま

と

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以

上
「．
上
」）

　
　
　
第
三

節
　
中
国

語

新
聞
の

発
展

期
の

紙

面
（

一

八

七

〇

年
代
後

半
〜
一

九
五

　
　
　
　
〇
年
代

前
半）

　
　
　
　
　
　
　

1
『

申
報
』

を

中
心

と

し

て

の

検
証

】
、

『

申
報
』

の

概
要

二
、

『

申
報
』

の

編
集
方
針
と

紙
面
構
成

三
、

そ
の

他
の

新
聞
の

紙
面

と

発
展

期
に

つ

い

て

の

ま

と

め

　
　
　
第
四

節
　
中
国

語
新
聞
の

充

実
期
の

紙
面
（
一

九
五

六

年
以

降）

　
　
　
　
　
　
　

−
『

人

民
日

報
』

を

例
と

し

て

一
、

『

人

民

日

報
』

の

概
略

二
、

　一

九

五

六

年
の

紙
面

刷
新
に

つ

い

て

．一．、

文

化
大

革
命
の

期
間

四、
『

人
民

日

報
』

の

紙
面

に

つ

い

て

の

ま

と

め

後
書
き

ー
中
国

語
新
聞
の

紙
面

構
成
に

お

け

る
二

大

源
流
の

融
合
に

つ

い

て
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明

星

大

学
研
究

紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学

科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇
四

年

前
書
き

ー
中
国

語
新
聞
の

史
的
区
切

り

に

つ

い

て

　
一

つ

予

備
的
研

究
と

し

て、

拙
稿
の

『

中
国

の

新
聞

紙
面
研
究

に

つ

い

て

の

考

察
』

を

上、

下
に

分
け

て
、

本
紀
要

の

第
十
（

二

〇

〇
二

年
） 、

十
一
口

万

（

二

〇
〇

三

年
）

に

載
せ

て

い

た

だ

き
、

研
究
者
ら

の

最
近
ま

で

の

中
国
新
聞
紙
に

お

け

る

紙

面

に

関

す
る

研
究
成
果
を

検
証

し

て

き

た
。

そ

れ

を

基

礎
に

し

て
、

本
稿
は

史
的
流

れ

の

視
点
か

ら、

中

国
語

新
聞
の

紙
面
の

変
遷
を

考
察
し

て

い

き

た

い
。

　

新
聞
紙
面

の

変
遷

に

つ

い

て

史
的
考
察
を

行
う
場
合、

そ

の

発

展
の

流
れ

を

区
切

る

必
要
が

あ

る
。

中
国
の

新
聞

史
に

お

け

る

時
期
区

分
に

つ

い

て

の

考
え

は

す
で

に

い

く
つ

か

あ

る

が、

そ

の

多
く

は

大
体
社
会
発

展
の

時
期
に

よ
っ

て

分
け

ら

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

紙
面

に

つ

い

て

の

研

究
は

新
聞
と

社
会
的
発
展
と

の

関
係
ば

か

り

で

は

な

く、

新
聞
そ

れ

自
体
の

内
在
的
要
素
を

か

な

り

重
視
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

と

思

わ

れ

・
。

王

鳳
超
氏
は

・

新
聞
の

歴
史
の

・

銘
的

震
L

を

中
国

新
聞
史
の

時

期
の

区
分
に

つ

い

て
一

つ

の

基
準
と

し

て

提
示

し

た。

　

上

述
の

『

中

国
の

新
聞
紙
面

研
究
に

つ

い

て

の

考
察
（

上
）

』

で

触
れ

た

よ

う

に、

卓
南
生

氏
の

「

成
立

史
」

と

い

う

考
え

を
ヒ

ン

ト

に、

本
稿
で

は

中
国

語
新
聞
の

歴

史
を

次

の

よ

う
な

四

つ

の

時
期
に

区
分
す

る

こ

と

を

試
み

た

い
。

す
な

わ

ち
、

一

八

一

五

年
〜
一

八

七

四

年
の

「

成
立

期
」

の

前
に、

長
い

「

萌
芽
期
」

を

お

き、

ま

た

一

八

七

〇
年
代
か

ら
一

九

五

〇

年
代

ま

で

を

「

成
長
期
」 、

そ

の

後
を、
「

充
実
期
」

と

名
付
け
る

。

本
稿
は、

萌
芽
期
に

お

い

て

は、

日

本
国

立

国

会
図
書
館
な

ど

で

発

見
さ

れ

た

清
の

中
期
に

民

間

発
行

の

日

刊
紙
『

題
奏
事
件
』

に

よ
っ

て、

中
国

古
代

新
聞
の

紙
面
構
成
を、

そ

し

て

成
立

期
、

す
な

わ

ち

中
国
語
新
聞
と

し

て

「

冊
子
」

型
紙
面

か

ら

近

代
新
聞
の

紙
面
へ

の

転
換
期
を

重

点
に

お

い

て

考
察
を

行
う。

第
一

節
　
中
国

語
新
聞
の

萌
芽
期
の

紙

面

（

？

〜
十
九
世

紀
初
期
）
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中
国
語
新
聞
の

「

萌
芽
期
」

と

は

い

つ

の

時
期
か

ら

か

と

い

う

問
題
に

つ

い

て

明

確
に

は

答
え

ら

れ

な

い
。

そ

の

理

由
は

中
国
の

古
代
新
聞

と

言
わ

れ

る

「

邸
報
」

が

い

つ

出

現
し

た

か

に

つ

い

て

結
論
が

ま

だ

出

て

い

な

い

か

ら

で

あ

る
。

、

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
〔
2）

中
国
古
代
新
聞

の

紙
面
に
つ

い

て

　

　
　

『

題

奏
事
件
』

を

中
心

に

　
「

邸

報
」

が

実
際
に

存
在
し

て

い

た

か
、

そ

し

て
、

も

し

存
在
し

て

い

た

と

し

た

ら、

ど
の

時
代
か

ら

登

場
し

た

の

か

に

つ

い

て

は、

実
は

中
国

新
聞
史
上
一

大
懸

案

と

な
っ

て

い

る

課

題
で

あ

る
。

こ

の

懸
案
に

つ

い

て

論
じ

る

の

は

本
稿
の

任
務
で

は

な
い

が、

紙
面

に

つ

い

て

の

考
察
の

た

め
に

は、

そ
の

経
緯
と

筆
者
の

こ

れ

に

関
す

る

考
え

を

述
べ

て

お

く

必

要

が

あ

る

と

思
う

。

　
「

邸

報
」

が

西

漢
時
代
に

存
在
し

て

い

た

か

も

し

れ

な

い

と

い

う

発
想
は、

戈

公

振
氏
が

提
出

し

た

も

の

で

あ

・
。

そ

の

根
拠
は

躄
文
献
に

「

邸
」

と
い

施
肪
行

政
の

駐
京
機
関
が

あ

り、

消
息
を

伝
え

て

い

た

と

記
載
さ

れ

て

い

る

こ

と

に

あ

る
。

し

か

し、

証

拠
と
す

る

に

値
す
る

記

録
や

実
物
は

な

か
っ

た
。

方
漢
奇
氏
は
一

度

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
（
4）

「

邸
報
一

は

漢
代

に

始
ま

る

と

い

う
説
に

沿
っ

た

が、

つ

い

に

「

根
拠
は

欠
け

て

　〔
5〕

い

る
」

と

認

め

た
。

　

方
漢
奇
は

遅
く

と

も

唐
代

に

「

邸
報
」

は

あ
っ

た

と

主

張
し

て

い

る。

黄
卓
明
氏

は

漢
時
代
か

ら

「

邸
報
」

が

あ

る

こ

と

は

あ

り

得
な

い

と

判
断

し、

中
国
の

古

代
新

聞
の

始
ま

り

は

唐
朝
の

「

報
状
」 、

す

な

わ

ち

『

読
「

開
元

雑

報
」

』

に

記
録
さ

れ

た

「

報
」

で、

ま

た

『

進
奏
院
状
』

は

藩
鎮
が

「

報
状
」

に

も

と

つ

い

て

鈔
し

た

原
始

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　（
6）

形
態
の

新
聞

で

あ
る

と

指
摘
し

た
。

（

一
）

　
所
謂
「

邸
報
」
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　〔
7）

　
戈

公
振
は

「

邸
報
始
於
漢
唐
（

邸
報
は

漢、

唐
に

始

ま

り
）

」

と

述
べ

て

い

る

が、

実
際

に

漢
（

紀
元

前
二

〇
六

年
〜
紀．
兀

二

二

〇

年
）

の

始
め
か

ら、

唐
（

六
一

八

年

〜
九

〇
七

年
）

ま

で、

千
年
以

上

亙
っ

て

い

る

の

で
、

こ

れ

は
一
つ

の

推
測
に

過

ぎ

な
い

。

　
東
漢
の

許
慎
著
の

『

説
文

解
字
」

（

紀

元
一

〇

〇
年
）

に

よ

る

と、

邸
と

い

う

言

葉
は、
「

属
国
舎
（
属
国
の

舎
な

り
）

」

で

あ

り、

即
ち、

占
代
諸
候
や

各
地

方

長
官

の

駐
京
機
関
や

京
城
に

あ

る

宿
舎
と

考
え

た

ら

よ

い
。

　
漢
の

時
代
に

確
か

に

「

邸
報
」

が

あ
っ

た

か

ど

う
か

に

つ

い

て
、

戈

氏
も

「

漢
有

邸
報
乎
（

漢
に

邸
報
が

あ

っ

た

か
）

」

と
い

う
不

確
定
の

よ

う
な

言
い

方

に

と

ど

ま

り、

氏
は

『

西
漢
会
要
』

と

『

漢
書
』

に

記
載
さ

れ

て

い

る

間

接
的
な

例
を

あ

げ

て

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

〔
呂）

「

邸

報
」

の

存
在
を

証
明
し

よ

う

と

し

た
。

し

か

し、

方
漢
奇
は

二

れ

ら

の

例
か

ら、

当
時
す

で

に

邸
報
で

朝
廷
の

消
息
を

伝
達
し

て

い

た

こ

と

を

証

明

で

き

な

い

と

述

（
9）

べ

た
。

　
ま

た
、

黄
卓
明

は

唐
代
ま

で

「

邸
報
」

に

関
す
る

明
確
な

記
載
が

発
見
さ

れ

て

い

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　（
10）

な
い

か

ら、

漢
時
代
に

「

邸
報
」

は

あ

る

と

は

断
定
で

き

な
い
。

姚
福
申
氏

は

漢
代

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　〔
U
）

に

「

邸
報
」

が

ま

だ

な
い

と

証
明
さ

れ

て

い

る

と

指
摘
し

て

い

る
。

　
方
漢
奇
は

遅
く

と

も

唐
代
に

「

邸
報
」

は

あ
ッ

た

と

主

張
す

る
。

そ

の

根
拠
は、

唐
代
の

文
献
に

「

進
奏
院
状
報
」
「

邸

吏
報
」
「

報
状
」

「．
報
」

「

雑
帽

報
」

「

条
報
」

「

朝

報
」

な

ど

の

言
い

方
の

記
載
が

す
で

に

あ

る
一

方、
「

開
元

雑
報
」

に

つ

い

て

の

詳

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　（
12）

細
な

記
録
と

『

進
奏
院
状
』

の

実
物
が

あ

る

か

ら

と
す
る

。

　
「

邸
報
」

と

い

う
言
葉
に

つ

い

て
、

文

章
に

現
し

て

最
も

古
く

記
録
は

宋
時
代
の

文

学
者
范
仲
淹
（
九
八

九

〜
一

〇
五

二

年
）

の

手
紙
に

書
い

て

あ

る

「

頃
接
邸
報
某

有

恩
命
改
職
増
秩
誠
為
光

寵
」

と

い

う
文

と
さ

れ

て

お

り、

そ

の

意
味
は

、

「

先

ほ

ど

邸
報
を

頂
戴
し

（

或

い

は

邸
か

ら

知
ら

さ

れ
） 、

皇
帝
の

命
令
に

よ
っ

て

昇
進
さ

　
　
　

　

　
　
　
　

　
〔
13）

れ

て、

誠
に

光
栄

と

存
じ

る
」

で

あ

る

と

思
わ

れ

る
。

中
国

語

新

聞
の

紙
面
編

集
の

史
的
考
察
〔
上）

馬

　

　
挺

　

説
明
し

た

い

の

は、

ま

ず
古
典
中
国
語
は、
「

邸
」

と

「

報
」

の

二

つ

の

字
が

つ

な

げ

ら

れ

る

と
、

少
な

く

と

も
二

つ

の

解
釈
が

と

れ

る
。

即
ち、

邸
の

報
、

邸
に

よ

る

発
行
す
る

文
書
・

報
告

書
の

よ

う

に

名
詞

と

し

て

理

解
で

き

る
一

方、

邸
に

報
じ

ら

れ、

邸
に

知
ら

さ

れ

る

の

よ

う

に

動
詞
と

し

て

も

理

解
で

き

る
。

は
っ

き

り

判
断

で

き

な
い

場
合
も

あ

り、

上

述
范
仲
淹
の

手

紙
の

場
合
が

二

つ

の

意
味
と

も

と

れ

る

一

例
で

あ

る
。

そ

し

て
、

戈
公

振
に

挙
げ
ら

れ

て

い

る

『

全
唐
詩
話
』

に

あ

る

「

邸

報
制
誥
闕
人、

中
書
両

進

君

名、

不

従、

又

請
之

（

邸
報
に

闕
人
を

し

中
書
は

君
の

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
ハ
ー4）

名
を

進
む

に

従
は

ず
、

又

之
制
誥
ふ

と
）

」

と
い

う
文

に

は
、

「

邸
報
」

が

「

邸
が

報

じ

た

と
こ

ろ

に

よ

る

と
」

と

理

解
し

た

方
が

適
当
で

あ

ろ

う。

ま

た、

報
と
い

う

字

は

古
代
に

お

い

て、

動
詞
と

し

て

使
わ

れ

た

方
が

多
く、

報
が

新
聞
紙
と
い

う

意
味

を

持
た

さ

れ

た

の

は

近

代
に

な
っ

て

か

ら

と

思
わ

れ

る
。

従
っ

て、

古

代
文
献
に

「

邸
報
」

と
い

う
二

字
が

つ

な

げ
ら

れ

た

と

し

て

も、

そ

れ

は

古

代
新
聞
「
邸
報
」

で

あ

る

と

は

限

ら

な
い
。

　

古
典
文
学
作
品
に

描
か

れ
て

い

る

「

邸
報
一

に

関

す
る

部
分
を

見

て

み

よ

う
。

明

の

時
代
を

背
景
と

す
る

と

考
え

ら

れ

て

い

る

『

金
瓶
梅
詞
話
』

に

よ

れ

ば、

明
時
代

に

「

邸
報
」

を

読
み

た
い

人

は、

県
庁
に

い

て

お

金
を

払
っ

て

写
さ

な

け

れ

ば

な

ら

　

　
（
15）

な

か

ワ

た
。

こ

う
い

う

「

邸
報
」

は

新
聞
と

言

う
よ

り、

公

開
で

き

る

官
文

書
と
い

っ

た

方
が

ふ

さ

わ

し
い

と

思

わ

れ

る。

清
代

の

社
会
を

背
景

と

し

た

『

紅
楼
夢
』

に

描
か

れ

て

い

る

公

館
の

机
の

上

に

「

邸
報
」

を

山

ほ

ど

置
い

て

い

る

と

い

う

よ

う

な

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
16）

風
景
は、
「

邸
報
」

が

す

で

に

発

行
物
で

あ

る

と

わ

か

る
。

　

官
文
書
に

「

邸
報
」

に

つ

い

て

最

初
定
義
し

た

の

は

宋
代

の

『

宋
会
要

輯
稿
・

刑

二

下
』

で

あ

る

と

方
漢
奇
に

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

そ

れ

は

宋
光
宗
紹
煕
四

年
（

＝

九
三
）

十
月

四

日

の

大

臣

の

進

言
に

よ

る

も
の

で、
「

国

朝
置

進
奏
院
於
京
師、

而

諸
路
州

郡
亦
各
有
進
奏

吏、

凡

朝
延

已

行
之

命
令、

巳

定
之

差
除、

皆
以

達
四

方、

謂
之
邸
報

。

（

国

朝
が

京
に

進
奏
院
を

置

き、

各
地

の

州

郡
に

進
奏
吏
が

有
り、

凡139
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語

文
化
学

科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇
四

年

そ

朝
廷
が

行
っ

た

命
令、

既
に

決
め

た

命
令
を、

各
地
に

伝
達
す
る

。

こ

れ

を

邸
報

と

灘
・

）

L

と

い

う
記

録
で

あ

る
。

し

か

し

・

の

中
の

「

邸
報
」

は

古
代
の

新
聞
か
、

あ

る

い

は

邸
の

文
書
か
、

に

つ

い

て
、

ま

だ

疑

問
す

る

余
地

が

あ

る

と

思
う

。

　
い

ず
れ

に

し

て

も、

今
目

ま

で

「

邸
報
」

と

思

わ

れ

る

も

の

は

存
在
し

て

い

る

が、

「

邸
報
」

と

書
か

れ

て

い

る

実
物
は

ま

だ

発

見
さ

れ

て

い

な

い
。

（一
一
）

　
所
謂

「

開
元

雑
報
」

「

開
元
雑
報
」

に

つ

い

て

の

記
載
は

主

に

唐
代
の

孫
可
之
（
樵
）

鰲
灘

の

『

経
緯
集
』

鑼 懸 　 ；
囁
ま韓

騨 鑼
無輙

1

　 　 　 　 ・
：・恥 　ii：騨

囁
；
ギ

・’

“ ffXNre ”

磯 鰯件 ）

図版
一一

　「開尢 雑報」 （偽物 ？ 〉

〔『中国新聞事業通 史
・第 一巻』 よ り）

140

の

『

読
「

開
元

雑
報
匚

と

い

う

文
章
に

あ

る
。

文
章
の

始
め

に

は

次
の

よ

う

に

記

載
さ

れ

て

い

る
。

　

　
「

樵
昔
於
襄
漢
間、

得
数
十
幅
書、

繋
日

条
事

、

不

立

首
末。

共
略
日

『

某
日

　
皇
帝
親
耕
籍
田、

…
』

（

樵
、

昔
に

襄
・

漢
の

間

に

於
い

て、

数
十
幅
の

書
を

得

　
た

り
。

日

を

繋
ぎ

て

事
を

条
べ
、

首
末
を

立

て

ず。

其
の

略
に

曰

く

『

某
日、

皇

　

帝、

親
し

く

籍
田

を

耕
し、

…
』
）

」

　

ま

た

終
わ

り

に、

　

　
「

因
取
其
書
畠
而

漫

志
其
末
（

因
っ

て

其
の

書
帛
を

取
り

て

漫
ろ

に

其
の

末
に

　

（
18）

　

志
す
）

」

と

説
明
し

た
。

　

な

お
、

清
の

末
民
国

初
年
の

版
本
学

者
孫
毓
修
の

『

中
国

彫
刻
源
流
考
』

に

「

開

元
雑
報
」

の

様
子
に

つ

い

て

こ

う

記

載
し

て

い

る
。

　

　
「

葉
十
三

行、

毎
行

←
五

字、

字
大

如
銭、

有
邊
線
界

欄、

而

無
中
縫、

猶
唐

　

人

の

寫
本
款
式、

作
蝴
蝶
装。

墨
影
漫
濾、

不

甚
可
辨

。

（

葉
は

十
三

行、

毎

行

　

十
五

字
に

し

て、

字
は

大
な

る

こ

と

銭
の

如
し

。

辺

線
．

界
欄
あ

れ

ど

も。

而
も

　

中
縫
な

く、

な

お

庸
人
の

写

本
の

款
式
の

ご

と

し
。

蝴
蝶
装
を

作
す

。

墨

影、

漫

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　ロ
のロ

　

濾
と

し

て
、

甚
だ

し

く

辨
ず
べ

か

ら

ず。
）

」

　

こ

れ

は

近

年
ま

で

に

あ
っ

た

「

邸
報
」

の

紙
面

の

構
成
に

つ

い

て

唯
一

の

文
字
の

記
録
で

あ

る

が
、

一

部
の

学
者
は

二

の

記
録
に

対
し

て

疑
問

を

も
っ

て

い

る
。

例
え

ば

姚
福
申
は、

ま

ず、

『

読
「

開
元

雑
報
」

』

の

「

開

元
雑
報
」

は

孫
可
之
が

勝
手
に

作
っ

た

呼
び

方

で

あ

る

し
、

唐
人
の

著
作
に

二

度
と

見
た

こ

と

は

な

か

っ

た

と

指
摘

し

た。

ま

た、

孫
は

自
身
が

読
ん

だ

と

い

う
「

開

元
雑
報
」

を

印
刷
物
と

は

言
わ

な

か

っ

た

こ

と

に

つ

い

て

も

指
摘
し

た
。

さ

ら
に、

孫
毓
修
の

記

録
で

は

「

蝴
蝶
装
」

と
い

っ

た

が、

実
際
に

「

蝴
蝶

装
」

が

唐
代
の

後
の

宋
時
代
か

ら

始
ま
っ

た

装
「

形

式

で

あ

る

こ

と

に

よ

っ

て、

孫
毓
修
の

『

中

国
彫
刻
源
流
考
』

に

書
か

れ

た

「

開

元

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
のロ

雑
報
」

は

偽
作
と

判
断
し

た

の

で

あ

る
。

（
図

版
−

一

参
考
）
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（
三）
　
『

進
奏
院
状
一

の

実
物

　
『

進

奏
院
状
』

の

実
物
は

す

な

わ

ち

上

述
の

拙
稿
『

中
国
の

新
聞
紙
面
研

究
に

つ

い

て

の

考
察
（

上
）

』

で

触
れ

た
パ

リ

国
立

図
書
館
と

大
英
図

書
館
所
蔵
「

敦
煌
巻

子
」

の

二

点
で

あ

る
。

大
英

図

書
館
の

「

敦
煌

巻
子
」

（

第
S
一
｝

五

六

号
）

が

横

九
七
セ．
ン

チ、
’
幅」
一
八
．

五
セ

ン

チ

の

横
巻
状
態
で、

正

面
は

第
一

行
の

コ

進

奏
院

状
上
L

と

い

う
文

字
で

始
め

ら

れ

て

い

る
。

紙
は

丈
夫
そ

う
な

宣

紙
で

あ

り
、

文
章

は

右
か

ら

左
へ

の

縦
書
き
、

内
容
未
完、

残
さ

れ

た

の

は

合
わ

せ

て

六

十
行
で
、

字

が
一

杯
の

行
は

大

体
一

行
二

十

字
ぐ

ら

い

で

あ

る
。

ま

た

裏
に

は

『

大

漢
三

年
季
布

罵
陣
詞
』

と

い

う

民
間
の

文

学
作
品
が

六

十
四

行
で

書
か

れ

て

い

る
。

　

方

漢
奇
が

｝

九
八

三

年
一

月
の

『

新
聞

学
論
集
』

第
五

輯
で

大

英
図

書
館
の

所
蔵

分
を

分

析
す

る

際
も

と

つ

い

た

の

は

手
書
き
の

写

し

で、

原
物
の
一

部
の

写
真
が

見

ら

れ

る

の

は
、

王

鳳

越
の

『

中
国
的
報
刊
』

で

あ

る

（

図

版
は

同
E
拙

稿
参
照）
。

後
に

方
漢
奇
の

『

中
国

新
聞

撲
通
史
．

第
一

巻
』

三
つ

の

『

糞
院
状
』

叢

り

上

げ
て

詳
細
に

検
証
を

加

え

た
。

　
内

容
に

つ

い

て

の

分
析
に

よ

っ

て、

学
者
ら

は

大

休
『

進
奏
院
状
』

を

唐
代

の

新

聞
と

納
得
し
て

い

る

よ

う
で

あ

る

が、

し
か

し、

紙
面
構
成
の

考
察
の

角
度
か

ら

み

る

と、
『

進
奏
院
状
』

の

紙
面
は

手

書
き

で、

普
通

の

手
紙
や

報
告
書
な

ど

当

時
の

文
章
の

書
き

方
と

異
な
っ

て

い

な
い

の

で、

『

進

奏
院
状
』

の

紙
面

は

そ

の

時
代
の

　

邸
報
L

の

紙

面

構
成
の

状
態

と

は

言
い

が

た

い

と

思
わ

れ

る
。

　
（

四
）

　
『

万

歴

邸
鈔
』

『

崇
禎
年
章
奏
残
册
』

　
唐
代
に

続
い

て
、

宋
・

元

時
代
に

「

邸
報
」

は

す

で

に

か

な

り

普
及

し

て

い

た
が
、

「

邸

報
」

の

実
物
に

つ

い

て

の

記
述
は

ま

だ

見
た

こ

と

が

な

い
。

そ

し

て、

明
朝
に

な

る

と
、

著
名
な

『

万

歴

邸
鈔
』 、

す

な

わ

ち

明

朝
万

歴
年

間

の

「

邸

報
」

の

抄
録

中

国
語
新
聞
の

紙
面
編
集
の

史
的

考．
祭

（
ト）

馬
　

　
挺

が

あ

り、

そ

れ

は

「

邸
報
」

の

内
容
に

つ

い

て

の

研

究
に

と
っ

て

非
常
に

重

要
か

つ

膨
大

な

資
料
庫
で

あ

る
。

ま

た

台
湾
の

中
央
研

究
院
歴
史
語
言

研

究
所

に

保
存
さ

れ

て

い

る

明
朝
の

内
閣

大

庫
の

遺
書
の

中
に
、

赤
罫
紙
に

手
書
き
さ

れ

た

十
二

冊
の

装

丁

済
み

の

『

崇
禎
年
章
奏
残
册
』

と

仮
に

名

付
け

ら

れ

た

写
本
が

あ

り、

す

で

に
一

般
公
開
さ

れ

て

い

る
。

そ

れ
に

は
】

面

に

八

行
十
二

字
詰
め

と

九
行
十
三

字
詰
め
の

二

類
が

あ

り、

内

容
は

「

朝
儀
」

「

任
免
」

な
ど

宮
廷
で

の

重

要

な

事
項
に

つ

い

て

の

簡
単
な

報
告
で、

軍
事
情
勢
や

勤
務
状

態
ま

で

含
ま

れ

て

い

る
。

台

湾
の

新
聞
史

研
究

蘇
同

炳
氏

避
。

の

写
本
・

そ

明

朝
の

邸
報
の

実
物
を

霑
保
存
し

た

も

の

と

発
表
し

た

の

で

あ

る
。

こ

れ

は

『

万

歴
邸
鈔
』

と

同
じ

よ

う

に、
「

邸
報
」

の

内

容
に

つ

い

て

の

研
究
に

意
義
が

あ

る

が
、

「

邸
報
」

そ

の

も

の

で

は

な

い

の

で、

紙

面

構
成
に

つ

い

て

の

考
察
に

と

っ

て

は、

あ

ま

り

意
味
が

あ

る

と

は

思

わ

れ

な
い

。

　
（

五
）

　
『

題

奏
事
件
』

の

発

見
と

概
観

　
　
　
　

　

　
　
おね

　

尹

韻
公

氏
の

分
析
に

よ

っ

て

明
朝
の

末
期
に

「

邸
報
」

は

す

で

に

印
刷
さ

れ

て

い

た

と

推
定
さ

れ

る。

し
か

し、

印
刷
さ

れ

た

「

邸
報
」

の

実
物
は

い

ま

ま

で
一

つ

も

発
見

さ

れ

て

い

な

い
。

そ

の

原
因
の
一

つ

は
、

「

邸
報
」

と

い

う

も
の

が
、

　一

定
の

歴

史
時
期
に

お

い

て
、

い

く

つ

か

の

性
質
が

似
て

い

る

発

行
物
の

総
称
あ

る

い

は

別

称
．

俗
称
で

あ
っ

た

こ

と

に

あ

る
。

そ

の

た

め、

歴

史
上

本
当
に

一．
邸
報
L

と

い

う

文

字
を

冠
し

た

発

行
物
は

本
来
存
在
し

て

い

な

か

っ

た

か

も

し

れ

な

い
。

「

邸
報
」

に

属
す
る

も

の

が

目

の

前
に

あ

っ

て

も
、

そ

れ
こ

そ

が

「

邸
報
」

で

あ

る

と

分

か

ら

な

い

こ

と
も

十
分
考
え

ら

れ

る
。

こ

の

よ

う
な

考
え

は
、

す
で

に

姚
福
申
に

よ

っ

て

指

警
れ

て

お

り
、

方
漢
奇
も

ま

た
こ

れ

に

同
調

し

て

毳
・

　
し

か

し、

筆
者
は

「

邸
報
」

の

紙
面

構
造
を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

に

絶
望

し

て

い

た

と

こ

ろ、

偶
然

に

も

こ

れ

こ

そ

印
刷
さ

れ

た

「

邸
報
｝

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

資
料
を

発

見

し

た
。

実
は、

一

九

九
一

年
ご

ろ、

筆
者
が

東
京
の

国

会

図
書
館
で

後141
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図版 一二 　「題 奏 事 件

に

論

じ

ら

れ

る

『

申

報
』

に

関
す
る

資
料
を

求
め

て

い

た

と

き、

目

録

に

「

邸
報
」

と

記
し

て、

清
朝
の

『

乾
隆

官

報
』

と

『

嘉
慶
官
報
』

と

名
付
け

ら

れ

た

文
献

を

調
べ

る

こ

と

が

で

き

た
。

　

実
際
に

そ

れ

ら
の

資

料
を

調
べ

て、

そ

の

内

容
は

「

官
報．」

で

は

な

く、
「

公

慎
堂
」

か

ら

刊
行
さ

れ

た

『 、
題
奏
事

件
』

と

い

う
清
朝
の

日

刊
紙
と

判
っ

た
。

そ

れ

を

糸
口

と

し

て
、

東
京

大

学
東
洋
文
化
研
究
所

大

木

文
庫
も

『

題
奏
事

件
』

を

所
蔵
し

て

お

り、

ま

た、

中
国
の

北

京
図

書
館
（

国
家
図

書
館
）

と

中
国
の

個
人
蔵
書
家

で

あ

る

田

濤
氏
も

そ

れ

ぞ

れ

所
蔵
し

て

い

る

こ

142

と

が

判
明
し

た
。

　
一

九
九
三

年、

筆
者
は

『

中
国

の

最
古

の

印
刷
新
聞
「

題
奏
事
件
」

に

つ

い

て
』

と

題
し

て、

『

題
奏
事
件
』

は

今
ま

で

発
見
さ

れ

た

最
も

古
い

日

刊
新
聞
紙
の
ア〕
と

に

つ

い

て

検
証

し

て

尨
・

そ

の

中
か

ら、

本
稿
と

関
連

の

あ

る

部

分
を

次
の

よ

う

に

要

約
し

て

お

き

た

い
。

（

図

版
−

二

参
照
）

そ

の
一

、

時
期
と

所
蔵
・

胃
数．
．
上

述
の

器
所

羇
鼕
A
。

わ

せ

て、

清
乾

隆

三

十
六

年
六

月
二

十

四

日

（

西

暦
一

七

七
一

年
八

月

四

日
）

か

ら、

嘉
慶

L

ハ

年
十
月

六

日

（

西

暦
一

八

〇
一

年
卜
一

月

十
一

日
）

ま

で、

三

十
年
あ

ま

り

に

わ

た
っ

た

九

十

三

日

分
が

あ

る
。

一

日

の

分
は

大
体
三

葉
六

頁
で
、

日

付
は

六

日

か

ら

八

口

で

連

続
し

て

い

る

も

の

が

多
い
。

　

そ

の

二
、

名
称
と

発
行
先
：

版

口

（

折
り

目
）

に

印
刷
さ

れ

て

い

る

『

題
奏
事

件
』

の

文
字
は
、

中
国
の

古
典
書
物
の

慣
例
に

よ
っ

て、

版
口

の

文
字
は

そ
の

本
の

題
名
か

章
節
の

題
か

ど

ち
ら

か

で

あ

る

が、
『

題

奏
事
件
』

は
こ

の

発
行
物
の

名
称

と

断
定

で

き

よ

う。

発
行
先
は

本
屋

か

民

間
刻
坊
（
印

刷
屋
）

と

見

ら

れ

る

「

公

慎

堂
一

で

あ

る
。

　

そ

の

三
、

用
紙
・

印
刷
と

装
丁
：

質
の

悪
い

竹
紙
（

ち
く

し
）

に

木
か

粘
土

の

活

字
（

宋
体
・

日

本
の

明

朝
体
と

類
似
）

を

使
っ

て、

墨
で

印

刷
さ

れ

た

と

見

ら

れ

る。

原
紙
の

大
き

さ

は

時
期
に

よ
っ

て

少

し

異
な
っ

て

い

る

が
、

だ

い

た

い

半
葉
二

十
セ

ン

チ

×

二

六
・

五

セ

ン

チ

で

あ

る。

紙
に

残
さ

れ

て

い

る

穴
か

ら、

元
々

は

の

装
丁

は

「

紙
捻
（

紙
縒
り

）

装
」

で

あ
っ

た

と

判
断
で

き

る
。

　

そ

の

四、

紙
面
構
成
：

上
述
の

「

そ

の
一
」

の

よ

う
に、

版
口

の

上

方
に

「

題
奏

事
件
」

と
、

ま

た

下

方

に

葉
数
の

「

一
」

「
二
」

「．
三
」

が

印
刷
さ

れ

て

い

る
。

中

身

は

縦
書
き

で

第
一

行
は

「

乾
隆
三

十
六

年
六

月

二

f
四

日

　

　

　

公

慎
堂
」

の

よ

う

に

（

日

付

は

変
わ

る
） 、

半
葉
に

十

四

行

で
一

行
に

二

十
二

字
（

台
頭
を

含
む）

で

あ

り、

糸
欄
（

行
線
）

が

な

い

が
、

傍
線
を

加
え

た

ケ

ー

ス

が

あ

る
。

嘉
慶
年
間
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の

分

に

な

る

と

十
二

行
十
九

字
に

変
わ

っ

た
。

　
そ

の

五、

内
容
：

　
○

題
本
：

主

と

し

て

各
部
や

地

方
の

官
吏
の

報
告

。

　
○

奏
摺
：

奏
摺

　
　
主

と

し

て

官
吏
の

報
告

。

内
容
は

官
吏
の

弾
劾

、

物
資
の

調
達、

皇

帝
に

対
す

る

謝
恩
謝
罪
な

ど

に

関
す

る

も
の

で、

地

方
の

世

論
に

つ

い

て

の

報
告

も

あ

る
。

　
○

（

奉
）

上
払

副

（

諭
匕

日

を
塞−
ず

る

Y
・

　
　
皇

帝
の

意
思

に

も

と
つ

い

て

軍
機
処
や

内
閣
が

書
い

た

指
示

で

あ

る
。

そ

の

内

容
は

官
吏
の

昇
級
降
格、

お

金
や

食
糧
の

徴
収、

大
臣
の

死

亡

な

ど

が

あ

る
。

　
○

奉
旨
：

官
吏
の

異
動
や

欠
員

補
充
の

命
令
な

ど
。

　
○

文
選
単
・

武
選

単
：

文

武
官
員
に

登

用
さ

れ

た

り

昇

進
さ

れ

た

り

し

た

人

の

リ

ス

ト
。

　
○

綸
音
（

綸
旨
）

：

皇

帝
の

祭
陵
（

先

祖
の

お

墓
の

代
参
）

な

ど

の

行
事
に

つ

い

て

の

命
令

。

　
○
朱
批
：

皇
帝
が

奏
章
に

赤
筆
を

用
い

て

書
い

た

親
筆
の

文
を

指
し、

独
立

し

た

項
目

で

は

な

く、

大

体
一

件
の

奏
章
の

中

か

最
後
に

加
え

て

あ

る
。

よ

く

あ

る

の

は

「

知
道

了

（

分
か

っ

た
）

」

「

依
議
（
宜
し

い
）

」

「
該
部
議
奏
（

該
当

の

部
に

議
論
さ

せ

て

報
告
せ

よ
）

」

「

該
部
知
道
（

該

当

の

部
に

知
ら

せ

よ
）

」

な

ど

で、

も
っ

と

長

い

文

も

あ
っ

た
。

印

刷
ヒ

カ

ラ

ー

を

入

れ

る

の

は

不

可
能
だ

っ

た

の

で
、

「

朱
批
該

部
議
奏
」

と

書
き

加

え

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

皇
帝
の

親
筆
で

あ
っ

た

こ

と

が

示

さ

れ

て

い

る
。

　
そ
の

六
、

新
聞
と

し

て

の

性
格

　
ま

ず、

『

題
奏
事
件
』

の

内
容
は

皇

帝
や

朝
廷、

官
吏
の

言

動
を

中
心

と

し

て

い

た
。

し

か

し、

封
建
的
統
治

を

強
い

ら

れ

て

い

た

中
国
の

清
の

社
会

に

お
い

て、

こ

れ

ら
の

内
容
を

行
政
機
関
と

別
に

民

間
で

報
道
し

た

こ

と

自
体
は、

当

時
の

新
聞
が

中
国
語
新
聞
の

紙
面

編
集
の

史
的

考
察
（
ヒ

）

馬

　
　

概

で

き

る

作
為
の

限
界
と

考
え

ら

れ

る
。

一

方
、

上

述
の

紹
介
と

次
の

『

京
報
』

に

つ

い

て

の

検
証
か

ら

も

分
か

る

よ

う
に
、

日

本
の

瓦

版
や

他
の

国

の

初
期

新
聞

と

異
な

っ

て、

こ

れ

ら
の

内
容
し

か

報
道

で

き

な

い

の

は

中
国

萌
芽
期
新
聞
の

特
徴
と

も

い

え

る
。

　
そ

し

て
、

『

題
奏
事
件
』

は

民
間

発
行
と

活
字
印
刷
に

よ

っ

て、

不

特
定

の

読

者

を

対
象
と

し

た

新
聞
類
発

行
物

と

判
断
で

き

よ

う
。

上

述
の

「

文

選

単
・

武

選

単
」

の

掲
載
さ

れ

て

い

る

官
吏
の

ポ

ス

ト

は、

そ

れ

ほ

ど

高
い

も
の

で

は

な

い

乙

と

か

ら、

高
官
だ

け

で

は

な

く、

よ

り

低
い

階
層
の

人
た

ち
も

対
象
に

し

て

い

た
こ

と

が

伺
え

る
。

し

か

し、

発

行
元
の

「

公

慎
堂
」

は

本
屋
な

ら、

一

種
の

サ

ー

ビ

ス

と

し

て

店

頭
で

無
料
配

布
し

て

い

た

可
能
性
が

あ

る
。

　
ま
た、
『

題
奏
事
件
』

は

少

な

く

て

も

三

卜
年
に

亘
っ

て

発
行
し

つ

づ

け
て

い

た

凵

刊
紙
で

あ

り、

当

時
の

社
会
状
況
か

ら

み

て、
　一

定
の

速
報
性
と

正

確
性
が

保
た

れ

て

い

た。

　
な

お、

既

に

高
度
な

印
刷
レ

ベ

ル

を

有
す

る

清
の

時
代
に
、

『

題
奏
事
件
』

は

用

紙、

印
刷、

装
丁
の

粗
末
さ

か

ら、

最

初
か

ら

保
存
を

目
的
と

し

な
い

で、

い

わ

ば

「

読
み

捨
て
」

の

た

め

の

新
聞
類
発

行
物
で

あ
っ

た

こ

と

も

も

う
一

つ

証
拠
と

も

い

え

よ

う
。

　
（
六
）

　
『

題
奏
事
件
』

は

「

邸
報
」

で

あ

る
か

に

つ

い

て
の

検
証

　
『

題
奏

事
件
』

を

概
観
し

た

と

こ

ろ
、

歴

史
の

文

献
に

述
べ

ら

れ

た

い

わ

ゆ

る

「

邸
報
」

の

内
容
と

相
似
し

て

い

る
。

現
存
の

『

題
奏
事
件
』

よ

り

百

五

十

年
あ

ま

り

以

前
の

「

邸
報
」

を

記
録

し

た

『

万

歴

邸
鈔
』

と

比
べ

れ

ば
、

報
告
さ

れ

た

内
容

と

非
常
に

似

て

い

る
。

ア
韻
公

の

分
析
に

よ

る

と、
『

万

歴

邸
鈔
』

の

報
道
内
容
と

範
囲
は、

皇
帝
の

活
動、

皇
室

の

動
態、

皇

帝
の

諭
旨、

官
吏
の

昇
降、

そ

し

て

経

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　（
27〕

済、

軍
事、

社
会
な

ど

で

あ

る
。

『

題

奏
事
件
』

は

自
身
の

名
称
と

葉
数
に

制
限
さ143
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
二

場

　
二

〇

〇
四

年

れ

て

い

た

の

で
、

諭
旨
と

奏
章
を

主

に

し

て

い

た

が、
『

万
歴
邸
鈔
』

の

よ

う

な

内

容
を

多

か

れ

少
な

か

れ、

触
れ

た

も
の

が

あ

る
。

　

そ

し

て、
「

邸

報
」

の

活
字
印
刷
は

明

の

崇
禎
十
一

年

二

六

三

八

年
）

か

ら

始

ま
っ

た

と

い

う

記

祭
転

・

つ

ま

り・

毛
七

〇
年
代

活
字
で

印
刷
さ

れ

た

「

邸
報
」

が

あ
っ

た

と
い

う
こ

と

は

決
し

て

お

か

し

く

な

い

と

思
わ

れ

る
。

ま

た、

発

見
さ

れ

た

「

題

奏
事

件
』

は

「

邸
報
」

か

『

京

遭）
か

に

つ

い

て、

『

京
報
』

は

明
の

末
期
に

す
で

に

現
れ

た

と

述
べ

る

学
者
が

い

る

が
、

確
か

な

記
録

は

戈
公

振
に

よ

っ

て

清
初
の

北
京
の

栄
禄
堂
が

『

縉
紳
録
』

と

『

京
報
』

を

発
売
し

て

い

た

と

す
る

も
の

で

鶉
・

な

お、
「

邸
報
」

と

景
報
L

と

い

う
二

つ

の

言
葉

は、

明
末
の

天

啓
（

一

六一

二

年
か

ら
）

年
間
か

ら

二
、

三

百

年
に

わ

た
っ

て

共
存

し

て

い

臥

測、

清
の

道

光
十

年
（

一

八

三

〇
）

以

降
の

文
献
の

中
に、
「

邸
報
」

は

ほ

と

ん

ど

見

ら

れ

な

く

籌
・

現
存
の

『

題

奮
件
』

の

年
代
は

上

述

の

期
間
の

半

ば

に

あ

る。
『

題
奏
事
件
』

は

「

邸
報
」

か

『

京
報
』

か、

年
代
だ

け

で

答
は

え

ら

れ

な
い

よ

う
で

あ
る
。

　
「

邸
報
」

の

概
念
は

ま

だ

あ

い

ま
い

で
、

原
物
は

ほ

と

ん

ど

な
い

の

で、
「

邸

報
」

の

角
度
か

ら

立

証
し

に

く
い

。

だ

が

中
国
の

占
代
新
聞

と
一

般
的
に

認

め

ら

れ

て

い

る

『

京
報
』

の

原
物
は

大
量
に

残
さ

れ

て

い

て、

学

者

た

ち

の

意
見

も

大

体
一

致
し

て

い

る

の

で
、

ま

ず、
『

京
報
』

の

角
度
か

ら

検
証

し

よ

う
。

　

『

京
報
』

に

つ

い

て

の

学
者
た

ち

の

論
述

を
一

応

ま

と

め

て

み

よ

う
。

『

京
報
』

は

民

間
の

報
房
に

よ
っ

て
、

定
期
的
に

（

日

刊
の

方
が

多
い
）

発

行
さ

れ、

北
京
を

中

ひ

と

し

て

発
売
し、
　一

日
一

冊、

大

多
数
の

『

京
報
』

の

大

き

さ

は

六

寸
×

三

寸

の

書
籍
状
小

冊

子、

一

冊
は

五
、

六
か

ら

十
余
ペ

ー

ジ

で

あ

る
。

黄

色

の

表
紙
が

つ

け

ら

れ

て、

赤
い

「

京
報
」

と

い

う

楷
体
字
が

書
か

れ

て

い

る
。

そ

の

下

に

発
行
の

報

房
（
例
え

ば

「

集
文
報
房
」

）

の

名
称
が

あ

る

の

は

『

京
報
』

の

特
徴
で

あ

る
。

そ

の

内
容
は

宮
廷

の

動
向、

官
吏
の

昇
降、

奏
折
朱
批
と

法
律
な

ど
の

文
書
が

あ

り、

144

わ

ず
か

な

社
会
ニ

ェ
ー

ス

も

含
ま

れ

て

い

る
。

　
『

題

奏
事
件
』

と

『

京
報
』

と

を

比

較
す
る

と、

共

通

点
も

多
い

が
、

い

く

つ

か

の

重

要
な

相
違
点

も

あ
っ

た
。

　

ま

ず、
『

題
奏
事
件
』

は

は
っ

き

り

し

て

い

る

名
称
が

あ

る
一

方、

『

京
報
』

の

よ

う
な

表
紙
は

つ

け

て

い

な

い

し、

版
口

に

「

京
報
」

と
い

う

文

字
も

な

い
。

『

中
国

的
報
刊
』

に

掲
載
さ

れ

た

光

緒
二

十
一

年
七

月
一

日

の

『

京
報
』

の

写

真
の

版
口

の

と
こ

ろ

に

は

「

光

緒
二

十
一

年
京
報
」

と

書
か

れ

て

い

る
。

ま

た

冊

子

の

大

き

さ

も

一

般
に

見

ら

れ

る

『

京
報
』

の

本
物
と

は

異

な
っ

て

い

る
。

　

な

お、

日

本

国
立

国
会
図

書
館
と

東
京
大

学
所
蔵
の

『

題

奏
事
件
』

の

現
状
は

線

装
（

和
綴
じ

）

冊

子

に

は

「

乾
隆
官
報
」

と

「

嘉
慶
官
報
」

と

題
簽
（

書
名
を

記

し

て

表
紙
に

貼
る

紙
）

に

書
か

れ

て

い

る

が
、

『

題
奏
事
件
』

の

収
集
者
が

冊
子

に

ま

と

め
た

際

記
し

た

と

思

わ

れ

る

が、

何
の

根
拠
で

こ

の

よ

う

に

書
い

た

の

か、

不

明

で

あ

る。

国
A
ム

図
書
館
の

目

録
に

こ

れ

を

「

邸
報
」

と

し

て

あ

る

が、

そ

の

経
緯
も

不

明

で

あ

る
。

ま

た、

田

濤
は

自
分

の

所
蔵
と

東

京
大

学
の

所
蔵
を

『

乾
隆
朝
公

慎

堂
題

奏
事
件
』

と

名
付
け

て

あ

る
。

な

お、

方

漢
奇
は
・

れ

が

清
時
代
の

嘱
報

房
（

新
聞

発
行
所
）

L

の

発
行
物

「

白

報
本
」

で

は

な
い

か

と

推
測
し

て

い

る
。

　

以

上

の

検
証

に

よ

っ

て、
『

題
奏
事
件
』

は

「

邸
報
」

か

『

京
報
』

か

に

つ

い

て

判
断
を

下
す

の

は

ま

だ

早

い

よ

う
で

あ

る

が
、

「

邸
報
」

は

政
府

の

行

政
機
関
で

あ

る

「

邸
」

か、

あ

る

い

は

そ

れ

に

準
じ

る

機
関
が

発
行

し

た

も

の

と

い

う

意
味
な

ら、

『

題
奏
事
件
』

は

は
っ

き

り

し

た

民

間
発

行
物
で

あ

る

の

で
、

「

邸
報
」

と

は

い

い

難

い
。

し

か

し、

中
国

古

代
新
聞
の

総
称
も

し

く

は

俗
称
と

し

て

の

「

邸
報
」

な

ら、

『

題
奏
事
件
』

は

そ

れ

に

属
す
る

と

い

え

よ

う
。

一

方
、

『

京
報
』

は

は
っ

き

り

し

た

形
態
が

あ

る

か

ら、
『

題
奏
事
件
』

は

『

京
報
』

に

並

行

し

て

発

行
し

た

も

の

か

も

し

れ

な

い

が、
『

京
報
』

で

あ

る

と

す

る

の

は

適

切

で

は

な

い

か

と

思
わ

れ

る
。

し

た

が

っ

て

『

題

奏
事
件
』

を

中
国

占

代
新
聞
の
一

種
と

し

て、

そ

の

ま

ま

『

題
奏
事
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件
』

と

呼
ん

だ

方

が

適
当

で

な

い

か

と

あ

え

て

提
案
す

る
。

　
（
七）
　
『

題

奏
事
件
』

に

も
と

つ

く
古
代
新
聞

の

紙
面

構
成
に

つ

い

て

の

考
察

　

上

述
に

よ

っ

て、
「

開

元
雑
報
」

は

印

刷
物
で

あ

る

と

い

う

説

は

す

で

に

否
定
さ

れ
て

お

り、

敦
煌
巻
子
の

『

進

奏
院
状
』

は

手
書
き

で
、

紙
面

に

つ

い

て

の

研

究
に

は

あ

ま

り

価
値
が

な
い

。

　

少

な

く

と

も、

原

物
の

『

題
奏
事
件
』

の

掘
り

出
し
に

よ
っ

て、

萌
芽
期
の

中
国

新
聞
紙
の

紙
面

を

よ

り

は
っ

き

り

究

明
す
る

こ

と

が

で

き

る
。

　

ま

ず、
『

題

奏
事
件
』

の

紙

面

構
成
を

次
の

よ

う

に

ま

と

め

よ

う
。

　

そ
の

一
、

　

一

冂

三

枚
六

葉
で、

た

ま

に

半
枚
の

増
葉
が

あ

り、

無
表
紙
で、

紙
捻

で

右
側
に

装
丁

す

る
。

一

八

〇
〇
年
代
に

な

る

と、

二

枚
あ

る

い

は
一

枚
に

減
ら

し

た

ケ
ー

ス

も

あ
っ

た。

半
葉
の

大
き

さ

は

だ

い

た
い

二

十
×

二

卜

八

セ

ン

チ

で
、

一

八

〇
〇
年
代
に

な

る

と、

十

七
×

二

卜
四

セ

ン

チ

で

あ
る
。

　

そ
の

二
、

右

か

ら

縦
書
き、

一

葉
に

十
四

行
、

一

行
は
二

十
二

字

（

台
頭
含
む
）

で、

一

八

〇
〇

年
代
に

な

る

と、

十
二

行
十
八

字
に

変
わ

っ

た
。

行
線
な

し

で
、

傍

線
を

加
え

た

ケ
ー

ス

が

あ

る
。

　

そ

の冖、、、

木

活
字
で

墨

印
刷
さ

れ
、

字
体
と

印
刷
と

も

粗
末
で、

よ

く

判
読
で

き

な

い

字
が

ち

ら

ほ

ら

あ

り、

埋

木
の

跡
が

見

え

る
。

紙
面

全

体
の

行
が

彎

曲
し

た

頁

も

あ

る。

　

そ

の

四、

毎
日

分
の

第
、一

行
に

年
号
と

日

付
と

発
行
者
の

名
称
が

書
か

れ

て

い

る
。

ま

た、

版
口

に

は

発
行
物
の

名
称
と

葉

数
と

が

あ

る

が、

増
葉
に

は

版
冂

は

な

い
。

　

そ

し

て、

指
摘
し

た
い

の

は、
『

題

奏
事
件
』

に

「

紙
面
」

と

い

う

存
在
が

あ

る
。

紙
面

と
い

う

概
念
は、
一

定
の

限
ら

れ

て

い

る

枠
と

し

て

の

空
間
が

あ

る

こ

と

に

よ

っ

て

成
立

す
る

。

空
間
が

無
制
限
で

延

ば

せ

る

な

ら

ば、

入

れ

た
い

内
容
を

入

れ

放

題
で

、

紙
面
の

容

量
に

よ
っ

て
ニ

ュ

ー

ス

材
料
へ

の

取
捨
な

ど

編
集
上

の

手

段
は

不

中

国

語

新
聞

の

紙
面
編
集
の

史
的
考
察
（
上
）

馬
　
　

挺

要
で

あ

る
の

で、

編
集
論
に

お

け

る

紙
面

構
成
の

意
義
が

な
い
。

現

代
新
聞
に

と
っ

て
、

一

面
の

紙
面

の

面

積
や
一

日

分
の

何
ペ

ー

ジ

か

の

紙
面

は
い

わ

ゆ

る

紙
面

の

空

間
L
の

制
約

で

あ

る
。

　

ま

た、

編
集
手

法

の

端

倪
も

伺
え

る
。

　

萌
芽
期
に

あ

る

『

題

奏
事
件
』

は

紙
面

に

お

け

る

制
約

が

厳

し

か

ワ

た
。

掲
載
す

る

内
容
は

皇
帝
な

ど
の

言

動
な

の

で、

添
削
を

加

え

る

わ

け
に

は

い

か

な

か

っ

た
。

し

か

し、

一

日

三

枚
六

葉
一

冊
で
、

ほ

と

ん

ど

例
外
は

な

か
っ

た

し、

ま

た

毎
日

の

紙
面

に

余
自

も

あ

ま

り

な

か
っ

た
。

そ

こ

で、

長
編
の

場
合、

連
載
の

編
集
手
法

が

使
わ

れ

て

い

た
。

前
日

の

文

末
に

小

さ

い

字
の

「

此

稿
未
完
」

を
い

れ

て、

次
の

冂

に

終
わ

り

ま

で

載
せ

て

い

る
。

極
め

て

異
例
な
こ

と

で

は

あ
っ

た

が、

増
葉
の

ロ

も

あ

り、

や

む

を

得
ず

版
口

が

抜
け

た

ケ

ー

ス

も

あ
っ

た
。

　

興

味
が

あ

る

の

は、
　一

つ

原
稿
を
二

回

掲
載
す

る

例
で

あ
る
。

あ

る

死

去

し

た

大

臣
を

め

ぐ

る

皇

帝
と

大

臣
た

ち

の

応
酬
の

連

続
報
道

で
、

こ

れ

に

関
す

る

阜

帝
の

「

上

諭
」

が
二

回

掲
載
さ

れ

て

い

た。

こ

れ

は

事
件
の

道

筋
を

分
か

り

や

す

く

す

る

た

め

の

読
者
へ

の

配
慮
と

考
え

ら

れ

る
。

そ

し

て
、

先
日
一

葉
目

に

あ

る

「

⊥
諭
」

の

部
分
が

二

回

目

掲
載
す
る

際、
、

そ

の

ま

ま

で

二

葉
目

に

移
し

て

死
去

し
た

大

臣

の

遺
書
の

後
ろ

に

載
せ

ら

れ

て

い

た
。

活

字
を

繰
り

返

し

て

使
用

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

印
刷
屋
に

と
っ

て、

組
立

て

済
み

の

「
上

諭
」

部
分
の

版
を

わ

ざ

わ

ざ

残
し

て

再
利
用

す
る

こ

と

は、

事
件
の

発
展

を

先

読

み

し

て、

植
字
の

手

間
を

省
く

意
図

的

な

作
為
で

あ

る

か

と

思

わ

れ

る。

さ

ら

に
、

「

尊
上
」

の

観
念
か

ら、

一

貫
と

し

て

皇

帝
の、
ゴ
ロ

動
を

真
っ

先

に

掲
載
す

る

慣
例
を

打
破
し

て、

再
掲
載
す

る

皇
帝

の

「

上

諭
」

を

敢
え

て

死
去
し

た

大．
臣
の

遺
書
の

後
ろ

に

載
せ

る

こ

と

は
、

ニ

ュ

ー

ス

価
値

に

つ

い

て

の

考
え

は

す

で

に

萌
芽
し
つ

つ

あ
っ

た

と

認
め

ら

れ

よ

う

か

と

認

識
し

て

〔
34）

い

る
。

145

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

明
星

大

学
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要
【
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学
部
・
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語
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科
】

第
十

二

号

　
二

QO

四

年
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こ

れ

ら

か

ら、

当

時
の

物
質
的
条
件
と

社
会
・

政
治
環

境
の

下

で

編

集
者
の

新
聞

紙
編
集
業
務
上、

極
め

て

初
歩
的
な
考
慮
で

あ
っ

た

と

伺
う
こ

と

が

で

き

る

が、

ま

た

当

時
、

編
集
者
の

精
一

杯
の

腕
の

振
い

ど
こ

ろ

で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

こ

の

よ

う

に

し

て

で

き

あ

が
ワ

た

『

題
奏
事
件
』

の

紙
面
が、

筆
者
の

調
査
し

た

限
り

で

は
、

こ

れ

ま

で

発
見

さ

れ

た

最
も

古

い

中

国
古
代
の

新
聞
紙
面
の

例
と

し

て

取

り

上

げ

ら

れ

る

と

思
う
。

二
、

『

京
報
』

に

つ

い

て

　
上

述

で、

、
つ
D

『

京
報
』

に

つ

い

て

多
少
触
れ

た

が
、

こ

こ

で

改
め

て

ま

と

め

て

お
．〕

　
　
　
〔
36）

れ

て

い

な
い

。

　
明
朝
に

代
わ
っ

て

中
国
を

統
治
し

た

の

は

満
民
族
の

清
朝
で

あ

り、

清
の

支
配

者

は

明
の

「

邸
報
」

の

伝
統
的

な

制
度
を

基
本
的
に

継
承

し

た

が、

そ

の

発

布
の

総
機

関
を

皇

帝
の

事
務
機
関
「

軍
機
処
」

に

所
属
さ

せ、

発
表
内
容
を

決
め

る

権
力
を

よ

り

中
央

に

集
中
さ

せ

た
。

一

方、
「

邸
報
」

の

内
容
の

う

ち、

許
可
さ

れ

た

部
分
内

容
を

写

し

て

刊
行
さ

れ

た

『

京
報
』

に

対
し

て、

黙
認
態
度
を

取
っ

て

い

た

よ

う

で

あ
る
。

　

明
末
か

ら

は

じ

ま
っ

た

『

京
報
』

が

民
間
新
聞
と

は

言
、
凡
、

「

邸
報
」

と
一

定

期

間

共
存
し

た
一

種
の

政

府
の

文

書
を

主

に

掲
載
す

る

民
営
の

新
聞
紙
で

あ
っ

た
。

『

京
報
』

が

い

つ

消
失
し

た

の

か

に

つ

い

て

は、

は

っ

き

り

わ

か

ら

な

い

が、

遅
く

と

も、

民

国

元

年
（

一

九
一

二
）

の

と

き、
『

京
報
』

は

ま

だ

あ
っ

た

と
い

わ

れ

る
。
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　（
一
）

　
『

京
報
』

の

概
略

　
ほ

と

ん

ど

の

中
国

新
聞
史
学
者
は、
『

京
報
』

は

明
末
に

す

で

に

始
ま
っ

た

こ

と

を

認
め

て

い

る。

そ
の

根
拠
と

す

る

と

こ

ろ

は

清
代
歴
史
学
者
の

兪
正

燮
の

『

癸
巳

存
稿
・

巻
十

四
・

書
「

芦
城
平
話
」

後
』

の

記
載
で

あ

る。

そ
の

主

な

文

句
は

　
　「．
…

…

先
に

王

氏
に

於
い

て

明
の

時
の

不

全

な

る

京
報
を

見
る

に、
「．
天

啓
四

年

　
四

月、

傳
概

、

内
閣
中
書
汪
文
言

に

参
ず

。

…

…
」

…

…

十
月、

本

紀
に、
「

丙

　
申、

中
書
舎
人
呉

懐
賢
に

逮
び

、

鎮
撫
の

司
獄
に

下
し、

杖
し

て

之
を

殺
す
」

と

　

有
れ

ど

も、

京
報
に

見

え

ず。

…

…

（

…

…

先
於
王

氏
見
明

時
不

全

京
報。

天

啓

　
四

年

（

一

六
二

四

年
）

四

月、

傳
撻
参
内
閣
中
書
汪

茎
言
口

…・
…

…
：

十
月、〔

35
酒

本

　

紀
》

有
丙
申
逮

中
書
舎
人
呉
懐
賢
下
鎮
撫
司

獄、

杖
殺
之、

不

見

京
報。

…
…）

L

　

で

あ

る
。

　

し

か

し、

明
朝
の

『

京
報
』

に

つ

い

て

の

記

載
は

『

癸
巳

存
稿
』

に

し
か

み

ら

れ

ず、

そ

れ

よ

り

早

い

時

期
の

記

載
も

報
告
さ

れ

て

い

な

い

し、

実
物

も

ま

だ

発
見

さ

　
（

二
）

　
『

京
報
』

の

特
徴

　
『

京
報
』

と
い

う
の

は、
「

邸
報
」

と

違
っ

て、

確
か

に

存
在
し

た

発
行
物
の

名
称

で

あ

る

が
、

一

つ

の

新
聞
の

タ

イ

ト
ル

で

は

な

く、

い

く

つ

か

の

新
聞
が

皆
『

京

報
』

と

名
付

け

ら

れ、

た

だ

発

行
機
関
（

報
房）

の

名
称
を

異

に

し
て

い

た

だ

け

で

あ
っ

た。

な

ぜ

『

京
報
』

と

名
付
け

ら

れ

た

か

と
い

え

ば、

首
都
で

あ

る

北

京
で

発

行
さ

れ

た

か

ら

で

あ

る
。

ま

た
、

中

国
語
で

「

京
」

と

い

う
字
は

「

首
都
」

と

い

う

意
味
も

持
っ

て

い

る

の

で
、

「

京
報
」

と

い

う
言
葉
は

「

首
都
の

情
報
」

と

理

解
で

き

よ

う
。

　
『

京
報
』

の

特
徴
に

つ

い

て

は

次
の

よ

う

に

ま

と

め

る

こ

と

が

で

き

る
。

　

そ

の
一
、

『

京
報
』

は

専
門
の

編
集
・

印
刷
及

び

発
行
を

行
う

独
立

し

た

機
関
で

あ

る

「

報
房
」

が

あ

り、

活
字
で

印
刷
さ

れ、

毎
日

発

行
さ

れ

て

い

た
。

　
『

京
報
』

の

報
房
は

そ

れ

ぞ

れ

名
称
を

も
っ

て

い

た
。

清
末
に

お

け

る

有
名
な

報

房
は

「

聚
興
」

「

聚
陞
」

「

集

文
」

「

合
成
」

「

杜
記
」

な

ど

十
一

軒
が

あ
っ

た

と

い

い
、
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そ

れ

ら

の

報
房
は

ほ

と

ん

ど

北

京
の

前
門
南
街
の

西

側
に

あ
っ

た。

従
業
員
は

最

盛

時
に

は

三

百

人

あ

ま

り

も

お

り、

情
報
探
し、

文
書
写
し
、

編
集、

印
刷、

配
達
と

い

っ

た

報
房
の

す
べ

て

の

仕
事

を

担
当

し

た
。

主

な

情
報
源
は

内
閣
と

各
省

の

駐

京

の

塘
務
事
務
所
で

、

許

さ

れ

た

諭
旨
と

奏
折
を

写
し

て

き

た
。

発
行

に

つ

い

て

は

京

城
内
が

報
房
の

人
員
が

配
達
し、

地

方
へ

は

人

を

雇
っ

て

配

送
さ

せ

た
。

　
黄
卓
明
は

北
京
の

報
房
の

『

京
報
』

の

編
集、

印
刷
と

発

行
の

状

況
に

つ

い

て

調

査

し

た

こ

と

が

あ

る
。

そ

れ

に

よ

る

と、

清
朝
の

内

閣
は

東
華
門
に

「

抄
写

房
」

と

言

わ

れ

る

機
構
を

設
立

し、

毎
日

正

午、

報
房
は

要
員
を

派

遣
し

て

そ
の

日

の

政
府

の

発
表
文
書
を

写
し

に

い

く。

写
し

た

も

の

は
、

「

宮

門
鈔
」

と

い

わ

れ

る

朝
廷
の

政
事
動

向
に

つ

い

て

の

報
道
と

諭
旨
を

全

部
掲
載
す

る

以
外
は

、

奏
折
の

分

量
が

多

い

の

で、

選

択
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

発
行
時
刻
の

確
保
の

た

め、
「

宮
門
鈔
」

を

手
に

入

れ

た

ら

す

ぐ

活
字
版
を

作
っ

て
一

頁

に

印
刷
し

て、

表
紙
な

し

で、

『

宮

門
鈔
』

と

名
付
け

、

夜
に

は

す

で

に

発

行
す

る
。

こ

れ

は

後
の

夕
刊
と

相
似
し

て

い

る
。

完
全
な

『

京
報
』

に

は

「

宮
門
鈔
」

「

諭
旨
」

及
び

「

奏
折
」

の

三

部
分

が

含

ま

れ

る
。

奏
折
を

対
折
り

し

て

ダ

ブ

ル

頁
に

し、

単

頁
の

「

宮
門
鈔
」

と

「

諭
旨
」

と
一

緒
に

し

て

装
丁

さ

れ

る。

ま

た、

奏
折
の

字
数
が

多
い

た

め、

活
字
版
に

す

る

の

に

時

間
が

か

か
っ

て、

夜
間
に

な

ら

な

い

と

完
成
で

き

な

い

の

で、

翌

日

の

朝
に

発

行
さ

れ

る
。

こ

れ

は

後
の

朝
刊
と

似
て

い

る
。

つ

ま

り、

報
房
は

『

京
報
』

を

「

夕
刊
」

と

「

朝
刊
」

の

二

種
類
に

分
け

て

編
集
し、

ま

た

「

朝
刊
」

は

前
日

の

〔

夕
刊
」

の

内
容
を

含
ん

で

い

た
。

　
『

京
報
』

の

印

刷
に

つ

い

て
、

戈
公

振
の

『

中
国

報
学
史
』

は

「

木
の

活
字
で

植

字
し

て

印
刷
す

る
」

、

ま

た

「

泥
版
（

石
膏
の

よ

う

な

も

の
）

も

あ
っ

た
」

と

い

い
、

こ

れ

は

「

豆

腐
干
版
（

豆

腐
干

と

い

う
の

は

中
国
の

豆

腐
類
の
一

種
で

、

普
通
の

豆

腐
よ

り

堅
く

て

水
分
が

少
な
い

1
筆
者
註
）

」

と

い

わ

れ

た

と

述
べ

て

い

る
。

　
関
係
者
の

話
に

よ

る

と、

当

時
粘
上

の

活
字
を

使
っ

た

こ

と

が

あ

る

こ

と

も

確
か

中

国

語
新
聞
の

紙
面
編
集
の

史
的
考
察
（
上）

馬

　
　

挺

め

ら

れ

て

い

る
。

つ

ま

り
、

粘
土

で

活
字
を

作
っ

て、

煉
瓦

の

よ

う
に

焼
き

⊥

げ

て

か

ら、

字
典
の

部
首
に

も

と
つ

い

て

分

け

て

お

い

て、

使
う
と

き

に

拾
っ

て

使
い

終

わ

れ

ば

ま

た

元

の

処
に

戻
す

と

い

う

も

の

で

あ

る
。

　

但
し、

木
の

活
字
使
用
が
一

般
的

で

あ
っ

た
。

そ

の

や

り

方
は、

木
の

活
字
を

部

首

に

も

と

つ

い

て

字
棚
に

置
き、

原

稿
に

し

た

が

っ

て

字
を

拾
っ

て、

木
の

盤
の

上

に

決
ま
っ

た

規

格
に

よ
っ

て

組
版
し

て、

そ

し

て

埋

木
で

固
め

る
。

規
格
は
一

般
的

に

は
一

行
に

二

十
二

字
で

、

一

頁
七

行
で

あ

る
。

薄
い

墨

を

イ

ン

ク

と

し

て、

手

作

業
で

印
刷
す

る
。

終
わ
っ

た

ら

紙
を

折
っ

て、

黄
色

の

表
紙
を

加
え

て
、

紙
捻
で

冊

子

に

装

丁
し
、

周
辺
を

き

れ
い

に

切

る
。

最
後
に

木

の

判
で

赤
い

コ

尿

報
L

と

「

×

×

報
房
」

を

表
紙
に

押
す

。

　

以

上

の

三

点
に

よ
っ

て、

『

京
報
』

の

印
刷
技
術
の

発

展
段
階
が

わ

か

る
。

す

な

わ

ち、
「

豆

腐
干

版
」

を

使
っ

て

い

た

時
期
が

あ

り、

そ

し

て

粘
土

の

活
字
の

段
階

を

経
て、

木
の

活
字
を

主
と

す
る

段
階
に

至
っ

た

の

で

あ

り、

長
期
的
に

こ

の

よ

う

な

遅

れ

た

技
術
を

使
用
し

て

印
刷
さ

れ

た
の

で

あ

る
。

光

緒
三

三

年
（

｝

九
〇
八
）

十

月

に
［

聚
興
報
房
か

ら

出
版
さ

れ

た

『

京
報
』

は

鉛
の

活
字
で

印
刷
さ

れ

て

お

り、

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
〔
37）

ま

た

そ

の
一

年
前
の

同
じ

報
房
の

『

京
報
』

の

印
刷
は

ま

だ

木
の

活
字
で

あ
っ

た。

　

そ

の

二
、

内

容
は

ほ

ぼ

決
め

ら

れ

て

い

た
。

　

ど

の

『

京
報
』

で

も

内
容
は

大
体

同
じ

で

あ
る
。

こ

れ

は

政
府
が

許
可

し

た

内

容

で

な

い

と

発
行
が

で

き

な

く

な

る

と
い

う
の

が

原

因
の
→

つ

で

あ

ろ

う
。

　
『

京
報
』

の

内

容
は、

ま

ず
「

宮
門
鈔．一

つ

ま

り

宮
内
の

動

向、

官
吏
の

任
命
昇

降
で
、

次
は

「

上

諭
」

つ

ま

り

皇
帝
の

諭
旨

と

公

告
で、

そ

し

て

奏
折、

つ

ま

り

大

臣
ら
の

奏
議
と

報
告
で

あ

る。

　

印

刷
の

条
件
が

制
限
さ

れ

る

の

で、

一

日

の

『

京
報
』

の

葉
数
は

多
く

は

な

ら

な

か
ワ

た
。

し
か

も、

各
『

京
報
』

の

「

宮
門
鈔
」

と

「

上

諭
」

の

内
容
は

完
全
に

同

じ

で

あ

り、

異
な

る

の

は

奏
折
の

部
分

だ

け

で

あ
っ

た
。

内

閣
が

公

布
の

奏
折
は

多147
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　一
一
〇
〇

四

年

く

長
い

も

の

も

あ
る

の

で
、

各
報
房
が

編
集
す

る

と

き

に

選

択
に

差

が

で

き、

長
い

奏
折
な

ら

何
日

間
も

「

続
く

」

ケ

ー

ス

も

あ

っ

た
。

こ

の

よ

う
に

各
報
房
の

問
で

『

京
報
』

の

内
容
が

一

部
異
な
っ

て

い

た

の

で
、

一

定
の

競
争
を

し

な

が

ら

も、

共

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
〔
38）

存
す
る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る
。

　
そ
の

三、

形
式
は

だ

い

た

い

同

じ。

　
以

下
の

「
（

三
）

『

京
報
』

の

紙
面

構
成
」

に

詳
細。

　
（

三
）

　
『

京
報
』

の

紙

面
構
成

　

黄
卓
明
は

『

京
報
』

の

研

究
の

た

め

に

千

部
以
上
の

『

京
報
』

を

収
集
し

た
。

氏

の

『

中
国
古
代
報
紙
探

源
』

に

よ

れ

ば、
『

京
報
』

の

形

は

だ
い

た

い

九
セ

ン

チ

×

二

十
ニ

セ

ン

チ

の

冊

子

で

あ

る
。

「

竹
紙
」

あ

る

い

は

「

毛

太

紙
」

に

印

刷
さ

れ、

黄
色
の

紙
を

表
紙
に

し、

そ
の

上

に

赤
い

「

京
報
」

と

「

×

X

報
房
」

の

字
が

捺
さ

れ

て

い

る
。

し

か

し、

表
紙
は

す
べ

て

黄
色

の

紙
に

赤
い

字
で

は

な

く
、

例
え

ば、

前
述
の

光

緒
年
間
の

『

京
報
』

に

は

以

下

の

二

つ

異

な

る

形
式

が

あ

る
。

一

つ

は

「

聚
陞

報
房
」

か

ら

出
版
さ

れ

た

も

の

で
、

白
い

紙
を

表
紙

に

し、

そ

の

⊥

に

赤
い

「
加
官
晋
禄
図
」

と

「

京
報
」

・
「

聚
陞
報
房
」

の

文

字
を

組
み

立

て

た

彫
版
で

あ

る
。

も

う
一

つ

は

黄
色
の

表
紙
の

左

上

に、

小

さ

い

赤
い

紙
を

貼
っ

て
、

そ
の

上

に

は

黒

い

枠
の

付
い

た

「

京
報
」

と

い

う

文

字
が

あ
る

が、

出
版
し

た

報
房
は

記

さ

れ

て

い

な

い

と

指
摘
し

て

馳
・

ま

た・

中
身
の

紙
面

の

形

に

つ

い

て

は
、

責
七

行
で
、

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
〔
40）

一

行
二

十
二

字
で

あ

る

と

し

て

い

る
。

　

戈

公

振
の

『

中
国
報
学
史
』

商
務
版
第
二

章
の

十
二

と

十
三

頁
の

間
に

挟
ま

れ

て

い

る

『

京
報
』

の

表
紙
の

複
製
品

で

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

黄
色
の

紙
の

上

は

「

京

報
」 、

下

に

枠
に

囲
ま

れ

て

い

る

「

集
文
報
房
」

と

い

う

赤
い

文

字
が

あ

り
、

黄
色

紙
は

幅
九

二
一
イ

ン

チ

で、

長
さ

は

二

十
二

・

五

イ

ン

チ

で

あ

る
。

裏
に

あ

る

『

京

報
』

の

中

身
の

写

真
は

、

縦
書
き
の

七

行
で
一

行
は

二

十

三

字
で

あ

る
、

ま

た、

泥

148

版
と

活
字
で

そ

れ

ぞ

れ

印
刷
さ

れ

た

コ

宮
門
鈔
」

の

写

真
が

あ

り、

泥
版

は

四

行
で

一

行
二

十

三

字
で

あ

り、
（
銅
？

）

活
字
版
は

五

行
で
一

行
三

十
六

字
で

あ

る
。

　

ち

な

み

に

小
野

秀
雄
教
授
の

『

内
外

新
聞
史
』

に

掲
載
さ

れ

た

『

京
報
』

の

写
真

は

「
聚
恆
報
房
」

の

も
の

で、

中
身
は

七

行
二

十
二

字
で

あ

る
。

　

ま

た

小
糸
忠
吾
教
授
の

『

中
国
の

新
聞
千
二

百

年
』

に

掲
載
さ

れ

て

い

る

も
の

は、

光
緒
六

年

二

八

八

〇
）

「

聚
陞

報
房
」

の

『

京
報
』

で
、

ち
ょ

う

ど

上

述
の

黄
卓

明
が

述
べ

た

表
紙
の

特
例
の
一

つ

で

あ

る

「

聚
陞
報
房
」

を

証
明
し

て

い

る。

す

な

わ

ち、

上

に

横
書
き
で

右
か

ら

の

「

京
報
」

と

い

う

報
名
が

あ

り
、

報
名
の

下

に

は

官
吏
服
の

人

が

手

に

「

指
日

高
陞
」

と

書
か

れ

た

紙
を

持
っ

て

い

る

絵、

つ

ま

り

「

加
官
晋
禄
図
」

が

あ

り、

右
下

に

は

報
房
の

名
称
が

あ

る
。

黄
卓
明
の

『

中
国
古

代
報
紙
探
源
』

一

五

〇

頁
の

『

京
報
』

の

写

真
が

は
っ

き

り

見
え

な
い

が
、

こ

れ

と

似
て

い

る

表
紙
が

あ

る

よ

う

で

あ

る
。

　

し

か

し
、

王

鳳
超
の

『

中

国

的
報
刊
』

に

あ
る

光

緒
二

十
一

年
（

一

八

九
五
）

七

月
一

目
の

『

京
報
』

の

写
真
の

紙
面
構
成
は

黄
卓
明
の

記
述
と

違
っ

て、

枠
と

版
口

が

あ

り、

版
口

に

「

光

緒
二

十
一

年
京
報

七

月

初
一

　

　

　

上

海
新
閣
報
舘
發

刊
」

と

い

う

文

字
が

あ

り
、

一

頁
に

縦
書
き

十
六

行
で
一

行
二

十

五

字
で

あ

る
。

紙

面
の

構
成
は

中
国
の

線
装
書
の

紙
面

と
よ

く

似
て

い

る
。

活
字
の

字
体
は

よ

く

で

き

た

明
朝
体
で、

木
の

活
字
で

は

な

く、

銅
活
字
の

可
能
性
が

大

き

い

と

思
わ

れ

る
。

『

中
国

古
代
報
紙
探
源
』

（

一

五

三

頁）

に

掲
載
さ

れ

た

『

京
報
』

ら

し

い

写

真
は、

内
容
は

は
っ

き

り

見

え

な

い

が、

そ

の

紙
面

の

構
成

が

『

中
国

的
報
刊
』

の

例
と

似

て

い

る
。

『

中
国
的

報
刊
』

の

『

京
報
』

の

注
目

す
べ

き

点
と

し

て

こ

れ

は

北
京
で

は

な

く、

上

海
で

出
版
さ

れ

た

ら

し

い

と

い

う
点

で

あ

る
、

（

四）

筆
者
所
蔵
の

『

京
報
』

等

筆

者
は

近

年
来、
『

京
報
』

な

ど

の

占
代
新
聞

を

何
点
か

収
集
し

た
。
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广　　臼p　　广

胃
薨

誌纜

嘲
藻
鐸

蓼
F

嬲 鑼饑 韆鯲 飜 羈驪 覊 　 　鏃邏嬰畷 。駅
：
：1
’
；1．
”t”p t

図版
一

三 （白黒）筆 者所蔵 『京報 」　上 左 ：表紙　上 中 ：目録 　L右 ：目録裏 （右 に 1科抄 」）

　　　　　　　　　　　　　　　　下左 ：「宮門鈔」 （成豊 8年 11月 12 日分） 下 中 ；「上諭 」

　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　下右 ：奏折 （咸豊 8 年 2 月 3 日分 の 最 後 の 貞）

中
国

語

新
聞
の

紙
面

編

集
の

史

的
考
察
〔
上）

馬

　
　

挺

　

そ

の

一
、

『

京
報
』

（

図

版

⊥
二

参
照
）

　

成
豊
八

年
二

月
三

日

（

一

八

五

八

年
三

月

十
七

日
）

と

同
年
十
一

月
十
二

日

（
同

十
二

月

十
六

日
）

の

二

冊

で

あ

る
。

　

両
方
と

も

発
行

さ

れ

た

当

時
の

ま

ま

の

冊

子

型
で、
「

紙
捻
」

で

綴
じ
て

お

り、

大
き

さ

は
二

十
二

・

五

×

九
・

五

セ

ン

チ

で、

黄
色
の

表
紙
と

裏
表
紙
が

あ

り、

表

に

赤
色
の

「

京
報
」

の

印

が

捺
さ

れ

て

お

り、

十
一

月

十
二

日
の

方
に

は

「

聚
陞
報

房
」

と

い

う

赤
色
の

印
が

あ

り、

当

該
報
房
の

発
行
物
と

分
か

る
。

　

前
者
の

表
紙
に

「

京
報
」

の

印

以
外
に、

墨
筆
で

「

二

月
初
二

日
」

と

手
書
き

さ

れ

た

日

付
が

あ

る

が、
［．
目

録
L

の

日

付
は

「

咸
豊
八

年
二

月
初
三

日
」

に

な

っ

て

い

る
。

中

身
に

は

「

目

録
」

「

宮
門
鈔」
「

上

諭
」

は

単
葉
で

そ

れ

ぞ

れ
一

頁、
「

奏

折
」

が

山
折
で

四

葉
八

頁
で

あ

り、

計
十
一

頁

で

あ

る
。

　

木
か

粘
土

の

活
字
で

刷
ら

れ

た

と

見
ら

れ

る。

全

部
の

ペ

ー

ジ

に

糸
欄
が

な

い
。

「

目

次
」

は

字
数
が

少

な

い

の

で、

わ

り
と

ゆ
っ

た

り

と

し

た

配
列
で

あ
る

。

「

宮
門

鈔
」

は
二

十
四

字
×

四

行
で
、

内
容
は

（

紫
禁
城
の

？
）

当

番、

召

見
（

皇

帝
が

大

臣
な

ど

を

呼
寄
せ

る

こ

と
）

な

ど

で

あ

る
。

　
「

ヒ

諭
」

は
二

卜
六

字
×

六

行
で

、

内
容
は

奨
励
や

祭
祀

と

官
吏
の

任
命
で

あ

る。

　

奏
折
の

頁

は
二

十
二

字
×

八

行
で
、

陝
西

省
巡

撫
は

官
民
｝

体
で

城
を

修
繕
す

る

こ

と

に

つ

い

て

の

報
告
を

し、

奨
励
を

要
請
す

る

内

容
で、

ま
た
、

福
建
省
巡
撫
は

台
湾
の

淡
水

庁
が

遭
難
し

た

琉
球
の

船
と

船
員
と

を

保
護
し

て、

船
員
を

返
送
し

た

経
緯
に

つ

い

て

の

報
告
を

内
容
と

し

て

い

る
。

　

後
者
は

同
じ

く

「

目
録
」

一

頁
で

あ

る

が、

山

折
で

そ

の

裏
に

「

科
抄
」

が

刷
ら

れ

て、

つ

ま

り

全
冊
す
べ

て

の

ペ

ー

ジ

は

紙
｝

枚

で

山

折
り
に

な
っ

て

い

る
。

そ

し

て、
「
宮
門
鈔
」

｝

葉
二

頁、

続
け

て

「

上

諭
一

は

三

葉
六

頁
と

「

奏
折
」

四

葉
八

頁

で、

合
わ

せ

て

十
八

頁

で

あ

る。

　

内
容
と

紙
面

配

列
は

前
者
と

大

体
同

じ

で

あ

る

が、

前
者
に

な

い

「

科
抄
」

は
一149
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二

号

　
二

〇
〇
四

年

行
十
四

字
で

四

行

と

な
っ

て

お

り、

載
っ

て

い

る

の

は

吏
部
の

題
奏
（
大

臣
の

報
告

の

一

種
）

で

あ

る
。

奏
折
部
分
に

載
っ

て

い

る

二

入
の

大

臣
の

息
子
が

科
挙
郷

試
で

不
正

行
為
を

起
こ

し

た

こ

と

に

つ

い

て

報
告
は

、

実
際
の

報
告
公

布
の

日

（

十
一

月

六

日
）

（

『

清
史
編
年
・

第
九

巻
（

咸
曲

豆

朝
）

』

五

八

八

頁
対
照
）

と

登
載
す

る

日

付

（

十
一

月

十
二

日
）

の

ず
れ

は

六

日

間

で

あ

る
。

一

種
の

偶
然
か

も

し

れ

な

い

が
、

そ

の

間
隔
は

『

題
奏
事
件
』

よ

り

少
々

短
縮
し

て

い

た
。

　

ま

た、

文
中
の

皇
帝
に

敬
意
を

表
す
た

め

の

「

台
頭
」

は

両

者
の

処
理

の

仕
方
に

違
い

が

あ

る
。

前
者
は

ほ

と

ん

ど
一

字
に

相
当
す

る

空
き

を

置

く
こ

と

に

な

っ

て

い

る

が
、

後
者
は

奏
折
の

部
分

は

同

じ

く
一

字
な
い

し

二

字
の

空
き

を

置

く

と

い

う
処

理

方
法
を

と

り、
「

上

諭
」

の

方

竺
字
を

上

奨
出

す
る

形
に

な
．

て

い

舖

　

現
存
最
古
の

印
刷
『

京
報
』

は
、

咸
曲

豆

年
問
の

も

の

と

伝
え

ら

れ

て

い

る

が
、

具

体
的
な

発
行
年
月
日

は

不

明

で

あ

る。

筆
者
所
蔵
の

こ

の

二

点
は

報
告
さ

れ

て

い

る

『

京
報
』

の

中
で

最
も

古
い

も

の

で

あ

る

可

能
性
が

高
い
。

内
容
や

紙
面
配
列
は

学

者
ら

の

記
述

と

ほ

ぼ

合
致

し

て

い

る

の

で、

本
稿
で

の

更
な

る

考
察
は

省
略
す
る
ア」

と

と

す

る
。

　

そ
の

二
、

『

申
報
』

発

行
の

『

京
報
全

録
』

　

光
緒
九

年
七、

八

月

（

一

八

八

三

年
八

月

三

日

−
九
月
三

十
口

）

の

合
わ

せ

て

五

十
九

日

分
で、

後
述
の

『

申
報
』

の

附
頁

で

毎

日
一

枚
二

頁
で
、

収
集
者
が
一

冊
に

ま

と

め
た

と

見
ら

れ

る
。

　

線
装
（

和
綴
じ

）

の

冊

子
の

表
紙
に

墨
で

「

光
緒
九
年
京
報
　
癸

未
七

月

八

月
」

と

手
書
き

さ

れ

て

い

る
。

大

き

さ

は

二

十
八

x

十
八
・

三

セ

ン

チ

で

あ

る
。

中
身
は

金
属

（
鉛
か

銅
）

の

活
字
印
刷
と

見
ら

れ

て

お

り、

版
口

を

除
く

三

十

行
で

毎
行
五

十
二

字
で

あ

り
、

び
っ

し

り

と

し

た

配
列
で

か

な

り

読
み

に

く

い
。

第
一

行
に

「

光

緒
九
年
七

月

初
一

日

京
報
全
録
」 、

版
冂

の

上

部
に

「

京
報
　
第
五

百

零
四

號
」 、

下

に

「

癸
未
七

月

十
二

日

申
報
附
張

不

取

分
文
」

（

一

八

八

三

年
八

月

十

四

口

『

申
報
』

150

無
料
附
頁
）

の

よ

う

に

刷
ら

れ

て

い

る
。

北

京
の

『

京
報
』

を

か

き

集
め

て、
『

申

報
』

の

発
行

地

上

海
で

ま

と

め

て

刊
行
さ

れ

て

い

る

た

め、

情
報
が

半
月

程
度
遅
く

な
っ

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

後
述
の

よ

う

に、
『

申
報
』

の

紙
面

配

列
は

す
で

に

従
来
の

冊
子
型
か

ら

脱
皮
し

て

い

た

が
、

附
頁

と

し

て

の

『

京
報
全

録
』

は

『

京

報
』

の

従
来
の

読
者
の

習
慣
を

考
え

、

ま
た

読
者
が

白
分
で

装
丁

し

や

す
い

よ

う

に

す
る

た

め
、

こ

の

よ

う
な

紙
面
の

形
を

取
っ

て

い

た

と

推
測
で

き

よ

う。

ま

た、

文

と

文、

段
と

段
と

を

区
切

る

た

め

に、

空
き

や

「

○
」

を
一

つ

か

二

つ

か

お

い

て

い

る
。

　

内
容
も

従
来
の

『

京
報
』

と

ほ

と

ん

ど

変
わ

ら
な

い
。

「

目

録
」

が

な

く、
「

宮
門

鈔
」

も

タ

イ

ト

ル

の

み

で

あ

る

が
、

「

諭
旨
」

「

上

諭
」

と

「

奏
折
」

は

か

な

り

充
実

し

て

い

る
。

一

日
に
一

葉
二

頁
の

ス

ペ

ー

ス

し

か

な

い

の

で、

一

つ

の

「

奏
折
」

が

載
せ

き

れ

な

い

場
合
に
、
「
此
片
未
完
」

で

い

っ

た

ん

き

っ

て
、

次

の

日

に

ま

た

「

接
続
一

で

続
け

て

掲
載
す

る
。

ま

た、

最
後
の

何
行
か

を

よ

り

小

さ

い

活

字
を

用

い

て

解
決
す
る

場
A
口

も

あ

る
。

　

そ

の

三
、

上

海
蘇…
報
館
発

行
の

『

京
報
全

録
』

　

光
緒
二

十
四

年
六
・

七

月

（

一

八

八

三

年
八

月
三

日

−
九
月
三

十
日
）

の
一

冊
で

あ

る。

　

総
体
的
に

は

上

述
の

『

京
報
全

録
』

と

変
わ

ら

な
い

が、

寸
法
は

小

さ

い
。

二

十

四
・

八

×

十
二

・

ニ

セ

ン

チ

で、

表
紙
は

そ

の

新
聞

を

裏
返

し

て

利
用
し
て

お

り、

「

光
緒
二

←
四

年
戊
戊
六、

七

月

文
」

「

六

月

汁
二

日

起
七

月

卅
日

止．」
「

京
報
全
録
」

「

慎
獨
斎
存
一
「

京
報
　
上

海
蘇
報
館
刊
」

と

書
か

れ

て

い

る
。

　

版
口

に

上

か

ら

「

光
緒
二

十
四

年
京
報
全
録

　
六

月
二

十
二

日

二

三

日
」

と

葉
数

で

（
月
の

初
日

か

ら
一

に

な

る
） 、

下

部
に
一

上
海
蘇
報
館
敬
刊
L

と

刷
ら

れ

て

い

る。

中
身
は

一

行
二

十
字
で

四

十
二

行
で

あ

る
。

毎
日

分

の

は

じ

め

の

行
に
、

「

六

月
二

十
三

口

京
報
全

録
」

の

よ

う

に

日

付
を

入

れ

て

あ

る

が、
『

中
報
』

の

『

京
報
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

全

録
』

と

異
な

っ

て
、

毎
日
一

葉
で

は

な

く、

文
章
の

量
は

不
等
で、

終
わ

り

に

改

行
し

て

次
の

日

の

凵

付
を

入

れ

る

よ

う
に

な
っ

て

い

る
。

こ

れ

ら

の

点
か

ら、

『

申

報
』

の

無
料
添
付
『

京
報
全
録
』

と

異
な

っ

て、

上

海
蘇
報
館
の

『

京
報
全

録
』

が

一

定
時
期
の

分
を

ま

と

め

て

発

行
す

る

可

能
性
が

あ

り、

当

時
は

多

様
な

発

行
形
態

が

存
在
し

て

い

た

と
い

う
こ

と

が

伺
え

る
。

　
そ
の

四
、

湖

南
省
の

『

塘
報
』

　
光
緒
二

十

四

年
八

月

十
二

・

卜

三

冂

（

一

八

九
八

年
九
月
二

十

七、

二

十
八

日
）

分
で
一

冊
で

あ

る
。

　
清
時
代
の

塘、

地

方
の

行
政
役
所
や

官
吏
の

駐
京
事
務
所
で

あ

り、

地

方
官
吏
と

中
央
朝
廷
と

の

情
報
や

り

取

り

の

仲
介
機
構
と

い

う
存
在
で、

漢
時
代
の

邸
を

髣
髴

す

る
。

詳
細
は

方
漢

奇
の

『

中
国

新
聞
事
業
通
史
・

第
一

巻
』

（

「

中
国

新
聞

事
業
通

史
・

第
一

巻
』

　一

八

八

−
一

九
九

頁
）

に

紹
介
さ

れ

て

い

る

の

で、

本
稿
は

贅
⊃、
口

を

避
け

よ

う。

　
筆
者
所
有
の

こ

の
一

冊
『

塘
報
』

は

十
七
・

五
セ

ン

チ

×

十
セ

ン

チ

で、

赤
い

糸

で

の

「

線
装
（

利
綴
じ

こ

で

あ

る。

表
、

裏
表
紙
を

除
く

正

味
は

二

十
五

葉
五

十

頁

で

あ

り、

頁

番
号
が

な

い
。

か

な

り

傷
ん

で

い

る

の

で、

版
口

の

上

部
に

あ

る

文

宇
が

判
別
で

き

な

い

が
、

下

部
は

「

駐

京
塘
務
」

で

あ

る
。

印
刷
は

活
字
の

墨
刷
り

で、

．

頁
に

七

行
十
五

字
で

あ

り
、

台

頭
は
一

字
か

二

字
の

突
出
で

あ

る
。

用
紙
に

は

予

め

赤
い

糸
欄
が

刷
ら

れ

て

い

る。

　
「

目

録
」

に

は

「

光
緒
二

十
四

年
八

月

十
二
、

十
三

日
」

「

湖
南
塘
務
」

と

刷
ら

れ

て

い

る

が
、

実
際、

中
身
の

「

宮
門
鈔
」

に

あ

た

る

頁

に

は

そ

れ

ぞ

れ

「

八

月
初

卜
」

と
一

八

月
十
一

日
L

と

印

刷
さ

れ

て

い

る
。

「
八

月

初
十．一

の

「

宮

門
鈔
」

に

続
い

て

「

E
諭
」

が
一

葉
（
内
容
は
一

頁

し

か

な
い
）

で

あ

り
、

そ

の

次
は

「

八

月

十
一

口
」

の

「

宮
門
鈔．
」

（

冖

葉）
、
「

」

諭
一
（

卜
葉
）

、

奏
折
（

ト
一

葉
）

の

順
で

あ

る。

中
国

語
新
聞
の

紙
面

編

集
の

史

的

考
察
（
L）

馬

　
　
挺

　
『

塘
報
』

は

行
政
部
門
が

発
行
し

た

も

の

の

は

ず

で

あ

る

が
、

正

味
に

少
々

良
い

紙
が

使

わ

れ
、

台
頭
の

様
式

が

し
っ

か

り

と

守
ら

れ

て

い

る

こ

と

以
外、

内
容
に

し

ろ、

印

刷
や

活
字
の

質
に

し

ろ、

民

間
発
行
の

『

題

奏
事
件
」

や

『

京
報
』

な

ど

と

あ

ま

り

変
わ

り

が

な
い

。

三
、

萌
芽
期
の

新
聞

の

紙
面
構
成
に

つ

い

て

の

ま

と

め

　
ま

ず、

中
国

新
聞
の

萌
芽
期
を

い

つ

ま

で

と

区

切

る

か

に

つ

い

て、

も

し

『

亰

報
』

の

消
失
を

そ
の

終
焉
と

考
え

れ

ば
、

一

九
｝

○
年
代
に

な

る
。

し

か

し、

二

れ

に

は

次
に

考
察
す

る

「

成
立

期
（

一

八
一

五

年
〜
一

八

七

四

年
）

の

全

期
と

「

発

展

期
」

の
「

部
が

重
な

る

こ

と

に

な

る
。

も

ち
ろ

ん、

歴

史
の

流
れ

を

み

る

と、
一

つ

の

時
期
が

ま

だ

完
全

に

終
わ

ら

な

い

う

ち

に
、

次
の

時
期
が

す

で

に

始
ま

り
つ

つ

あ

る

こ

と

は

よ

く

あ

る

こ

と

で

あ

る
。

特
に

中
国
の

新
聞

事
業
は、

そ
の

萌
芽
期
と

り

わ

け

萌
芽
期
の

後
期
に

は

中
国
北

部
に

あ

る

首
都
北
京
を

中
心

に

展
開
さ

れ

て

い

た

が
、

成
立

期
は

南
部
を

中
心

に、

実
際
に

は

海
外
に

お
い

て

展
開

さ

れ

て

い

た

か

ら

で

あ

る。

国
土

の

大

き

さ

と

封
建
的
統
治
態
勢
の

閉

鎖
性
の

た

め、

南
部
の

新
聞
が

か

な

り

近

代
的

に

な

っ

て

い

た

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

北

部
の

『

京
報
』

は

ま

だ

存
続

し

て

お

り、

か

つ

影
響
も

大
き

か

っ

た

の

が

事
実
で

あ

る
。

こ

れ

ら

の

要

因
を

考
慮

し

て、

中
国
新
聞
の

萌
芽
期
は

十

九
世

紀
の

中
期、
『

京
報
』

は

発
達
し

て、
　一

定

の

形
に

な
っ

た

時
期
を

も
っ

て

区
切

る

ほ

う
が

よ
い

の

で

は

な
い

か

と

考
ら
れ

る。

　
以

上

の

検

証
に

よ

っ

て
、

中
国

萌
芽
期
に

お

け

る

原
始
形
態
新
聞
の

紙

面
構
成

に

つ

い

て、

い

く

つ

か

の

点
を

ま
と

め

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

　
そ

の

一
、

「

邸
報
」

が

漢
時
代
に

あ

る

と
い

う

説
は、

実
物
の

証
拠
は

な

く、

確

実
な

記
録
も

な

い

の

で
、

紙
面

構
成
に

つ

い

て

は

何
と

も．．＝
口

え

な

い
。

　
そ

の

二
、

唐
朝
の

「

報
状
」

や

『

進

奏
院
状
』

は、

発
見
さ

れ

た

実
物
が

敦
煌
巻151
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明
星
大
学
研

究
紀
要

【
日

本
文

化
学

部
・一一
自

語
文
化
学
科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇

四

年

子
の

二

件
し

か

な

く、

か

つ

手
書
き

で

あ

り、

書
く

と

き

の

紙
面

上

の

随
意
性
が

大

き

い

の

で、

新
聞
編
集

の

視
点
か

ら

の

紙
面

構
成
の

考
察
に

あ

ま

り

意
味
は

な

い

と

思
わ

れ

る
。

　
そ

の

三、
「

邸
報
」

の

印
刷
品
は

ま

だ

発
見

さ

れ

て

い

な

い

が、

最
も

早
い

『

京

報
』

の

実
物
は

北

京
図

書
館
に

収
蔵
さ

れ

て

い

る

道
光

十

三

年

（

一

八

三

三
）

の

手

書
き

『

京
報
』

で

あ

る

と、

最
も

早
い

印
刷
物

は

清
咸
豊
年
間
（

一

八

五
一

−
一

八

六
一
）

の

も

の

が

あ

る

よ

う

で

艶
・

筆
者
所
蔵
の

日

付
の

暑
古
い

『

京
報
』

が

咸
曲

豆

八

年
二

月

三

日

（

一

八

五

八

年
三

月

十
七

日）

の

も
の

で
、

し

た

が
っ

て、

日

本
国
立

国
会
図

書
館、

中
国

国
家
図
書
館
な

ど

で

発
見
さ

れ

た
一

七

七

六

年
か

ら

の

『

題
奏
事
件
』

は、

民

間
発
行
の

日

刊
紙
と

し

て、

恐

ら

く

い

ま
ま

で

報
道
さ

れ

て

い

る

最
も

早
い

印
刷
さ

れ

た

中
国
の

古
代
新
聞

で

あ

る。

よ

っ

て、

古
代
新
聞
の

紙

面

構
成
に

つ

い

て、

そ
の

研
究
の

始
点
は

十
八

世
紀
中

期
に

ま

で

溯

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な
っ

て

い

る。

　

そ

の

四、
『

題

奏
事
件
』

や

『

京
報
』

の

紙
面

構
成
の

根
幹
に

は、

や

は

り

中
国

の

線
装
書
の

伝
統
形
式
か

ら

受
け

た

影
響
が

強
い

と

認
め

ら

れ
、

縦
書
き
．

見

出
し

な

し
・

改
行
し

な
い

・

冊

子
型
の

装
丁

な

ど

の

点
で

特
徴
を

表
し

て

い

た
。

し

か

し、

原
始
型
の

新
聞
で

あ

り

な

が

ら、

報
道
の

ニ

ュ

ー

ス

価
値
や

速
さ

は

す
で

に

重

視
さ

れ

て

お

り、

か

え
っ

て

新
聞
そ

の

も
の

の

保
存
価
値
は

あ

ま

り

考
え

ら
れ

て

い

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る
。
一．
速
報
性
L

を

求
め
る

あ

ま

り

紙
な

ど

の

材
料
や

印
刷
．

装
丁

作
業
な

ど

の

粗
末
さ

は、

紙
面
か

ら

も

は
っ

き

り

わ

か

る
。

一

方、

収
集
し

た

材
料

を

編
集
し

て、

限
ら

れ

た

空

間
（

紙
面
）

に

入

れ

る

と

い

う

新
聞
編
集
に

つ

い

て

の

考
慮
と

腕
の

端
倪
も
見
え、

記
事
を

あ

る

基

準
に

従
っ

て

順
番
に

掲
載
す
る

意

識
も

強
ま

り
つ

つ

あ
っ

た

よ

う
で

あ

る
。

　

そ
の

五
、

筆
者
所
蔵
の

『

申
報
』

と

上

海
蘇
報
館
そ

れ

ぞ

れ

発
行
し

た

『

京
報
全

録
』

に

つ

い

て、

時
期
的
に

は

す
で

に

萌
芽
期
の

終
焉
よ

り

半
世
紀
も

遅

れ

て

い

る
。
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『

京
報
』

の

消
失

は

二

十
世
紀
初
頭
と

い

わ

れ

て

い

る
。

し

か

し、

当
時、

資
本
主

義
要
素
は

相
95
発
展
し

て

い

た

上

海
を

本
拠

地

と

し

た、

中
国
新
聞

発
展

期
の

代
表

格
の

『

申
報
』

を

は

じ

め

と

し

て

発
展

期
の

各
紙
は、
『

京
報
』

を

別
紙
で

転
載
す

る
こ

と

は、

『

京
報
』

が

報
じ

た

皇
帝
や

朝
廷
の

動
向
は、

広
範
な

読
者
層
を

持
っ

て

い

た

こ

と

を

伺
う

こ

と

が

で

き

る
。

ま

た、

後
述
の

検
証

で

分
か

る

よ

う

に
、

『

申
報
』

の

前
期
の

紙
面
は

伝
統
的
冊
子

型
と

現

代
新
聞
紙
面

の

間

の

中

間
パ

タ

ー

ン

を

採
用

し

て

い

た
。

最

初、
『

京
報
』

の

内
容
を

中

身
に

転
載
す

る

の

み

で

あ
っ

た

が
、

の

ち

『

京
報
全
録
』

の

よ

う
に

別
紙
を

設
け
て
、

伝
統
書
籍
の

紙
面
に

近

い

形
を

採
用
し

て

発
行

す

る

よ

う

に

な
っ

た
。

こ

の

何
百

年
間
と

続
け
て

い

た

冊

子
型

の

古
代
新
聞
の

形

は、

当

時
の

読
者
に

と
っ

て

受
け

入

れ

や

す
い

形
で

あ
っ

た

と

い

え

よ

う。

　
萌
芽
期
の

中
国
新
聞
そ

し

て

そ
の

紙
面
の

構
成
は

確
か

に

原
始
的
で、

近
代
的

新

聞
の

概
念
に

よ

れ

ば、

ほ

と

ん

ど

新
聞
と

は

い

え

な

い

ほ

ど

幼
稚
的
で

あ

る
一

方、

社
会

の

発
展
と

読
者
の

需
要

に

よ
っ

て、

緩
慢
で

あ

り

な

が

ら、

少
し

ず
つ

新
聞
の

要
素
を

身
に

つ

け

る

よ

う
に

な
っ

て

き

た

こ

と

は

事
実
で

あ

る
。

あ

る

新
聞

と

し

て

の

要
素
と

し
て
、

例
え

ば

発
行
の

頻
度
（

日

刊
か

つ

朝
夕
刊
）

や

内
容
の

ニ

ュ

ー

ス

性
に

つ

い

て

い

え

ぱ、
『

京
報
』

は

の

ち
の

成
立

期
の

新
聞
よ

り

ず
い

ぶ

ん

先
行
し

て

い

た

と

い

っ

て

も

過
∋ ．
冂

で

は

な
い
。

第
二

節

中
国
語

新
聞

の

成
立
期
の

紙

面

　
〔

一

八
一

五

年
〜
一

八

七

四

年
）

　
一

八
一

五

年、

マ

ラ

ッ

カ

に

お

い

て

創
刊
さ

れ

た

最
初
の

中
国

語

の

近

代
的
新
聞

と

言
わ

れ

る

『

察
世

俗
毎
月
統
記
傳
』

に

始
ま

り、

中
国

人
に

よ
っ

て

最
初
に

成
功
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し

た

中
国
語
日

刊
紙
『

循
環

日

報
』

の

一

八

七

四

年
創
刊
に

至
る

時
期
を

卓
南
生

は

中
国
近
代
新
聞
「

成
立

史
」

と

す

る
。

本
稿
で

も

こ

れ

に

従
っ

て
、

こ

の

時
期
を

中

国

語
新
聞
の

「

成
立

期
」

と

名
付
け

る

こ

と

に

す
る
。

な

お
、

本
節
で

は

卓
南
生
の

著
書
『

中
国
近
代
新
聞
成
立

史
』

の

研

究

成
果

を

も

と

に、

主

に

分
析
を

進
め

た
。

　

こ

れ

ら
の

新
聞
の

中
に

は
、

何
紙
か

紙
面

構
成

の

考
察
に

と

っ

て

重

要
な

意
義
を

も

つ

と

思

わ

れ

る

も
の

が

あ

る
。

そ

れ

は

『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』 、
『

香
港
船
頭
貨

價
紙
』

と

『

香

港
中
外
新
報
』 、
『

中

外
新
聞
七

日

報
』

と

『

香
港
華
字
日

報
』

で

あ

る
。

本
節
で

は
こ

れ

ら
の

新
聞

を

中
心

に

し

て、

成
立

期
の

紙
面

構
成

の

流
れ

を

検

証

し

よ

う

と

思

う。

、

最
初
の

近

代
型

中
国

語

新
聞

『

察
世
俗
毎
月
統
記
傳
』

　
（

一

八
一

五

〜
一

八

二
一

年
）

　
（
一
）

　
創
立
者
た

ち

　

最
初
の

近

代
的
中
国

語

新
聞
『

察
世

俗
毎
月
統
記
傳
』

は
一

八
一

五

年
八

月

五

日

（

嘉
慶
二

十
二

年
七

月

初
一
） 、

当

時
の

マ

レ

ー

の

マ

ラ

ッ

カ

に

お

い

て

ロ

ン

ド
ン

伝

道
協
会
に

よ

り

創
刊
さ

れ

た
。

創
立

者

は

同

協
会

の

宣

教
師
モ

リ

ソ

ン

（

幻
o
び
Φ

コ

＝
Oa

°。

O
コ

中
国
語
名
：

瑪
禮
遜

　
一

七

八

ニ

ー
一

八一．一
四

年
）

、

ざ

ら

に

編
集
者

は

同

じ

く
出
日一
教
師
の
、、、

ル

ン

（
≦
…
冨
ヨ

ζ
二
う
Φ

中

国
語
名
：

米
憐

　
一

七

八

五

−
一

八

二

二
）

で

あ

り、

印
刷
仕
事

を

主

に

担
当

し

た

宣

教
師
メ

ド

ハ

ー

ス

ト

（

芝
巴
8
円

＝
Φ

霞
団

ζ
o
匹

き
二

諺
叶

）

中
国

語

名
：

麥
都
思

　
一

七

九
六

−
一

八

五

七

年
）

で

あ

る。

ま

た

印
刷
助

手
と

し

て

雇
用
さ

れ

て

い

た

中
国

人

の

梁
發

（

或
い

は

「

梁
亞

發
」

　｝

七

八

九

ー
一

八

五

五

年
）

は

『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

に

多
く

の

貢

献
を

し

た
。

中
国
語
新
聞
の

紙
面

編
集
の

史

的
考
察
〔
上）

馬

　
　
挺

　
（一
一
）
　
創
刊
の

経
緯

　

十
八

世
紀
後
半

、

イ

ギ

リ
ス

は

す

で

に

世

界
的

強

国
に

な
っ

て

お

り
、

旗
業
革
命

に

よ

る

商
品
の

販
売
と

原
料
の

確
保
の

た

め、

閉
関

鎖
国
の

中
国
の

大

門
を

開
こ

う

と

し

て

い

た
。

そ

の

手
段
と

し

た

の

が

ア

ヘ

ン

の

密
輸
で

あ

り、

一

方
で

、

宗
教
の

盲

伝
に

よ
っ

て

中
華
民
族
の

伝
統
的
思
想
を

変
え

よ

う

と

す

る

方
策
も

重

要
視
さ

れ

て

い

た
。

　
一

八

〇
七

年

春、

モ

リ

ソ

ン

は

ロ

ン

ド

ン

伝
道
協
会
に

派

遣
さ

れ、

中
国

に

宣

教

し

よ

う

と

し

た

が、

中
国
清
政

府
が

キ

リ

ス

ト

教
の

宣

伝
と

印
刷
物
の

発

行

を

厳
し

く

制
限
し

た

た

め、

モ

リ

ソ

ン

は

や

む

を

え

ず、

宣
教
の

基
地

を

中
国
の

本
土

で

は

な

く、

中

国
の

南
方
と

近

く

交
通

が

便
利
で
、

し

か

も

華
僑
の

多
い

マ

ラ

ッ

カ

に

お

い

て

い

た
。

　
中
国

語
を

習

得
し

た
モ

リ

ソ

ン

は
マ

ラ

ッ

カ

で

中

国
語
の

月

刊

紙
の

発

行
や
、

教

育
伝
道
の

た

め

の

学
校
の

設

立

な

ど

宗
教
事
業
を

計
画
し

た
。

一

八
一

五

年

四

月

十

七

日、
、、、
ル

ン

夫

妻
が

数
人

の

中
国
の

印
刷
職
人
を

連

れ

て
、

広
州
か

ら
マ

ラ

ッ

カ

に

到
着
し、

中
国

語
紙
発

行
の

準

備
に

加

え

た
。

同

年
八

月
五

日
、

中
国
人
の

た

め

の

無
料
学
校
「、
肱

義
館
」

の

開
館
と

と

も

に、
『

察
世

俗

毎
月

統
記
傳
』

の

発
石

が

始
ま
っ

た
。

主

要
執
筆
者
は

モ

リ

ソ

ン

と

メ

ド

ハ

ー

ス

ト

の

他
に
、

印
刷
職
人
の

梁

發
も

文
章
を

書
い

た

こ

と

が

あ

る

と

言
う。

彼
は

そ

の

後、

中
国

人

最
初
の

キ

リ

ス

ト

教
宣
教
師
に

な
っ

た
。

『

察
世
俗
毎
月

統
記

譚）
の

廃
刊
は

天
三
年
で、

−

ル

・

の

健
康
の

悪

化
が

そ

の

原
因
だ

と

推
測
さ

れ

る
。

彼
は
一

九
二

二

年
に

死

去

し

た
。

　
（

三
）

　
発
行
事
情

『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

は

マ

ラ

ッ

カ

で

発

行
さ

れ

て

い

た

が
、

発
行
対
象
地
は

マ

ラ

ッ

カ

だ

け

で

は

な

か
っ

た。

華
僑
の

多
い

東
南
ア

ジ

ア

各

地

と

中
国
の

数
省
に153
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明

星

大

学
研

究

紀
要
【
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
滑
二

号

　
二

〇
〇
四

年

隔

簾購
灘
雨

蠶
舟

都

幾

尋

黌飩
£
弱

 

ほ

墜

ー冖
驚

階
ル

　
舒

勲レ
沸

黛壯ル

画‘
曇
」

誉

『
　

　　霸
蠕

篇．

論

奏 え通

…

糖
糶

ー
築
驚
藁
禽
壁

蛋

蘰 ．

．
鷙

黐
瀦

需騨
磁
瀬

緡
鑞
・

繕
欝
鴨 、
宀

．

　

　
瞬

洋

耆
毎
漏
統

勧

善

勢
、

　
へ

轟

遖
壗
必

智
逗

晩

　

　
　日

刃

　

　
　

　

　

　
耽
嫉
畜

茎

拒　 　 　 　 　
｝

出 L…插
洋　篝月続記囃

翻 灘黷 議
宿 擁 聽 翻 翩

　 　 　 鰓 蛩
125×馳 ・

，t 轡
嘩

蹲7
　　　　　　　　鰹

↑線 慢俗毎爵紐翫鰄 tt
　　〔狆 繍 蹠 丑継 虚白∫勘 ｝

彗　“

鞍蘓蘭
　 　 　 　 　 　 　 篭『　：．／＃ 。− t．岬。戸．．・∴ 黙 罰 鰤 1構．t，gv・・t’za’fi「’“wa

図 版 一四 　（説明 が あ る以 外は r中国近代新聞成立 史」 よ り）

r各国消息罍．
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無
料
で、

友
人
や

通

信
員、

旅
行
者
を

介
し、

あ

る

い

は

船
便
で

配
布
さ

れ

て

い

た

よ

う

で

あ

る
。

発
行
間

隔
は
一

ヵ

月
で
、

毎
月
一

号、

最
初
の

三

年
間
は

毎
号
五

百

部、

一

八
一

九

年
に

は

千
部
に

達
し

て

い

た
。

毎
年
の

も

の

が

合
刊
の

形
で

再
版
さ

れ、

ま

た、

一

部
の

文
章
が

小

冊

子
の

単
行
本
と

し

て

出
版
さ

れ

る

こ

と

も

あ
っ

た
。

し

か

し、

当
時
の

中
国
の

閉
鎖
性
を

考
え

る

と、

中
国

本
土

に

流
入
し

た

の

は

わ

ず

か

だ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

　
（

四
）

　
編
集
方

針
と

内
容
概
要

　
『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

が

最
も

重
視
し

て

い

た

内
容
は、

キ

リ

ス

ト

教
の

教
義

の

宣
伝
で、

「

神
理
」
「

聖

書
の

大

意．一

な

ど

直
接
伝
教
す
る

も
の

が

多
く、

各
号
の

内
容
の

半
分
を

占
め
た

と
い

う。

そ

し

て、

天

文

知
識
を

中
心

に

し

て

科
学
知

識
や

「

全

地
万
国

紀
略
」

の

よ

う

な

地

理
・

社

会
に

関
す

る

文

章
を

連
載
す

る

な

ど、

西

洋
の

知
識
の

宣
伝
に

も

力

を

入

れ

て

い

た
。

　

ニ

ュ

ー

ス

は

わ

ず
か

し

か

掲
載
さ

れ

な

か

っ

た

が
、

嘉
慶
乙

亥
年

2
八
一

五

年
）

八

月

号
に

月

食
を

予

告
す

る

記
事
や

貧
困

者

の

救
済
に

関

す
る

「

お

知
ら

せ
」

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

（
44〕

の

よ

う

な．
記
事
が

み

ら

れ

た

と
い

う
。

　

文
章
の

特
徴
に

つ

い

て

は、

こ

と

さ

ら

に

儒
教
の

言
葉
を

使
っ

て、

キ

リ

ス

ト

教

義
を

解
釈
し、

中
国

入
に

馴
ん

で

い

る
「

章
回
体
小

説
」

（

回

数
を

分
け

て

記
述
す

る

長
編
小
説

−
筆
者
）

の

書
き

方
も

採
用
し
て

い

た
。

こ

れ

ら

の

特
徴
は

そ

の

後

の

宣
教
師
に

よ
っ

て

つ

く

ら

れ

た

中
国
語
紙
の
一

つ

の

パ

タ

ー

ン

に

な
っ

た
。

　
（

五
）

　
紙
面

構
成
（
図
版
−

四

参
照）

　
『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

の

原
物
は

中
国
本
上

に

は

な

い

よ

う

で、

大

英
図
書
館

に

所
蔵
さ

れ

て

い

る。

文
献
の

記

載
に

よ

れ

ば、

そ

の

形
は

小

冊

子

状
で、

大

き

さ

は

十

九
×

二

十
ニ

セ

ン

チ

で

あ

る
。

そ

の

表
紙
は

上

に

清
朝
の

嘉
慶
年
号
を

右

か

ら

N 工工
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書
い

て、

そ

の

下
の

真
ん

中
に

縦
書
き

の

「

察
世
俗
毎
月

統
記
傳．」

の

タ

イ

ト

ル
、

右
側
は

「

子

日

多
聞
擇
其

善
者
而

從
之
」

で
、

左

側
は

「

博
愛
者

簒
」

で

あ

る
。

　

年
号
に

つ

い

て、

曾

虚
白
が

編
集
し

た

『

中
国
新
聞
史
』

（

＝
一
七

頁）

に

掲
載

し

て

い

る

表
紙
の

写

し

は

「

嘉
慶
乙

亥

年
七

月
」

（

一

八
一

五

年
八

月

五

日

〜
九

月

二

日
）

で、

卓
粛
生

の

『

中
国
近
代
新
聞
成
立

史
』

（

四

三

頁
）

で

は

コ

嘉
慶
丙
子

年
全

年

卷
L

（
一

八

工
ハ

年
一

月
二

十

九
日

〜
一

八
一

七

年
二

月
十
五

日
）

と

い

う

よ

う
に

、

標
記
方
法
が

少
々

違
っ

て

い

る
。

そ

れ

は、

前
者
は

発
行
当

時
の

も

の

の

写

し

で
、

後
者
は

毎
年
の

分
の

再
版
し

た

合
本
の

表
紙
で

あ

る

か

ら

だ

と

推
測
で

き

〔
45冒．

よ

う。

　

タ

イ

ト

ル

の

『

察
世
俗
毎
月
統
記
傳
』

は、

同

紙
の

英
文
名

『

O
巨

澪゚
。

 

ζ
o

亭

叶

三
団

ζ
四
ひQ

自
ヨ
Φ

』

（

中
国
語

月

刊
）

の

意
訳

で
、

意
味
す

る

と

こ

ろ

は

「

世
俗
を

観
察
し

よ

う
」

で

は

な
い

か

と

思

わ

れ

る
。

　
「

子
日

多
聞
擇
其
善
者
而

從
之
」

（
子

曰

く
、

多
く

聞
き

て

其
の

善
き

者
を

擇
び

て

　

　

〔
46）

之
に

従
ぴ
）

に

つ

い

て、

こ

の

文
句
は

『

論
語
・

述
而
二

十
八
』

か

ら

引
用

さ

れ

た

が
、

『

→
け
OO7

ぎ
Φ

ω

Φ

℃
O
ユ
O

巳
O

巴
芍
『

 
ω

ωw
一

QoOO

〜
一

〇

〇
ト ニ

』

の宀
者

者
ブ

リ

ト
ン

（

閃
O
ω−

≦
Φ

＝

ψ

じロ

葺
8
コ、

中
国
語
名
：

白
瑞
華
）

は、

こ

の

文

は

孔
子

の

二

つ

の

言

葉
を

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　〔
47）

合
わ

せ

た

も

の

で

あ

る

と
い

う

説
が

あ

る

よ

う

で

あ
る
。

　
「

博
愛
者
」

と
い

う
の

は

ミ

ル

ン

の

ペ

ン

ネ

ー

ム

で、
「

簒
」

は

編
集
と

い

う
意
味

で

あ

る
。

　
『

察
世

俗
毎
月

統
記

傳
』

は

木
版
彫

印、

明
朝
体
字
体
で、

毎
月
一

号
発
行
し

て

　

　

　

　
　
　

　

　

　
（
48）

毎
号
五

〜
九

葉
十

〜
十

八

頁、

一

頁
に

七

〜
八

行
で
、

］

行
は
二

卜

字
が

あ

り、

文

章
に

は

句
読
点
が

付
い

て

い

る

が、

行
線
は

な
い

。

版
口

と

枠
が

あ

り、

版
口

の

上

に

「

察
世

俗
」

と

い

う

略
称
が

み

え
、

下
に

は

頁
数
が

あ

る。

中
身
の

紙
面

構
成
は

中
国
の

線
装
書
と

そ

っ

く

り

で

あ

る
。

中

国
諮

新

聞

の

紙．
面

編
集
の

史
的
考
察
（
L）

馬

　
　

挺

　
（

六
）

　
紙
面

構
成
の

要
因

　

イ

ギ

リ

ス

で

最
初
の

目

刊
紙
で

あ

り

近

代
新
聞
紙
面

で

あ

る

『

デ

イ

リ

ー

・

ク

ー

ラ

ン

ト

（
→
70U

帥

＝
冒

Oo

ロ

轟
葺
）

』

は
一

七

〇
二

年
に

創
刊
さ

れ

て

か

ら

す

で

に

百

年
以

上

を

経
て

い

る

が、

一

八
一

五

年
に

イ

ギ

リ

ス

入
に

よ
っ

て

作

ら

れ

た

中
国

語
新
聞
が

な

ぜ

近

代
的
な

紙
面

で

は

な

く、

中
国
の

伝
統
的
な

書
籍
の

よ

う

な

紙
面

構
成
を

選

ん

だ
の

か

と
い

う

疑
問
に

つ

い

て
、

い

く
つ

か

の

理

由
が

推
測
で

き

よ

う
。

　

そ

の
一
、

内
容
に

よ

る

も

の

　
『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

の

内
容
は

現
代
の

新
聞
概
念
で

の

ニ

ュ
ー

ス

性
は

な

く、

現
代
に

お

け

る

「

新
聞

（

コ
ω

名
・゚

℃
卸

℃
 

「

）

」

と

言
う
に

は

少

々

無
理
が

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

実
の

と

乙

ろ

『

察
世
俗

毎
月

統
記

傳
』

の

英
文
タ

イ

ト

ル

は

「

ζ
鋤
ゆq
帥−

N

ぎ
Φ

」 、

つ

ま

り

「

雑
誌
」

と

い

う
こ

と

で、

創
立

者
も

こ

れ

を

「

口
Φ

毛
ω

℃
勉

層
Φ

二

と

は

思
っ

て

い

な

か
っ

た

よ

う

で

あ

り、

発
行
間
隔
も
一

ヵ

月、

つ

ま

り

月

刊
で

あ

る
。

発
行
の

目

的
は
ニ

ュ

ー

ス

の

伝
達
と

い

う
よ

り

宗
教
の

伝
道
に

あ

る

た

め、

文

章
も

宗
教
的
な

説
教
が

ほ

と

ん

ど

で
、

ニ

ュ

ー

ス

記

事
に

特
有
の

時
間
性
は

あ

ま

り

な

い
。

　

こ

の

問
題
に

つ

い

て
、

卓
南
生
は
こ

う
指
摘
し

た
。

「

わ

れ

わ

れ

が

関
心

を

持
つ

の

は

ミ

ル

ン

た

ち
の

キ

リ

ス

ト

教
の

伝
道
よ

り

も
、

そ

の

『

定
期
刊
行
物
』

の

出
版

の

こ

と

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

つ

ま
り、

彼
ら

は

伝
道

の

産
物
と

し

て、

『

定
期
刊
行
物
』

と

は

何
か

と

い

う
こ

と

を

中
国
入

読
者
に

紹
介
し

た

の

で

あ

る
。

こ

れ

は

十

九
世

紀
五

〇

年
代

以

後
近

代
華
字
日

刊
紙
の

発
生

に

も

影

響
が

あ

る

乙

と

は

言
う

ま

で

も

な

い
。

無
論
『

察
世

俗
』

は

あ

く

ま

で

『

宗
教
刊
行
物
』

と

い

う

枠

を

越
え

る

こ

と

は

な
か

っ

た
。

な

ぜ

な

ら

ぱ、

そ

の

内
容
は

圧

倒
的
に

宗
教
関
係

の

記
事
が

多
い

か

ら

で

あ

る
。

ま

た

編
集
者
ミ

ル

ン

は

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

的
な
セ

ン

ス

が

か

な

り

強
い

に

も
か

か

わ

ら

ず、

全

般
と

し

て

同

紙
の

内

容
は

そ

れ

ほ

ど

『

時
宜

性
』

を

重

要
視
し

て

い

な

か

っ

た

か

ら
で

あ

る
。

こ

う
い

う
視
点

か

ら

考
え

れ

ば、
155
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明
星

大
学

研
究
紀

要
【

日

本
文

化
学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第
レ

ニ

号

　
二

〇

〇
四

年

同
紙
は

「

帥

∋
o
コ

9
帯

す

霞
昌

巴
」

（

月

刊
ジ

ャ

ー

ナ

ル
）

よ

り

「

pO

Φ

二
〇

島
o

巴

＃
pg

」

（

定
期
的
冊
子
）

と

呼
ぶ

ほ

う

が

ふ

さ

わ

し

い

と

い

う

中
国

新
聞
史
研
究
者

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

（
49）

ブ

リ

ト

ン

の

評二［．
口

は

妥
当

か

も

し

れ

な

い
。

」

　
ま

た、
『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

は

年
毎
に

合
本
を

再
版
し、

そ

の

発
行
部
数
は

創
刊
の

年
の

天
一

五

年
で

は

七
二

五

部
（

毎
月

号
発

行
部
数
は

五

百
部

 

漉
刊

の

年
は

な

ん

と

二

千

部
（

毎
月

号
発

行
部
数
不
詳
）

に

も

達

し

た
。

そ
の

こ

と

か

ら

も、
『

察
世

俗
毎
月
統
記
傳
』

は

そ

の

内
容
と

時
間
性
と

の

関
係
は

非
常
に

薄
く、

む

し

ろ

保
存
の

価
値
は

新
聞
よ

り

高
か

っ

た

と

傍
証
で

き

よ

う
。

　

同
紙
の

協
力
者
で

あ

り、

ミ

ル

ン

の

後
継
者
と

見

ら

れ

る

メ

ド

ハ

ー

ス

ト

も

『

察

世
俗
毎
月

統
記

傳
』

に

つ

い

て

「

此

書
名
叫
察
世

俗
毎
月

統
紀
（

原
文
の

ま

ま
）

傳

…

…

（

こ

の

本
は

察
世
俗
毎
月

統
紀
傳
と

呼
ぶ
）

」

と

述
べ

た
。

つ

ま

り

当

事
者
も

『

察
世
俗
毎

月
統
記

傳
』

が

新
聞
で

は

な

く

「

書
（

本）
」

と

認

識
し

て

い

た

わ

け

で

射
・

　

刊
行
物
の

紙
面

構
成
は

、

や

は

り

そ

れ

自
体
の

内
容
に

よ

る

も

の

で

あ

り、
『

察

世
俗
毎

月

統
記
傳
』

は

そ

の

内
容
に

従
っ

て、

近

代
型
新
聞
紙
面

の

構
成
を

採
用
せ

ず、

冊
子

や

本
の

形
に

し

て

い

た
こ

と

は、

当
時
と

し

て

は

か

な

り

合
理

的
な

選
択

で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
。

　

し

か

し、

卓
南
生
の

次
の

論
述
に

も

意
義
は

あ

る

と

言
え

よ

う。
「
『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

の

誕
生

は、

そ

れ

ま

で

中
国
の

支
配
階
級
や
一

部
の

上

層
社
会
に

し

か

読

ま

れ

て

い

な

か

っ

た

『

官
文
書
』

を

中
心

と

す

る

『

邸
報
』

な

ど

中
国
に

お

け

る

『

古

代
新
聞
』

以
外
に、

も

う
一

つ

新
し

い

新
聞
の

パ

タ

ー

ン

を

提
供
し

た

も

の

と

　
　
　
　
　

　
　
（
52）

い

っ

て

間
違
い

な

い
」 。

　

そ
の

二、

対
象
に

よ

る

も

の

　

い

う

ま

で

も

な

く、

『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

の

対
象
は

中
国

人
で

あ

っ

た
。

ま

た、

実
際
の

主
な

読
者
は

本
土

で

は

な

く

外
国

に

い

る

華

僑
で

あ
っ

た

の

だ

が、

中

156

国
人

は

世
界
の

ど
こ

に

い

っ

て

も、

地

元

の

社
会
の

中
で
、

か

な

り

固
い

中
国

入

の

小
社
会
を

形

成
す

る

の

が

事
実
で

あ

っ

た

の

で
、

華
僑
に

『

察
世

俗
毎
月

統
記

傳
』

を

受
け

入

れ

ら

れ

る

よ

う
に

す

る

た

め

に

も
、

中
国

人
の

な

れ

て

い

る

形
の

も

の

の

ほ

う
が

都
ム
ロ

が

よ

い

と

い

う

創
立

者
の

考
慮
も

あ
っ

た

か

も

し

れ

な

い
。

す
な

わ

ち、

文
章
の

表
現
に

な

る

べ

く

中
国
人
に

な

れ

た

言
葉
を

使
用
す
る

だ

け
で

は

な

く
、

刊

行

物
そ

の

も

の

の

外
観
ま

で

も

を

で

き

る

だ

け

読

者
の

反
感
を

起
ア一
さ

な

い

よ

う
な

形

に

し

な

け
れ

ば

効
果
が

上

げ

ら

れ

な
い

と

考
え

ら

れ

て

い

た
の

で

あ

る
。

　
ま

た
、

清
政
府
の

当

時
西

洋
人
の

宣

教
活
動
に

対
す
る

取

り

締
ま

り

は

極
め

て

厳

し

か

っ

た

の

で、

本
土

で

は

公

開
的

な

宣
教
活
動
は

ほ

ぼ

不

可
能
で

あ

っ

た
。

も

し、

『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

の

外
観
が
一

目
瞭
然
中
国
の

伝
統
的
文

化
の

も

の

で

は

な

い

と

わ

か

れ

ば
、

本
土

に

流
入

す

る

の

可

能
性
は
一

層
薄
く

な

る

こ

と

を

創
立

者
は

考
え

て

い

た

と

推
測
で

き

る
。

　

そ

の

三
、

条
件
に

よ

る

も
の

　
『

察
世

俗
毎
月
統
記
傳
』

の

創
刊

当
時、

創
立

者
た

ち
は

中
国

語
の

発
行

物
の

た

め

に

い

ろ
い

ろ

と

物
質
的
な

準
備
を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
一

方

で、

編
集
者
と

し

て

の

自
身
の

中
国
語
表
現
力
や

中
国
入

そ

の

も
の

を

理

解
し

よ

う
と

し

て

も、

な

か

な

か

理

解
す
る

こ

と

が

で

き

な
い

な

ど

の

実
情
に

悩
ま

さ

れ

て

い

た
こ

と

は

間
違
い

な

い

だ

ろ

う。

そ
こ

で

発
行

物
の

紙
面
の

構
成
は、

中
国
の

書
物
の

伝
統
的
な

や

り

方
に

従
っ

た

の

か

も

し

れ

な

い
。

『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

は

中
国

人

向
け

の

中
国

語
の

発
行
物
で

あ

り、

中
国
人
の

職
人
に

よ

っ

て

版
が

彫
刻
さ

れ、

言

う
ま

で

も

な

く、

こ

れ

ら

の

中
国
人

の

彫
版
職
人
は

千
年
以

上

の

伝
統
を

も

ち、

既
に

中
国
の

書

籍
の

様
式

に

な

れ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て

こ

う

し

た

紙
面

構
成
を

採
用
し

た
尸一
と

は、

当

時
に

お

い

て

比
較
的
自
然

な
こ

と

で

あ
っ

た

と

言
え

よ

う
。
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二
、

後
継
紙
と

そ

の

他

　

（

一
）

　
『

特
選

撮
要

毎
月

紀
傳
』

（

一

八

二

三

−
一

八

二

六

年）

　
、、、

ル

ン

の

死

後、

「

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

時

期
の

協
力

者
の

一

人
メ

ド

ハ

ー

ス

ト

は
」

八

二

二

年
に
バ

タ

ヴ

ィ

ア

に

行

き、
　一

八

二

三

年
七

月

に

中
国

語
の

月

刊
紙

を

創
刊
し

た
。

メ

ド
ハ

ー

ス

ト

の

回

想
録

に

よ

る

と、

彼
の

願
い

は

ミ

ル

ン

の

死

に

よ

っ

て

停
刊
さ

れ

た

『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

を
バ

タ

ヴ
ィ

ア

で

復
刊
さ

せ

る

こ

と

に

あ

り、

た

だ

タ

イ

ト

ル

を

改

め

て

『

特
撰
撮
要
毎
月

紀
傳
』

と

呼
ん

だ

と

以

遇。

し

た

が

っ

て、
『

特
撰
撮
要

毎
月

紀
傳
』

の

内
容
の

仕
組
み

は

『

察
世

俗
毎
月
統
記

傳
』

と

ほ

ぼ

同
じ

夢
宗
教

的
嚢
集
『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

吉
少
し

濃

い

と

い

う

感
じ

が

あ

る
L

と

さ

れ

る。

　
『

特
撰
撮
要
毎
月

紀
傳
』

の

表

紙
は

『

察
世

俗
毎
月

統

記
傳
』

よ

り

少
し

人

き

く、

二

十
一

×

卜

ニ

セ

ン

チ

で、

模
様
は

『

察
世
俗
毎
月
統
記

傳
』

と

同

じ
パ

タ

ー

ン

で

（

図

版
−

四

参
照
）

、

上

は

年
号、

真
ん

中
は

タ

イ

ト

ル

で

右
は

『

論
語
・

先
進
篇
十

一
』

郵
ら

の

語
録
「

子

日

亦

各・
　
・

其
志
也

已

矣
」

（

香
く、

亦

箕
の

志

を

言
ふ

の

み

と）

で
、

左

は

「

尚
徳
者
纂
」 、

つ

ま

り

編
集
者
メ

ド

ハ

ー

ス

ト

の

ペ

ン

ネ

ー

。

で

懿
。

中
身
の

紙
面

構
成
の

記
載
は

見
つ

け

ら

れ

ず、

た

だ

「

竹
紙
木
刻
印
刷、

毎
冊

八

頁
」

と

記
載
し

て

い

る

が
、

『

察
世

俗
毎
月

統
記

傳
』

と

変
わ

ら

な

い

と

推

測
で

き
よ

う
。

　
『

特
撰
撮
要
毎
月

紀
傳
』

は
｝

八

二

六

年
に

廃
剖
さ

れ

た
。

　
（

二
）

　
『

天

下
新
聞
』

（
一

八
二

八
ー

−

一

八

二

九
年
）

　
『

天

下
新
聞
』

は

『

特
撰
撮
要
毎
月

紀
傳
』

が

廃
刊
さ

れ

て

二

年
後

、

「

八

二

八

年
に

再
び

マ

ラ

ッ

カ

で

発

行
さ

れ

た

中

国

語
の

発
行
物
で

、

原
物
は

未
だ

発
見

さ

れ

中
国
語
新
聞
の

紙
面

編
集
の

史
的

考

察

（

卜．）

馬
　

　
挺

て

い

な

い

の

で、

内
容

ー
と

く

に

紙
面

構
成
ー
に

関
す
る

記

録
は

極
め

て

少
い

が
、

次
の

よ

う
に

ま

と

め

ら

れ

よ

う
。

　

創
立

人

は

前
述
し

た

メ

ド
ハ

ー

ス

ト

で、

編
集
者
は

キ

ッ

ド

（

の
山

ヨ
ほ
Φ一
閑

乙
α

中
国

語

名
：

吉
徳
　
一

七

九

九

−
一

八

四

三

年
）

で

あ
る
。

二

入
の

イ

ギ

リ

ス

商
人

か

ら

幕
を

集
め、

商
業
性
を

試
み

た

制
弾

・

内

容
は

す

で

に

宗
教

萪
学
知
識

を

主

に

し

て

い

た

の

で

は

な

く、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

中
国
の

ニ

ュ

ー

ス

が

宅
体
で

あ

る。

　
『

天

下
新
聞
』

は

活
字
を

使
っ

て

新
聞
用
紙
で

印
刷
さ

れ

た

大

判
の

新
聞

と

言

わ

れ

る

が、

発

行
間

隔
は

わ
か

ら

ず、

一

年
し

か

発
行
さ

れ

な

か

っ

た
。

同
紙
は

最
初

の

近
代
型

中
国

語
新
聞

だ

と

思

わ

れ
、

ま

た、

近
代
型
紙
面

を

と
っ

た

理

山

は

宗
教

の
宀

日

伝
で

は

な

く、

商
業
性
を

も
っ

て、

ニ

ュ

ー

ス

が

重
要

視

さ

れ

て

い

た

新
聞
紙

で

あ
ワ

た

か

ら

と

考
え

ら

れ

よ

う。

残
念
な

が

ら

実
物
に

よ

る

検
証
は

ま

だ
で

き

て

い

な
い

。

　
（
三
）

　
『

東
西

洋
考
毎
月
統
記

傳
』

（

一

八一．一
三

−
一

八

三

五

年、

一

八

二

七

−
一

　
　
　
　

八
＝ ．
八

年）

と

『

各
国

消
息
』

（

一

八

三

八

年）

　
『

東
西

洋

考
毎
月

統
記

傳
』

は

中
国
の

本
土

で
、

外
国

人

に

よ

り

発

行
さ

れ

た

最

初
の

中
国
語
新
聞
で

あ

る
。

創
立

人

兼
最
初
の

編
集
者
は

ド

イ

ツ

の

宣

教
師
ギ

ッ

ツ

ラ

フ

（

。

菫
・

・

。

螽
島、

中
国

語
名

−

郭

鳧
あ

る

い

は

郭

並
〔

天
〇一・・

ー
「

八

四

五
）

で

あ

り、

｝

八．．．、【，
年
八

月
一

ロ

に

広
州

に

お

い

て

創
刊
さ

れ

た
。

し

か

し、

ギ

ッ

ツ

ラ

フ

は

忙
し
い

た

め、

た

び

た

び

休
刊
し

て、

つ

い

に
一

八

二

五

年

に

『

東
西

洋
考
毎
月

統
記

傳
』

を

彼
が

主

宰
し

た

団

体
「

在
華
実
用

知
識
傳
播

会
」

に．
謖

渡
し

た
。

そ

し

て
「

八

三

七

年
か

ら
一

八

二

八

年
に

同
紙
は

ギ

ッ

ツ

ラ

フ

と

ジ

ョ

ン

．
モ

リ

ソ

ン

（

』

o

ぎ
幻
o
げ
Φ

「

ζ
〇

三゚
。

o
コ

中
国
語
名
：

馬
儒
翰
一

八
一

四

1
｝

八

四

三
）

に

よ
っ

て

復
刊
さ

れ、

新
『

東
西

洋
考
毎
月
統
記

傳
』

と

呼

ぴ、

二

人
は，
仏

州
で

編
集
し

て、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

で

印
刷
し

た
。

そ

の

後、

メ

ド
ハ

ー

ス157
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明
星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学

部
・
言

語

文

化

学
科】

第
十
二

号

　
二

〇
〇
四

年

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
（
60〕

ト

が

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

で

廃
刊
ま

で

編
集

し

て

い

た

と

い

う
。

　
『

東
西

洋
考
毎

月

統
記

傳
』

の

紙
面

構
成
の

概
観
は

ま

た

『

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

と

似
て

い

た

が、

い

く

つ

か

の

相
違

点
が

す

で

に

み

ら

れ

て

い

た
。

（
図

版
−

四

参

照
）

　
形
と

し

て

は

ま

だ

冊

子

状
の

月

刊
紙、

毎
号
一

冊
二

十
頁
く

ら
い

で、

連
史
紙
に

彫
刻
印

刷
さ

れ

て

お

り、

大

き

さ

は
二

五

x

十
ニ

セ

ン

チ、

『

察
世

俗
毎
月

統
記

傳
』

よ

り

大

き

い
。

表
紙
は

上

に

年
号、

真
ん

中
は

タ

イ

ト

ル

で、

左
下
に

は
「

愛
漢
者

簒
」

と

い

う

編
集
者
の

ぺ

・

ネ

去
が

あ

り、

そ

の

間

に

天
無
遠
慮、

曙
近

憂
L

（

子

曰

く、

人
遠
慮
無
け

れ

ば、

必

ず
近

憂
有
り
）

（

『

論
語
．

衞
靈
公
十
二
』

）

と

い

う
『

論
語
』

か

ら

引
用

さ

れ

た

言
葉
が

挟
ま

れ

て

い

る
。

戈
公

振
に

よ

れ

ば、

号
に

よ

っ

て

言
葉
を

変
え

る

こ

と

も

あ

り
、

ほ

と

ん

ど

「

四

書
」

か

ら
の

引
用

で

臥

哩、

字
体
は

表
紙
も

中
身
も

明
朝
体
で

は

な

く、

楷
体

を

使
用
し

て

い

た
。

中
身

の

紙
面

は、

枠
と

版
口

が

あ

り、

版
口

の

上

は

タ

イ

ト

ル

の

「

東
西

洋
考
毎
月

統
記

傅
」

で、

下

は

頁
数
で

あ

り、

内
容
は

縦
書
き

の

十
行
二

十
四

字
で、

行

線
は

な
い

。

天

文、

地
理

に

関
す
る

図

版
も

あ

り、

南
洋
の

地

図

は
カ

ラ

ー

で、

手

で

塗
っ

て

い

　
　

　〔
63）

た

と

い

う。
　
　一

　
『

東
西

洋
考
毎

月

統
記
傳
』

の

目

的
と

方
針
は

『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

な

ど

の

純
粋
な

宗
教
刊
行
物
と

異
な
っ

て、

卓
南
生

の

分
析
に

よ

る

と、
「

中
国

人

の

西

洋

人

に

対
す

る

偏
見

を

く
つ

が

え

そ

う

と

し

て

い

る

の

で

あ

り
、

し

た

が
っ

て

中
国

に

お

け
る

欧

米
人
の

共
通

利
益

を

守
る

と

は

こ

の

『

東
西

洋
考
』

創
刊
の

主
要
目

的

な

の

で

あ

る
。

…

…

西

洋
の

文

化
を

宣

伝
し
て
、

中
国

人
の

西

洋
人

に

対
す
る

イ

メ

ー

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　（
64）

ジ

を

変
え

る

こ

と

に

置
か

れ

て

い

た

…

…
」

と

さ

れ

て

い

る
。

　

従
っ

て
、

内
容
に

は

宗

教
刊
行
物
の

よ

う

な

長
い

教
義
説
教
文
は

見
え

ず、

西

洋

の

科
学
知
識
の

紹
介
に

重

点
を

お

い

て

い

た
。

し
か

も、

中
国

語
新
聞
紙
に

初
め

て

「

新
聞

（

ニ

ュ

ー

ス
）
」

欄
を

設
け

た
。

も

ち
ろ

ん

そ

の

「

新
聞
」

欄
の

内

容
は、

現

158

代
の

ニ

ュ

ー

ス

の

概
念
よ

り

む

し

ろ

各
国

事
情
の

紹
介
で

あ

り、

そ

の

中
で

『

京

報
』

に

よ

る

「、
ア

ヘ

ン

禁
止
」

の

内

容
の

奏
折
も

掲
載
さ

れ

て

い

た
。

も
ッ

と

ニ

ュ

ー

ス

哇
を

も
つ

欄
目

は

「

市
場
價
格
」

欄
（

図

版
−

四

参
照
）

で、

こ

の

よ

う
な

欄

目
の

設
置

も

「

東
西

洋
考
毎
月
統
記
傳
』

が

最

初
で

あ
っ

た
。

こ

の

欄
の

紙
面
構
成

は、

頁

の

真
ん

中
が

二

本
の

線
で

切

断
さ

れ、

上

下
二

段
に

分
ら

れ

て

お

り、

紙
面

を

有
効
に

利
用

し

よ

う
と

し

た

と

見

ら

れ

る
。

　

ま

た
、

一

八

三

八

年
に

メ

ド

ハ

ー

ス

ト

は

イ

ギ

リ

ス

人
ヒ

リ

ヤ

ー

（

0
ゴ

襞
δ
ω

ロU
讐
冨
コ

＝

巨
Φ
「

　
中
国
語
名

：

奚
禮
爾

　
？
1
一

八

五

六
）

の

協
力
で

『

各
国

消

咤

晦
脳
繍
簾
謎

慧
窪

縞
震
の

蘓
”

潮
 

な

か

っ

た。

内
容
と

形
式

は

『

東
西

洋
考
毎
月
統
記
傳
』

と

姉
妹
紙
の

よ

う

に

そ

っ

く

り
で

、

宗
教、

科
学
な

ど

の

記
事
は

全

く

な

く
、

各
国
の

ニ

ュ

ー

ス

や、

広
州
の

市
場
商
品

価
格

を

主

に

し

て

い

た
。

　

宗
教
人
に

よ

る

中
国
語

新
聞
紙
の

中
で

宗
教
宣

伝
の

内
容
が

消
え

て
、

か

わ

り

に

ニ

ュ

ー

ス

や

商
業
情
報
を

掲
載
す
る

こ

と

は、

時
代
と

社
会
情
勢
の

変
化
に

と

も

な

い
、

読
者
の

新
聞
紙
に

対
す

る

要
求

も

変
化
し

つ

つ

あ
っ

た
こ

と

に

対
応
し

よ

う

と

す
る

編
集
者
た

ち
の

判
断
に

よ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

　
（

四）
　
『

金
山
日

新
録
』

（

一

八

五

四

1
　
？）

　
『

金
山
日

新
録
』

（

Oo

匡
o
目

田
＝
ω

Zo

芝
ω）

は

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

最
初
の

中
国

語

新

聞

紙
で、

創

立

者

は

キ

リ

ス

ト

教
の

牧

師
ス

ピ

ア

ー

（

幻
o

＜

芝
…
賦
ヨ

ω

℃
Φ

霞
）

で

あ

り
、

　一

八

五

四

年
四

月
二

十
二

日

に

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

に

お

い

て

創
刊
さ

れ

た
。

週
刊
紙
で、

土

曜
日

発
行、

毎

号
一

枚
で、

手
書
き

石

版
印

刷
で

あ

・
．

同
紙
は

中
英
文
の

合
刊
紙
で
、

内
容
は

中
米
二

、〔

瓢
、

貨
物
価
格、

船
期、

広
告
な

ど

で

あ

り、

数
ヵ

月

間
し

か

発
行
さ

れ

な

か

っ

た
。
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紙
面

構
成
に

つ

い

て
、

さ

ら

に

詳
し
い

記
録

は

な
い

が、

ア

メ

リ

カ

で

発

行
さ

れ、

か

つ

中
英
文

合
刊
で

あ

る

の

で
、

近
代
型

の

紙
面

を

採
用
さ

れ

て

い

た

と

推
測
で

き

よ

う
。

　
（
五）
　
『

遐

邇
貫

珍
』

（

一

八

五

三

−
一

八

五

六

年
）

と

　

　
　
　
『

六

合
叢
談
』

（
一

八

五

七

−
一

八

五

八

年
）

　

香
港
の

最
初
の

中

国

語

月

刊
紙
で

あ

る

『

遐
邇

貫
珍
』

と

上

海
の

最
初
の

中
国
語

月
刊
紙
で

あ

る

『

六

合
叢
談
』

と

は

姉
妹
紙
で

、

類
似
点
が

多
い

。

〔
図
版
−

四

参

照
）

　

ま

ず、

発
行
地
の

環
境
と

創
立

者
の

身
分
に

つ

い

て
、

ア

ヘ
ン

戦
争
後、

一

八

四

二

年
に

結
ば

れ

た

中
英
不

平

等
条
約
「

南
京
条
約
」

に

よ

っ

て
、

香
港
は

イ

ギ

リ

ス

に

割
譲
さ

れ
、

上

海
は

他
の

四

つ

の

港
と

と

も

に

開
港
さ

れ

て
、

外
国

人

の

活
動
し

や

す
い

環
箋
が

で

き

た
。

そ
の

た

め、

外
国
の

宣
教
師
た

ち

は

中
国
本
土

に

進
入

し

よ

う

と

し

て

い

た
。

『

遐

邇

貫
珍
』

の

編

集
者
は

メ

ド

ハ

ー

ス

ト

か

ら、
『

各
国
消

息
』

の

協
力

者
だ
っ

た

ヒ

リ

ヤ

ー

へ

、

ま

た

レ

ッ

グ

（

智
日
Φ

の

じ

£
αq
Φ

）

へ

と

転
々

と

変
わ

っ

た

が、
『

六

合
叢
談
』

の

編
集
者
は
ロ

ン

ド

ン

伝
道

協
会
か

ら

上

海

協
会
印
刷
所
へ

局
長
と

し

て

派
遣

さ

れ

た

ワ

イ

リ

ー

（

≧
Φ

×

穹
二

雪

≦
覧
δ

中
国

語
名・
・
偉
烈
亞
力
　
一

八
一

五

ー
一

八

八

七

年
）

で

あ

り、

両
方
と

も

宗
教
関
係

者

で

あ
っ

た
。

　

次
に
、

内
容
に

つ

い

て

両

紙
と

も

宗
教
宣
伝
の

論
文
と
ニ

ュ

ー

ス
、

そ

し

て

西

洋

文

明
と

西

洋
人
の

良
さ

を

紹
介

す
る

記

事
に

重

点
を

置
い

て

い

た

が
、

そ
の

狙
い

は

中
国
人

の

西
洋
と

西

洋
人
に

対

す

る

「

蛮
夷
」

の

イ

メ

ー

ジ

を

変
え

よ

う

と

努
め

る

こ

と

に

あ
ワ

た。

　

ま

た
、

両
紙
の

タ

イ

ト

ル

の

仕
組
み

や

表
紙、

並

び

に

中
身
の

紙
面
構
成
は

非
常

に

相
似
し

て

い

る
。

中
国

語

新
聞
の

紙
面
編
集
の

史
的
考
察
（
上）

馬

　
　
挺

　
『

遐

邇
貫
珍
』

と

『

六

合
叢
談
』

の

中
国
語
の

意
味
と

そ

の

構
成
の

一

致
性
に

つ

い

て、

卓
南
生

は

『

中
国
近
代
新
聞
成
立

史
』

の

九
八

頁

と
一
一

八

頁
で

詳
細
に

指

摘
し

て

い

る
。

大

き

さ

は
、

『

遐
邇
貫
珍
』

は

十
九
×

十

ニ

セ

ン

チ

で、
『

六

合

叢

談
』

は

十

九
・

五
×

十

三

セ

ン

チ

で
、

ぽ

ぼ

同

じ
で

あ

り、

表
紙
の

構
成
は

両
紙
と

も

大
枠
の

中
で
、

縦
に
＝ 、
分
割
し、

右

か

ら

縦
書
き

で

年
号

と

号
数、

タ

イ

ト

ル

そ

し

て

印
刷
者
と

し、

異
な

る

の

は

香
港
の

『

遐

邇
貫
珍
』

が

西

暦
を

採
用
し、

上

海

の

『

六

合
叢
談
』

が

清
皇

帝
成
豊

の

年
号
を

使
用
し

て

い

た

と
こ

ろ

で

あ

る
。

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
〔
研）

　
『

遐
邇
貫

珍
』

は

中
国

最
初
の

鉛
活
字
印
刷
の

中
国

語

新
聞
紙
と
い

わ

れ

て

お

り、

『

六

合
叢
談
』

の

印

刷
も

そ

れ

に

沿
っ

た
。

『

遐
邇
貫
珍
」

の

用

紙
に

つ

い

て

卓

南
生

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
68〕

は

白
い

用
紙
と

述
べ

た

が、
『

中
国
近

代
報
刊
名
録
』

で

は

「

竹
紙
單
面

鉛
印、

レ

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
（
69）

六

開
線
装
書
形
式
」

と

記

載
し

て

い

る
。

　

中
身
に

つ

い

て

『

遐
邇
貫
珍
』

は

初
め

て

中
国
語
の

発
行
物
に

英
文

目

次
を

入

れ

た

が、
『

六

合
叢
談
』

も

同
じ

で

あ
っ

た
。

紙
面

構
成
で

は

『

遐

邇

貫

珍
』

は

枠
と

版
目

が

つ

き、

半
葉
卜

三

行
で
一

行
（

台

頭
の

二

つ

字
を

含
む
）

三

卜

字
で、

楷
体

字
で

あ

る
。

注
目

す
べ

き

点
は、

句
読
点
が

つ

け
ら

れ

て

い

る

ぽ

か
、

文

章
の

中
で

国
名、

地
名
は

双

線
で、

人

名、

船
名
な

ど

は

単
線
で

傍
線
を

付
し

て

い

る
。

こ

れ

は、

内
容
に

よ

っ

て

は

文
章
に

大
量

の

外
国
語
の

訳
名
が

出
る

こ

と

が

あ

り、

そ

れ

を

分
か

り

や

す

く

す
る

た

め

の

編
集
⊥

の

腕
と

思

わ

れ

る
。

『

六

合
叢
談
』

の

中

身

の

写

し

は

な
い

が
、

『

遐
邇

貫
珍
』

と

変
わ

ら

な

い

と

推
測
で

き

る。

　
ま

た
、

『

遐
邇

貫
珍
』

は

「

近

日

雑
報
」

と
い

う
ニ

ュ

！

ス

欄
や

「

怖
告
編
」

と

い

う

広
告
欄
を

設
け
て

い

た

が、

『

六

合
叢
談
』

の

ニ

ュ
ー

ス

欄
は

す

で

に

一

般
ニ

ヱ

ー

ス
、

新
刊
書
紹
介
と

経
済
ニ

ュ
ー

ス

の

三

部
に

分
け

て

い

た

と

い

う。

　
両

紙
と

も

月

刊
紙
で

あ

る

が、
『

中
国

近
代

新
聞

成
立

史
』

九
九
頁
と

＝
九
頁

は

『

遐

邇
貫
珍
』

は

初
め

て

発

売
料
金

を

表
紙
に

明

記

し

（
毎
冊
卜

五

文）
、

『

六

合

叢
談
』

は

十
二

文

で

あ
っ

た

と
い

う
。
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明
星

大
学
研
究
紀
要
【

目

本
文

化

学
部・
言

語
文
化
学
科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇

四

年

三、

近
代
型
新
聞
の

紙
面
構
成
を

採
用
し
た

最
初
の

新
聞
紙

　
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

の

登

場
か

ら、

近

代
型
新
聞
紙
紙
面

は

つ

い

に

出
現
し

た
。

以

下
、

『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

及

び

『

香
港
中
外
新
報
』 、

そ

し

て

『

中
外
新
聞
七

日

報
』

及

び

『

香
港
華
字
日

報
』

の

紙
面
構
成
に

つ

い

て

検
証
し

た
い

。

　
（

一
）

　

胃
竃
口

巴

ξ

写
o
ω

巴

と

『

香
港

船
頭
貨
價
紙
一

と

『

香
港
中
外
新
報
』

　
　

　

の

関
係
に
つ

い

て

　
近

代

新
聞

紙
の

形

を

採
用
し

た

中
国
語
の

第
一

紙
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

及

び

最

初
の

中
国

語
目

刊

紙
の
一

つ

で

あ

る

『

香

港
中
外
新
報
』

の

紙

面
を

検
証
す
る

た

め

に、

両

紙
と

そ

の

親
新
聞
の

『

日
『
 

H

）

四一一
団

℃
「

O
自励

ω

』

と

の
、

そ

し

て

所
有
者
の

マ

ロ

ゥ

（

く
O
ユ
O
民

冒
コ
Φ

ω

ζ
二

霞
O
鬢

　
中
国

語
名
：

幵

剌
　
一

八
一

七

−
一

八

八

四

年
）

と

の

関

係
を

述
べ

る

必

要
が

あ

る
。

　
一

八

五

七

年
創
刊
さ

れ

た

『

→
7
Φ

一
）

口
＝

困

℃
「

O
ひり

ω

』

は

香
港
最
初
の

日

刊
英
字
紙

で、

初
代
発
行
人

は

ア

メ

リ

カ

人

ラ

イ

ダ

ー

（

O
Φ

o
『

σq
 

ζ゚

菊

Σ
雲

中
国
語

名
．
．

頼
登
）

で

あ

る

が
、

同
紙
の

主

要
責
任
者
マ

ロ

ウ

が、

翌

年
一

八

五

八

年
に

同

紙
の

全
株
を

取
得
し、
『一
『

5
Φ

］
∪
四
二
閲

勹
同

 

の
o兮

』

を

自
分
の

所
有
物
と

す
る

と
ア一
う

と

な

っ

た。

そ

し

て

『

→
コ
 

】
）
蝉一一
団

勺
目

 
oり

ω

』

は
一

般
に

『

幵
剌
（

西
）

報
』

と

呼
ば

れ

て

い

た
。

　
マ

ロ

ウ

は

商
人
で、

早
く

か

ら

（

一

八

四

四

年
以
前）

中
国
の

広
州
で

貿
易
活

動

を

し

て

い

た
。

そ

の

た

め

在
華
の

外
国

商
人
の

経
済
情
報
へ

の

需
要
が

よ

く

わ

か
っ

て

お

り、

貿
易
に

関
す
る

情
報
紙
の

発
行
に

手
を

伸
ば

し

た
、

彼
は

諸
情
報
の

中
で

と

く

に

「

船
」

に

関
す
る

情
報
を

重

視
し、

ま

た、

成
長

し
つ

つ

あ

っ

た

中
国
の

商

人

の

情
報
願
望

に

も

注
意
を

払
ワ

て

い

た
。

『
一

「

7
 

一
∪

帥一一
団

℃
目

Φ

qワ
しり

』

創
刊
｝

ヵ

月

160

後
に

は、

す

で

に

中
国

語
の

船
情
報
紙
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

を

発
行
し

始
め

た

こ

と

か

ら、

・

・

ウ

に

は

「

当

初
か

ら

中
国

語

新
聞
創
刊
計
画

が

随
た

と

み

た

ぽ
つ

が

妥
当

で

あ

ろ

う．」

と

卓
南
生
が

指
摘
し

て

い

る

と

お

り

で

あ

る
。

　
『

香
港
船
頭
貨
價

紙
』

は

『

→
写
Φ

∪
鉱

蔓

勹

器゚
・

ω

』

の

中
国
語

版

と

し

て
一

八

五

七

年
十
一

月

三

日

に

創
刊
し

た

と

推
定
さ

れ、

毎
週

火
・

木
・

七

曜
日

に

発
行
さ

れ

た
。

　

発
見

さ

れ

た

原
物
と

各
方
面
の

文

献
資
料
に

よ

っ

て、
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

は

一

八

七

三

年
以
降
週
三

刊
か

ら

日

刊
に

変
わ

り、

同

時
に

『

香
港
中
外
新
報
』

と

い

う
タ

イ

ト

ル

に

変
更
し

た

と

推
定
さ

れ

る

が、

同
紙
は
一

九
一

八

年

に

廃
刊
に

な
っ

　

　
　
ロ
れ　

た

と

さ

れ

る
。

　
（

二
）

　
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

の

紙
面
構
成

上

述

の

よ

う

に、
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

は

冐
琴
U
曁

冕
蓊
・・

』

の

中
国
語

版
で

あ

り、

主
な

内

容
は

商
船
の

出
入

港
期
・

商
品
価
格
．

広

告
な

ど

商
業
貿
易
情

報
で

あ

り、
『

→
ゴ
oOo

＝
団

て
H
Φ

の

。゚

』

か

ら

訳
し

て

載
せ

た

も

の

で

あ

る
。

例
え

ば、

ア

ヘ

ン

相
場
や、

船
期
リ

ス

ト

が

『

香
港
船

頭
貨
價
紙
』

の

毎
号

の
一

面

左

F
と
二

面
の

右
上

に

そ

れ

ぞ

れ

決
ま
っ

た

位
置
に

掲
載
さ

れ

て

い

た
。

　
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

は

タ

ブ

ロ

イ

ド

判
の

活
字
の

両

面
印

刷
で、

初
期
は

毎
号

一

枚
だ

け

で

あ

る
。

「

第
一

百

九
十

七

號
」

の

一

面

（

図

版
−

五

参
照
）

を

み

て

み

よ

う。

上

に

右

か

ら

横
に

「

香
港
船
頭
貨
價
紙
」

と

い

う

タ

イ

ト

ル

が

花
模
様
に

囲

ま

れ、

す

ぐ

下
に

右
か

ら

発
行
号
数
・

年

号
（

旧

暦
）

と

曜
日

が

あ

る
。

本
文
の

部

分

は

縦
で

四

つ

の

基
本
欄
に

分
け

ら

れ

て

お

り

（

本
稿
に

お

け

る

紙
面

の

割
り

付
け

に

つ

い

て

の

表

現
は

縦
で

分
け

る

と

「

欄
」

と

言
い
、

横
に

分
け

る

と

「

段
」

と

い

う

よ

う
に

す

る
） 、

一

欄
は

縦
で

十

行
あ

り

（

最
左

の

欄
は

九
行

？
） 、

一

行
の

字
数

は

上

か

ら

通

算
し

た

と

す
る

と

五

十
八

字
く

ら
い

で

あ

る
。

し

か

し

記

事
や

コ

ラ

ム

N 工工
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明
星

大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
、

日

語
文
化

学
科
】

第
卜
二

号

　
二

〇
〇

四

年

の

内

容
の

多
少
に

よ
っ

て

は、

線
で

横
に

切

断
し、

よ

り

読
み

や

す

く

さ

れ

て

い

る
。

　
右
上

の

社
告
に

は

見

出
し

が

つ

い

て

い

な
い

が、

他
に

ニ

ュ

ー

ス

の

コ

ラ

ム

「

新

聞
」

や

船
期
情
報、

広
告
な

ど

記
事
の

頭
に

見
出
し

の

よ

う

な

タ

イ

ト

ル

が

あ

り、

時
に

は

文
字
な

し

で

た

だ

船

の

模
様
の

絵
が

つ

け
ら

れ

て

い

る

場
合
も

あ

る
。

　
総
体
的
に

言
え

ば、

こ

の

『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

の

第
一

九

七

号
の
一

面

は

か

な

り

筋
道
が

整
・

て

お

り、

そ

れ

ほ

ど

読
み

に

く

く

な

く、

初
期
の

中
国
語
新
聞
と

し

て

相
当

な

成
熟
度
を

示

し

た

紙
面
構
成

で

あ

る

と

言

え

よ

う
。

　
（

三
）

　
『

香
港
中
外
新
報
』

の

紙
面
構
成

　
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

の

直
接
後
継
紙

で

あ

る

『

香
港
中
外
新
報
』

は、

大

き

さ

は

す

で

に

大

判
に

な
っ

て

い

る

が
、

紙
面

全
体
の

ス

タ

イ
ル

は

ま

だ

『

香
港
船
頭
貨

價
紙
』

を

継
承
し

た

よ

う

で

あ

る
。

（

図

版
−

五

参
照
）

　
一

面
の

上

部
の

タ

イ

ト

ル

「

香
港
中
外
新
報
」

の

右
に

は

二

三

五

行
情
紙

　
二

四

六

新
聞
紙
L

（

月
水

金
曜
日

は

相
場
紙、

火
木
土

曜
口

は

新
聞

紙
）

が

あ

り、

左

に

は

「

週

年
價
銀
四

員

　
毎
月

價
銀
半
員
」

（

年
価
格
四

元、

月

価
格
半
元
）

と

い

う

発

行
価
格
が

示

さ

れ

て

お

り
、

タ

イ

ト

ル

の

下
に

「

并
附
船
頭
貨
價
行
情
」

が

あ

る
。

そ

し

て

号
数、

清
年
号
の

日

付
と

曜
日

が

あ

る
。

　
一

面
の

割
り

付
け

方
法
は、
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

と

違
っ

て
、

横
に

上

か

ら
五

段
に

分
け
て
、

一

番
下
の

段
は

少

し

高
い

が、

現

代
の

漢
字
系
縦
書
き

新
聞
の

基

本

的
割
り

付
け
の

幼
稚
型
と

は

言
え

よ

う。

そ

し

て、

右

に

上

か

ら

「

香
港
日

下
棉
紗

花
疋

頭
雑
貨
行
情
沽
出
貨
物
」

と

い

う

総
標
題

で、

そ

の

左

に

各
種
類
の

相
場
を

縦

書
き

で

並
べ

て

い

る。

　

二

面
の

総
標
題
は

「

中
外
新
聞
」

（

中
国

と

外
国

の

ニ

ュ

ー

ス
）

で、

割
り

付
け

は

縦
の

基
本
欄
の

様
式

で

五

欄
に

分
け

て、

一

欄
に

十

行、

一

行
は

上

か

ら

通

算
九

六

字
で

あ

る
。

全

紙
面

に

「

本
館
謹
啓
」

「
本
港
新
聞
」

（

本
港
ニ

ュ

ー

ス

）

「

選
録

162

京
報
L

（

『

京
報
』

抜
粋
）

（
図

版
−

五

参
照
）

な

ど

六

つ

の

コ

ラ

ム

の

タ

イ

ト

ル

を

除
い

て

は、

ほ

ぼ

活
字

を
一

杯
に

綴
じ

込

ん

で

お

り、

一
つ

の

区

域
の

中
で

の

各
記

事
始
末
の

間
に

「

O
」

が

入

れ

ら

れ

て

い

る
。

し

か

し

最
も

長
い

行
は

六

八

字
も

あ

る

の

で、

相
当
に

読
み

に

く

い

の

で

は

な
い

か

と

思

わ

れ

る
。

　
三

面

と

四

面
の

基

本
的
割
り

付
け

は
二

面

と

同
じ

で

あ
る

が、

三

面

に

お
い

て

は

右
の
一

欄
の

上

か

ら

五

分
の

四

く

ら
い

ま

で

が

二

面
の

「

選

録
京
報
」

の

続
き

で

あ

り、

主

な

内

容
は

「

來
往
商
船
」

で、

四

面

は

「

各
款
雑
録
」

（

雑
記
事
）

で

あ

る
。

そ

の

概
観
は、
『

香

港
船
頭

貨
價
紙
』

の
一

面

と

変
わ

り

が

な

い
。

　

と

こ

ろ

が
、

三

面
ヒ

部
の

真
ん

中
に、

注
意
す
べ

き

と

こ

ろ

が

あ

る
。

つ

ま

り
こ

れ

ま

で

の

五

つ

の

基
本
欄
の

割
り

付
け
様
式

が

破
ら

れ

て
、

三

欄
の

幅
を

占
め

た

枠

が

形
成
さ

れ、

そ

の

枠
の

右
に

「

現
在
香
港
澳
門

黄
浦
落
貨
往
各

埠
之

船
名
同
列
如

左
」

の

タ

イ

ト

ル

が

あ

り、

左

に

船
期
情
報
が

f
八

行
に

分

け

て

並
べ

ら

れ
て

い

る
。

　

こ

れ

に

つ

い

て

指
摘
し

た
い

の

は
、

ま

ず、

こ

の

よ

う
な

紙
面
の

基

本
的
割
り

付

け
の

［

欄
L

あ

る

い

は
一

段
L

を

破
る

こ

と

は、

伝
統
的
書
籍
の

紙

面
の

割
り

付
け

で

は

無
理

が

あ

る

が、

現
代
の

新
聞
の

紙
面
構
成
に

お

い

て

は

常
識
的

な

や

り

方
と

さ

れ

て

お

り、

中
国
で

編
集
の

専
門
用

語
と

し

て

こ

れ

を
「

破
欄
」

と

呼
ん

で

い

る。

し

か

し、

百
三

十
年
前
の

中
国
語
新
聞

の

草

創
時
期
に

も

「

破
欄
」

の

糸
口

が

す

で

に

現

れ

て

い

た
。

　

そ

し

て
、

こ

の

枠
の

中
で

の

行
と

行
の

間
隔
は、

同

紙
面
の

他

の

記

事
よ

り

著
し

く

広
く、

全

紙
面

に
一

つ

の

「

白
地
」

が

で

き

た
。

こ

れ

は

編
集
者
が

意
識
的
に

考

え

た

も

の

で

は

な

か

っ

た

か

も

し

れ

な

い

が、

紙
面

の

こ

の

区
域
は

読
者
の

視
線
を

引
き

付
け

や

す
い

こ

と

は

明

白
で

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

（

四
）

　
『

弓

冨
07

ぎ
暫

竃

巴
畠

と

『

中
外
新
聞
七
日

報
一

と

『

香
港

華
字
日

報
』

第
一

章
で

す

で

に

述

べ

た

よ

う

に、
『

中
外

新
聞
七

日

報
』

は

『

日
ゴ
Φ

O
コ

ぎ
帥
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憲
帥

E
（

香
港
英
字
紙、

中
国
語
名
：
『

徳
臣
［

西
］

報
』
）

の

中
国
語

の

付
け
ペ

ー

ジ

と

し

て

創
刊
さ

れ、

陳
藹
亭
（

藹
廷、

一

八

　
？
〜
一

九
〇
五

年
）

は

そ
の

編
集

を

担
当

し、

そ

し

て、
一

八

七
二

年
四

月

十
七

日

か

ら、
『

中
外
新
聞
七

日

報
』

は

『一
門

ぽ
 

O
げ一
口
9
フ

蒔
眇
＝
』

か

ら

独
立

し
、

新
聞
名
も

『

香

港
華
字
日

報
』

に

変
わ

り、

陳
藹
亭
が

初
代
の

主

筆
に

な
っ

た。

　

営
利
を

目

的
と

す

る

の

で

は

な

く、
「

中

国
人
が

編
集
し、

中
国
人
の

た

め

に

発

言
す
る

中
国
語

新
聞
」

と

い

う

の

が

陳
氏
の

中
国
語
新
聞
編
集
に

お

け

る

願
い

で

あ

っ

た

の

で、
『

中
外
新

聞
七

日

報
』

の

経
済
貿
易
に

関
す

る

内
容
は

そ

れ

ほ

ど

多
く

は

な

か

っ

た
。

『

香
港
華
字
日

報
』

と

し

て

独
立

し

て

か

ら
、

内
容
は

大

き

く

変
わ

り、

商
業
貿
易
の

記
事
が

主
に

な
っ

た

わ

け

で

あ

る
。

　
（

五）
　
『

中
外
新
聞
七

日

報
』

の

紙

面
構
成

　
『

中
外
新
聞
七

日

報
』

は

創
刊
し

て

か

ら

四
ヵ

月

間
に

『

→
ゴ
Φ

〇

三

蠧
竃
〇一
一

』

の

第
三

面

を

占
め

て

い

た

が、

一

八

七
一

年
八

月

五

日

以

降
に

第
七

面

に

移
さ

れ

た
。

　
紙
面

の

割
り

付
け

に

つ

い

て、

全
紙
面
を

縦
で

六

欄
に

分

け
て
、

一

欄
九
行
で、

一

行

は

通
算
一

〇
五

字
と

さ

れ、

紙
面
の

右
上

に

二

欄
を

占
め

、

右
か

ら

横
に

「

中

外
新
聞
七

日

報
」

と

い

う

タ

イ

ト

ル

と

旧

暦
の

日

付
が

あ
り、

紙
面
の

下
部
に

「

此

新
聞
係
由
香
港
徳
臣
聖

地

印
」

と

い

う
出
版
元

に

つ

い

て

の

断
り

が

あ

る
。

コ

ラ

ム

に

つ

い

て

コ

本
港
新
聞
L

（

香
港
ニ

ュ

ー

ス
）
、

「

中
外
新
聞
」

、

「

選
録
京
報
及

上

海

新
報
」

（

『

京
報
』

と

『

上

海
新
報
』

の

記
事
抜
粋
）

の

他
に、

通

告
と

広
告
も

あ

る
。

一

言
で

言
え

ば
、

こ

の

紙
面
の

ス

タ

イ
ル

は

『

香
港
中
外
新
報
』

と

非
常
に

よ

く

似

て

お

り
、

た

だ

欄
の

割
り

は

五

欄
と

六

欄
の

違
い

が

あ

る
。

　

し

か

し、

意
味
深
い

の

は

『

中
外
新
聞
七

H
報
』

の

創
刊
号、

つ

ま

り
一

八

七
一

年
三

月
十
冖

日

（

辛
未
正

月
二

十
一

日
）

の

紙
面

で

あ

る

（

図

版
−

六

参
照
）

。

な

ぜ

な

ら

ば、

こ

の

紙
面

は

『

中
外
新
聞

七

日

報
』

が

す
べ

て

占
め

て

い

る

の

で

は

な

く、

右
か

ら

四

欄
が

『

中

外
新

聞
七

日

報
』

の

内

容
で、

左

側
の

二

欄
は

ま

だ

『

→
げ
Φ

〇

三

蠧
ζ

巴
』

の

英
文
の

記
事
で、

し

か

も

両

側
の

内
容
は

無
関
係
で

あ
っ

た

か

ら

で

艶
・

こ

の

よ

う
な

中
英
文
両

国
の

文
字
が

；
の

紙

面

に

併
存
し

て

い

る

例
は、

当

時
の

編
集
者
が

わ

ざ

と

や
っ

た

と

は

思

え

ず、

最

初
の

日

だ
っ

た

の

で
、

中
国
語
原
稿
の

量

の

不
足

（

中
国

語
部
分

で

ま

だ

空
き

が

あ

る
）

に

よ

っ

て

で

き

た

も
の

と

推
測
で

き

る

が
、

紙
面

に

お

け

る

考
察
に

と

っ

て

は、

こ

れ

は

偶
然
で

で

き

た
一

例
と

言
っ

て

も、

次
の

こ

と

が

伺
え

る
。

初
期
の

中
国
語
新
聞
の

編
集
者
は、

英
字
新
聞
の

横
書
き
の

た

め

の

紙
面

の

割
り

付
け

を

そ
の

の

ま

ま

縦
書
き

の

中
国
語

の

記

事
に

転
用
さ

せ

て、

そ

れ

が

近
代
型
中
国

語

新
聞

紙
面
の

最
初
の

割
り

付

け
パ

タ

ー

ン

と

な
っ

た
。

k
述
の

『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

の

紙
面

も

親
新
聞
の

『

日
7
 

O
巴

蔓
勺
「

 
ω

Q・

』

の

割
り

付
け

を

参
考
に

し

た

の

で

は

な
い

か

と

思

わ

れ

る
。

　

し

か

し
、

」

述
の

『

香
港
中
外

新
報
』

の
一

面
の

割
り

付
け

は、

英
字
新
聞

紙
面

に

よ

る

も
の

と

は

思

え

ず、

編

集
者
が

中
国
語
の

縦
書
き

の

習

慣
と

そ

の

面

に

掲
載

し

よ

う

と

す

る

記
事
の

実
際
的
内
容
に

も

と
つ

い

て

創
造
し

た

も

う
一

つ

の
パ

タ

！

ン

で

は

な

い

か

と

推
測
で

き

よ

う。

　
（

六
）

　
『

香
港
華
字
日

報
』

の

紙
面
構
成

　
『

香
港
華
字
日

報
』

の

紙
面

（

図

版
−

七

参
照
）

と

『

香
港
中
外
新
報
』

と

を

比

較
す

れ

ば、

言

う

ま

で

も

な

く

割
り

付
け

と

し

て

前

者
は

後
者
そ
っ

く

り

で、

二

．

三
・

四

面
の

欄
の

数
は

前
者
が

『

中
外
新
聞
七

日

報
』

を

引
き

続
い

て

六

つ

で
、

後

者

は

五

つ

で

あ

る。

　
し

か

し、

注
目

す
べ

き

は、
「
破
欄
」

と

い

う
現
象
は、
『

香
港
華
字
口

報
』

の
一

面
に

も

現
れ

て

お

り、

そ

の

五
つ

に

分
け

て

い

る

基

本
段
下
部
の

二

段
の

左

側
が

破

ら

れ

て、
　一

つ

に

な
っ

て

お

り、

そ

の

記
事
は

周

辺

の

線
に

囲

ま

れ

て
、

現
代
新
聞

の

「

箱
も

の
」

の

よ

う

に

な
っ

て

い

る
。

ま

た、

三

面

の

左

上

で

四

つ

の

基
本
欄
を
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氏

蟻

興

曇

靉
t
眄

rl

4H

　

1
．

／
hrarv

」
所

図
版
一
九

　

r
循
環

日
報

@
　
〔

「
中

国

近
代

新
聞
成

立

」
よ

り
）

変

わ
っ
た

。
また

循

環
冂

報
』

八

七
二

年

七

二

日

に

日刊

紙

に

『
L
海

新

』

〔
図

版

−八）

も

八
六

一

に
上

海

で

創
刊
し
た

年

五

月

日
に

日
刊

紙

に
改

め

、

上

海

創
刊
問

も
な
く

一

八
七

っ

て

り
、

そ

し

て

『

申
報

』
は

に

八

七

一

一
．
年
、日

刊
紙

に

』
と

『

香
港

苹
字
冂

報

は
と

氓

｢
だ
。
上
述

の

『
香
港

外
新

刊

紙

に

変

身

す

る

中

国

語
紙

が

相

誕
生
し

た

中

国

語
日

刊

紙
や

、

ﾚ

八

七
〇

年
代
前

半
、
新し

い
て

報

』
な

ど
日

刊
紙

つ

（

七

）

『

上海

報

』

循
環
日

る
。

出
さ

れ
て

い

よ
う

に感

じ

ら

れ

同

紙

面

に

る他の
記
事か ら 突 か な り 大 きい 面 積 の 記 事 が、 の 上 部 に 五
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明
星
大
学
研

究
紀
要

【
日

本
文

化

学

部
・
＝
口

語
文
化
学
科】
第

十
二

号

　　．
00

四

年

（

図
版
−

九
）

は

香
港
で
一

八

七

四

年
一

月
五

日

に

創
刊
し

た
。

　

こ

れ

ら

の

新
聞
紙
の

中
で
、

ス

タ

ー

フ

全
員
が

中
国

人
で

創
立

さ

れ

た

『

循
環
日

報
』

の

み

で

あ

る
。

一

八

七

三

年
に

漢
口

で

艾
小

梅
に

よ
っ

て

作
ら

れ

た

書
籍
型
の

日

刊

紙
『

昭

文
新
報
』

は

創
刊
早
々

廃
刊
に

な
っ

た

た

め、

こ

れ

を

計
算
に

入

れ

な

け

れ

ば、
『

循
環
日

報
』

は

中
国
人

に

よ

り

創
立

さ

れ、

か

つ

成

功
し

た

最
初
の

中

国
語
日

刊
紙
で

あ

る。

同

紙
は

中
国
新
聞
史
に

お

い

て

重
要

地

位
を

占
め

る

が
、

し

か

し、

紕
面

の

写
し

を

見
る

限
り、

様
式
と

割
り

付
け

に

つ

い

て

『

香
港
中
外
新

報
』

と

『

香
港
華
字
日

報
』

と

は

全
く

同

じ

と

言
っ

て

も

い

い

ほ

ど

で

あ

る

の

で、

紙
面

の

考
察
に

は

さ

ほ

ど

大
き

な

意
義
は

な
い

と

思

う
。

　
『

上

海
新
報
』

は

『

ZO

答
ゴ

O
げ

ぎ
帥

調
Φ

目

巴
O
』

（

中
国

語
名，
．

字
林
西

報）

の

中

国
語
版
で、

そ

の

と

き

輸
入

し

た

新
聞
用

紙
で

両

面
印
刷
さ

れ
、

紙
面
の

大

き

さ

は

大
判
の

四

分
の
一

で

あ
っ

た

と

い

う
。

同

紙
は
一

八

六
八

年
二

月
一

日

に、

紙
面
の

改
革

を

行
い
、

紙
面

刷
新

と

と

も

に

紙
面

を

拡
大

し

て

四

面
に

増
や

し、

一

面

の

大

き

さ

は

十
八

×

十
ニ

イ
ン

チ

で、

タ

ブ

・

イ

ド

判
よ

り

少

し

大
き

い
。

改
革
後
の

一
・

三

・

四

面

は

広
告、

船
期、

相
場
そ

し

て

機
械
の

図

説
な

ど

で、

二

面
は
ニ

ュ

ー

ス

や

各
地
の

新
聞

記
事
の

抜
粋
で

あ

り、

太
平

天
国
に

つ

い

て

多
く

報
道
し

た

の

で、

当
時
の

こ

れ

に

関
す

る

軍
事
情
報
源
と

な

り、
「

故
凡

注
意
戦
事
者、

靡
不

人

手
一

紙
（

戦
争
事
情
を

注
意
す

る

者

は、

皆
手
に
一

部
を

持
ク

て

い

る
）

」

と

戈
公

　

　

　
　
　
　　
お　

振
は

述
べ

て

い

る
。

　

ま

た
、

当

該
紙
は

記
事
の

内

容
で

は

四

号
活
字
を

使
用

し、
「

中
外
新
聞
」

な

ど

コ

ラ

ム

の

タ

イ

ト

ル

は
一

号
活
字
で

あ
っ

た

が、

一

八

七

〇

年
三

月

二

四

日

か

ら

「

劉
提
督
陣
亡

（
戦
死
）

」
「
種
樹
得
雨

（

木
を

植
え

て

雨
を

得
た
）

」

の

よ

う

な

見

出

し

が

ニ

ュ

ー

ス

毎
に
一

号
活
字
で

現

れ

て

お

り
、

こ

れ

は

中

国

語
新
聞
で

初
め
て

正

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
ね　

式
に

ニ

ュ

ー

ス

に

見

出
し

を

付
け

た

も

の

で

あ

る。

　

図

版
−

八

は

『

上

海
新
報
』

の

壬

中
年

九

月
三

十
日

（

一

八

七
二

年
十
月
三

十
一

166

日
）

の
一

面
と

同
日

（

？
）

の

四

面

（

？
）

の

写
し

で

あ

る
。

ニ

ュ

ー

ス

面

で

は

な

い

の

で
ニ

ュ
ー

ス

見

出
し

は

見
え

な

い

が
、

一

面
の

新
聞
名
「

上

海
新
報］

の

下
に

上

海
の

代
表
的
風

景
で

あ

る

黄
浦
江
の

絵
が

あ

り、

基
本
欄
は

四

つ

で
、

コ

ラ

ム

の

タ

イ

ト

ル

が

あ

り、
「

破
欄
」

も

あ

る
。

四

面

（

？
）

に

機
械
図
で

は

な

く、

一

枚

の

地

図

が

あ

る
。

紙
面
の

全
体
を

見

れ

ば、

落
ち

着
い

て

い

る

感
じ

で、

読
み

や

す

い

と

思

わ

れ

る
。

　
『

申
報
』

に

つ

い

て

の

検
証
は

本
稿
の

第
三

節
で

行
う
こ

と

に

す

る。

四、

中
国
語
新
聞
の

成
立

期
に

お
け

る

紙

面

構
成
に

つ

い

て

の

ま
と

め

　
中
国
語
新
聞
の

成
立

期
に

お

け

る

紙
面

構
成
の

流
れ

に

大
き

な

意
義
を

も
つ

い

く

つ

か

の

新
聞
の

紙
面

に

つ

い

て

の

考
察
か

ら
、

次
の

よ

う
に

ま

と

め

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

　
宣
教
の

目

的

に

よ

っ

て

作
ら
れ

た

最
初
の

近

代
型
中
国
語
新
聞
あ

る

い

は

新
聞

に

準
じ

る

発

行
物、

例
え

ば、
『

察
世

俗
毎
月
統
記
傳
』

が

中
国

の

伝
統
的
書
籍
や

冊

子

の

形
を

紙
面
構
成
と

し

て

利
用

す
る
こ

と

は
、

そ

の

内
容

、

発
行
対

象
と

そ

の

条

作
に

も
と

つ

い

て

で

き

た

も

の

で

あ

り、

決
し

て

不

思

議
の

も
の

で

は

な
い
。

む

し

ろ

か

な

り

合
理

的、

自
然
的
な

過
程
で

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

　
し

か

し、

冊
子

型
の

紙
面
構
成
と

い

っ

て

も
い

か

な

る

変
化
も

し

て

い

な

か

っ

た

わ

け

で

は

な

い
。

当

時
の

編
集
者
た

ち

は、

こ

の

古
い

形
に

改

造

の

手

を

伸
ば

し

て
、

一

葉
を

上

下
二

つ

の

部
分

に

割
っ

た

り

（

『

東
西

洋
考
毎

月
統
記
傳
』

の

「

市
場
價

格
一
）

、

言
葉
別
に

傍
線
を

し

た

り

（
『

遐
邇

貫
珍
』
）

、

ニ

ュ

ー

ス

や

広
告
の

欄
を

設

け
た

り、

図

版
や
カ

ラ

ー

地

図
を

載
せ

た

り

（

『

東
西
洋
考

毎
月

統
記
傳
』
）

し

て

い

た
。

こ

れ

ら

は

新
聞
に

類
じ

た

刊

行
物
に

み

る

編

集
意
識
の

萌
芽
の

跡
と

言
え

よ

う

か
。

何
百
年
も

続
け

て

二

〇
世
紀
に

な

っ

て

も

模
様
も

あ

ま

り

変
わ

ら

な

い

『

京

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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報
』

の

紙
面
と

比
べ

る

と、

か

な

り

進

歩
し

て

い

た

と

感
じ

ら

れ

る
。

　

こ

の

よ

う

な

冊
子
の

形
と

紙
面
構
成

は

長

期
的
に

中
国
語
新
聞
な

い

し

中
国
の

マ

ス

ゴ

ミ

界
に

か

な

り

大

き

な

影
響
を

及

ぼ

し

た

の

は

事
実
で

あ

り、

成
立

期
だ

け

で

は

な

く、

発

展
期
に

な

っ

て

も

い

く

つ

か

の

刊
行
物、

例
え

ば

『

時
務
報
』

『

清
議

報
』

『

民

報
』

な

ど

中
国

の

近

代

史
に

影
響
を

与
え

て

い

た

「

報
」

は

皆
冊
子

型
で

あ
っ

た。

　

こ

の

形
を
一

挙
に

突
破
し

た

き
っ

か

け

は、

や

は

り

純
粋
に

経
済
を

目

的
と

し

た

情
報
紙
を

作
ろ

う

と

し

た

こ

と

で

あ
っ

た
。

つ

ま

り

『

香
港

船
頭
貨
價
紙
』

の

よ

う

な
新
聞

は、

英
字
の

親
新
聞
の

紙
面

の

割
り

付
け

を

そ

の

ま

ま

利
用
す

る
一

方、

貿

易
を

は

じ

め

と

す

る

経
済
情
報
な

ど、

よ

り

大
量
の

情
報
は
一

気
に
一

目

瞭
然
で

読

者
に

読
ま
せ

る

べ

き

で、

何
百
字
し

か

入
れ

ら
れ

な
い

冊

子
の

頁

で

は

す

で

に

時
代

遅
れ

で

何
千

字
を

綴
じ

込

め

る

紙
面
が

欲
し

が

ら

れ

て

お

り、

こ

こ

に

西

洋
の

近
代

型
紙
面

を

導
入
し

た

の

は

当

時
に

お

い

て

ほ

ぼ

唯
一

の

選

択
で

は

な

か

っ

た

か

と

思

わ

れ

る
。

　

ま

た、

成
立

期
の

近

代

型

中
国

語
新
聞
の

紙
面

が

非
常
に

幼
稚

だ

と

は

思
い

な

が

ら、

捨
て

切

れ

な

い

の

は
、

当
時
の

編
集
者
は

西

洋
新
聞

紙
面

の

割
り

付
け

を

そ

の

ま

ま

利
用

し

て

い

た

わ

け

で

は

な

く、
「

破
欄
」 、

絵
と

図
を

入

れ、

見
出
し

を

付
け

る

な

ど

現
代
に

至
っ

て

も

使
わ

れ

て

い

る

編
集
手
段
も、

糸
凵

が

そ
の

と

き

す
で

に

見

え

て

い

た

か

ら

で

あ

る
。

と

り

わ

け、
『

香
港
巾
外
新
報
』

の
一

面

を

初
め

と

し

て、

後
に

『

香
港

華
字
日

報
』

も

採
用

し

た
こ

と

が

あ

る、

紙
面
の

基

本
欄
（

段
）

を

横
に

割
る

と

い

う
漢
字
を

縦
書
き
に

す

る

習

慣
に

ふ

さ

わ

し

い

割
り

付
け
の

型
は、

粗
略
に

は

見
え

る

が、

や

は

り

中
国

語

新
聞
の

発
展

史
上
一

つ

の

重
要
な
創
造

で
、

現
在
の

縦
書
き

型
の

漢
字
系
新
聞
紙
面

の

割
り

付
け

の

前
身
と

言
え

よ

う。

　

し

か

し、
『

中

外
新
聞
七

口

報
』

『

香
港
中
外
新
報
』

『

香
港

華
字
日

報
』

の

紙
面

で、

一

つ

の

コ

ラ

ム

に

行
の

字

数
が

多
す

ぎ

る

こ

と

や、

一

つ

の

新
聞
で

も
「

繋
日

中

国

詰

新
聞
の

紙
面
編
集
の

史
的
考
察
〔
ト

）

馬

　
　

挺

条
事、

不
立

首
末
（

日

を

繋
ぎ

て

事
を

条
べ
、

首
末
を

立

て

ず
）

一
（

本
稿
第
一

節
一

の

（

二
） 、

所
謂
「

開
元

雑
報
」

を

参
照
）

の

よ

う

な

読
み

に

く

い

紙
面

と

よ

り

読

み

や

す

い

紙
面

が

共
存
し

て

い

た

こ

と

を

考

え

れ

ば、

読
者
の

た

め

に

紙
面

を
よ

り

読
み

や

す
く

す

る

と
い

う

意
識
は

ま

だ

非
常
に

薄
か

っ

た

わ

け
で
、

わ

ず

か

に

編
集

の

腕
と

見
ら

れ

る

と
こ

ろ

も、

ほ

と

ん

ど

無
意
識
的
に

や
っ

て

い

た

と

い

う

こ

と

も

ま

た

認

め

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

思

わ

れ

る
。

（

続
く

）

注本
稿
の

文
量
は

紀
要
の

掲
載

基

準
を

大
幅
に

超
え
た

が、

出

村
・
和

田

両

先
生

を

は

じ

め、

編
集
・
審
査

の

方
々

に

よ
る

特
別
の

ご

配

慮

で

掲
載
す
る

こ

と
が

で

き、

誠
に

感
謝

し

て

お

り

ま

す。
ま

た、

東
京
経

済
大

学
経
営

学
部
の

池

津
さ

や

か

さ

ん

に

ネ

で

テ
ィ

ブ

チ
ェ
ッ

ク

を

し

て

い

た

だ

い

た

こ

と

に

感
謝
の

意

を

表
す

る
。

（
1）
　
『

中
国
新

聞

史
的
分
期
与
起
点
』

・
「

新
聞
研
究
資
料
・
総
八
』

　一
八

四

貝

（
2）
　
拙

稿
『

中

国

の

最
占

の

叩
刷
新
聞
一
題

奏
事
件」
に

つ

い

て
』

の

関
す
る

部
分
を

加
筆
し

て

構
成。

（
3）
　
『

中
国
報

学
史
』

商
務
版
第
二

章
三

頁

（
4）
　
『

談
邸
報
L

・
［、
新
聞
業
務
』

（
一
九
五

六

年
第
七

期
）

（
5〕
　
『

從
不
列

顛
図
召
館
藏
唐
帰
義
軍
「

進
奏
院
状」
看

中
国

占

代
的
報
刊
」

（
『

新
聞
学
論
集
」

・
第
血

　

輯・
［
九
八一一．
年一
　
七

頁）

（
6）
　
『

中
国
占

代
報
紙
探
源
』

参
照

（
7）
　
『

中
国
報
学
史
』

商
務
版
第
二

章
二

頁

〔
8）
　
同
前

〔

9）

『

中
国
新
聞
事
業
通
史
・
第
一
巻
』

、．一
十

−
二

十．．．
貞

参
照。

〔

10）
　
『

中
国
古

代
報
紙
探
源
』

参

照

〔
11）
　
「

有
関
邸
報
幾
個
問
題
的

探

索
』

参

照

（
12）
　
司

中
国
斯川
聞
事
業
通
史
・
笳躍
一
巻
ト

一．…
十

四

−
六

十

三

百n
参
照。

（

13）
　
陸
樹
声
矧

長

水

凵

鈔

　
巻
一
」

（

14）
　
「

中
国
報
学
史
」

商

務
版

第一．
章
血

頁

（

15）
　「」
金
瓶
梅
詞
話
」

第
十

七

回、

第
七

十
七

回
参
照。

〔
16）
　
『

紅
楼
夢
』

第
九
十
九

回

参

照
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明
星
大
学
研

究
紀
要

【
目

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学
科】
第

十
二

号

　
二

〇

〇
四

年

〔
17）
　『
中
国
新
聞
事
業
通
史
・
第
一
巻
』

七

十

七

頁。
訳

文
は

筆
者。

（
18）
　

訳
文
は

『

中
国

報
紙
〔
新
聞
）

史
研
究

（
H）

』

に

よ

る

〔
19）
　
『

中
国

彫
刻

源
流
考
』

二

九
一
八

年）
二

頁。

訳
文
は

『

中
国

報
紙

（

新
聞）

史
研
究
（
H）
」 。

〔
20）
　
「

新
聞

学

論
集』
第

九

輯
二

二

五

頁
・

『

新
聞
研
究

資
料
．
総
九
』

一
一
四

頁

（
21
）

　
『

中

国

新
聞
事
業
通
史
・
第
一
巻
』

五

十．
ニ

ー
六

十
頁

参
照。

（
22）
　
『

中

国
報
紙
〔
穎
聞）

史
研
究
（
H
）

』

に

よ

る

（
23）
　

拙
稿
『

中
国
の

新
聞
紙
面
研
究
に

つ

い

て

の

考
察
〔

上）
』

七．一．
頁
参
照

（

24）
　
『

新
聞
研
究
資
料
・
総
九
」

二

二

頁
・

『

新
聞
学
論
集
』

第
五

輯

　一
二

〇

頁

（
25＞

『

マ

ス

三
ミ

よ
ケ

ー

シ

・

ン

』

四

三・
万

＝
七

1
＝

三
貞

（
冒
本
マ

ス

．
コ

、、、
．

ニ

ケ

　

　
ー

シ

ョ
ン

学

会

二
九

九一．一
年）

（
26
）

本
稿
に

お

い

て、

中
西
暦
の

換
算
は

ン

ω

8
（
中
央
研
究
院
計
算
中
心
．
中

国
台
湾）
の
｝
宅

に

　

　
よ

る

へ

暮
ミ
名
≦

譱
互゚

器
含
薯丶
〜
巳
耳
。

審

ぎ
nm

三
¢ 
。

葺

巨）
D

〔
27）
　
『

中
国
明
代
新
聞
傳
播
史
』

に

よ

る

（

28）
　
『

中
国
新
聞
史
〔
古
近

代

部
分
）』
五

七

頁

〔
29）
　
『

新
聞
研

究
資
料
・
総

九
』

　一
Q
七

貞

（
30）
　
『

中
国

報
学

史』

商
務

版

第
二

章
十
三

頁

（
31）
　
『

新

聞
研

究

資
料
・
総

九
』

一
〇
七

頁

（
32
）

　
『

中

国
的

報

刊
」

　一
九

貞

（
33）
　
「

中
国
新
聞
事
業
通
史
・
第
一
巻
』

一．
〇

六

ー
二

〇

七

頁
参
照

（

34）
　
乾
隆
三

十
八

年
七

月

初
五

の

『

題

奏

事
件
』

に

大

臣
四

人
が

大
学
土

劉
綸
死

去

を

報
告
す
る

「

奏

　

　

本
」

が

掲

載
さ

れ、

翌

初

六

に

大

学
上

劉
綸
死
去
を

追
悼
す
る

「

上

諭
一
が

載
せ

ら

れ

た。
三

口

後

　

　

の

初
九

に、

劉
綸
の

「
遺
疏
（
死
」

し

た

大

臣
の

皇

帝
へ

の

遺
書）
L

を

載
せ

る

と

き、

そ

の

後
ろ

　

　

に

初

六

の

「
上

諭
」

が

再

度

掲
載
さ

れ

た。

紙
面
で

の

位
置
は

初

六

の
一
葉
目
か

ら
二

葉
口

に

移
っ

　

　

た

が、

初
六

の

と

同
じ
活
字
を

使
っ

て

い

た

よ

う
で

あ

る。
つ

ま

り、

初
六

に

拾
？
た

活
富
の

尸一
の

　

　

部

分

は、

使
用
後
ぱ

ら
ぱ

ら
に

せ

ず、

初

九

の

ほ

に

も

う
一
度
使
用
し

た
の

で

あ

る
。

　

　
　
『
中
国
報階
紙脚
（
新脚
聞
）

史
（
1
）

』

よ

る

A 　　　　　　
434241）　　）　　）

（ 　 　（　　（　 　（　 　・〔　 　〔
40　39　38　37　36　35）　 　） 　　） 　　）　 　〉　 　）

『

中
国

占
代
報
紙
探
源
』

参
照

同
LL

一
亠
ハ

四

〜
一
六

六

頁

参
昭…

同

上
一
六

六

頁

参
照

同

ト

同

上

＝
ハ

五

頁

「

中
国
古
代
報
紙
探
源
』

第
一
五
二

頁
参

照

同
上
一
五

二

頁

『

中
国

近

代
新
聞

成

立

史
』

　一
三
一
頁

168

（

44）
　
同
上

四

六

〜
四

七

百ハ
参

照

（
45）
　

同
上

五

十

頁
参
照

〔
46）
　
訳
文
は

「

新
訳
漢
文

大

系
一
　

論
語
』

　一
六

三

頁
に
よ

る。

（
姐）
　
こ

の

点
に

つ

い

て

卓
南
生

は

『

中

国
近

代
新

聞
成

立

史
』

〔
五

三

負

の

注
四

六）

で、
こ

れ

は

ブ

　
　
ー1
ト

ン

が

指

摘
し

た

と

説
明

し

た
D

ま
た

王

鳳

超
の

『

中
国
的

報
刊
』

（
二

七

頁）

で

は
こ

の

説
に

　
　

従
っ

て

い

る。

（
48）
　
『

中
国
近
代
報
刊
名
録』
三
五

五

頁

で
皿．
五

葉
十
頁一
と

記
し

て

い

る。

（
49）
　
『

中
国
近
代
新
聞

成
立

史
』

五
一
頁

（
50）
　
同
」
五

十

頁

表

−一
、

表
E
、一

参
照

（
駐）
　

同
土

五

六

頁“
汪
（一一
」

参
昭…

（
52）
　

同
上

十一
頁

〔

35）
　

同
LL

五」
ハ

自ハ
参
照

（
54）
　

同
上

五

九
頁

（

55）
　
訳
文
は

『

新
訳

漢
文

大

系
、

　

論
語
L

二

五
一
頁
に

よ

る

〔
56）
　
『

中

国
近
代
報

刊
名

録
』

二

八

五

頁

（
57）
　
『

海

外
華
文

報

刊

的
歴
史
与
現
状
』

二

九
頁

（
58）
　『
中

国
報
学

史
』

商
務
版
第一．．
章
四

頁

〔
59）
　
『

中

国
近

代
報
刊
名
録
」

　一
一
〇
貞

〔
60）
　［．
中
国

近
代
新
聞
成
立

史』
六

四

頁、
『
中
国
近
代
報
刊
名
録
」

一
一
Q
頁

〔
61）
　
訳
文
は

『

新
訳

漢
文
大

系
一

　

論
語
』

三

四

〇
頁
に

よ

る

〔
62）

『

中
国

報
学
史』
「

聯
版、
二

七

四

頁、
『

中
国

近
代
報
刊
名
録
』

一
一
〇

頁

（
63）
　
『

中

国

近

代

報

刊

名

録
』

　
＝

六

頁

〔
64
）

　
「

中

国
近

代
新
聞
成
立

史
』

六
八

頁

（
65）
　
『

中

国
近

代
報
刊
名
録
』

一
六
五

頁

（
66）
　
同
上

ニ

ニ

七
頁

（

67）
　
同
上．一、一．．
四

頁

（
68）
　
「

中
国

近

代

新
聞

成

立

史
」

　一
Q、
頁

〔
69）
　
『

中
国

近

代

報
刊

名

録
』

三

三

四

頁

（
70
）

　

同

上
一
五

七、
頁

〔
71
）

　
『

中
国
近

代
報
刊
名
録
』

七
九
頁

（

72）
　

写
し

で

読
め
な
い

が、

卓

南
生

氏

が

筆
者
に

話
し

た

内

容
に

よ

る

〔
一
九

九
一
年

卜
二

月．．、
日

東

　
　

京
大
学
に

て）。

（
73）
　
『

中
国

報
学

史
』

商

務
版
第
三

章
十
二

頁

（
74）
　
『

中

国
的

報

刊
』

四一．、
頁
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参

考

文
献

中
国

語
文
献

戈
公

振

　

同

徐
宝

礦

任
白

濤

周
孝
庵

黄

大

鵬

　

同
天

廬
主

人

管
翼
賢
纂
修

方
漢
奇

方
漢
奇
等

方

漢
奇
卞

編
『

巾
国
新
聞
事
業
通
史
・
第一
巻』
（
中
国
人

民

大
学
出
版
社
・

黄
卓

明

中
国

入

民

大

学
新
聞

系

編

復
旦

大

学
新
聞

系
新

聞

紙

教
研

室

王

洪

祥
主
編

　
　

京
・

頼
光

臨

曾
虚

白

朱
傳
誉

　
　

年］
）

　

同

「

中
国

新

聞

事
業

研

究

論
集
」

（
台
湾
商
務
印

書
館
・
台

北
・
民

国
七

レ

七

年

＝

九
八

八

年］）

　

同

　
　

「

宋
代

新

聞

史匹
〔
中

国

学
術
著
作
奨
助
委
員
会
・
台
湾
商

務

出
版

社
・
台
北
・
中
華
民
国
五

六

　
　

年
［
一
九亠
ハ

七

年］）

　

同
　

　
「

報
人
．
報
史
．
報

学
』

（
台
湾

商
務
印
書
館
・
台
北
・
民

国

六

十

年

［
一
九

七
一
年］

三

版）

方
積
根
等

　
『

海
外
華
文
報
刊
的

歴
史
与

現

状』
〔

新
華

出
版
社
・
北
京
・
一
九
八

八

年）

鄭
貞

銘
　［，
新
聞
採
訪
与
編
輯
』

（
三

民

書
店
・
台
北
・
民

国
七

九

年

コ

九
九
〇
年
ご

ボ

鳳

超

　
『

中

国

的
報
刊」
〔
人
民
出
版
社
・
北
京
・
一
九
八

八

年）

史
和
．
姚
福
申

等
　
『

中
国

近

代
報
刊
名
録
』

（
福
建
人

民
出
版
社
・
福
州
・
一
九

九
．

年）

尹

韻
公
　

『

中
国

明
代

新
聞

傳
播
史
」

（
重

慶
出
版
社
・
重
慶
・
一
九

九
〇

年）

張
召
杢
　
「

中
国

出
版

史
概

要
」

〔

山

西

人

民
出
版

社
・
太
原
・
一
九

八
五

年）

『

中
国

報

学
史』
（

商
務
叩
書
館
・
上
海
・
民

国
卜
六

年

＝

九
二

七

年］）

「

中
国

報
学
史
』

（
三

聯
書

店・
北
京
・
一
九
五

五

年）

『

新
聞
学
綱
要
』

（
上

海
聯

合

書
店
・
E
海
・
一
九
三

〇
年）

『

応
用
新
聞
学
』

（
亜

東
図

書

館・
上

海
・
一
九
二

八

年）

『

最
新
実
験
新
聞
学
」

（
E
海

時
事
新
報

社・
上

海
・
民
国
十
九
年
旧
一
九．
二
〇

年」

再
版）

『

中
国
新
聞
事
業
』

〔
上

海
聯
合
書
店
・
上

海・
一
九

三

Q
年）

『

新
聞

学
刊』
（
光

華
書
局
・
L
海
・
一
九、一．
○
年）

　（
黄
天

鵬
）

　
『

天

廬
談

報
』

（

光
華
書
局
・

上
海
・
一
九
三

〇

年）

　

　
『

新
聞

学
集
成
」

（
中
華
新
聞
学
院
・
北
京
・
】
九一，，
二

年）

「

中
国
近
代
報
刊
史
』

（
山

西

人
民
出
版
社
・
太

原
・
一
九
八
一
年
）

　
「

中
国
新
聞
事
業
簡
史
』

（
中
国
人

民

大

学
出
版
社
・
北
京
・
一
九
八．…．
年
）

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
冖
九
九．一
年

九

月）

『

中
国
古

代
報
紙
探
源
』

（
人
民
日

報
出

版
社
・
北

京　
九
八

三

年）

　

　
　
　
　

　
　

『

巾
国
近
代
報
珂
史
参
考
資
料

　
上
・
下」
へ
校
内
用

書
・
一
九
八

二

年
）

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
『

簡
明
中
国
新
聞
史
」

（
福
建
人

民

出

版

社
・
福
州
・
一
九
八

六

年
V

　

　
「

中
国
新
聞

史
（
古

近
代

部
分〉
」

（
一
四

所
大

学
合

編
・
中
央
民

族
学

院

出

版
社
・
北

一
九
八一
八

年）

「

中
国

近

代

報
人
与
報

業
』

〔

台
湾

商
務
印
書
館
・
台
北
・
民

国

六

九
年

＝

九

八

〇

年
U

『

中
国
新
聞

史
」

〔．一．
民

書
店
・
台

北
・
民

国

七

十，…．
年
版

コ

九
八

四

年〕
）

『

先
秦

唐
宋
明
清
傳
播
事
業
論
集
』

（
台

湾
商

務
印

書
館
・
台
北
・
民
国
七

十
七

年
［
　
九
八

八

中

国

語

新
聞

の

紙
面
編
集
の

史
的
考
察
〔
⊥
）

馬
　
　

挺

徐
鋳
成
　
『

報
海
旧
聞
』

（
上

海
人

民

出
版

社・
上

海
・
一
九

八
一
年）

方
漢

奇
　
「

申
国
封
建
社
会
言
論
出
版
禁
令

考
』

（
同
ヒ

誌
・
第一
輯
・
一
九
八

Q
年〕

　

同

　
　
『

辛
亥

革

命
時
期
報
刊
業
務
工

作
的

改
進
』

（
同

ヒ

誌
・
第
二

輯
・
．

九

八
…
年）

　

同

　
　

『

從
不

列

顛
図
書

館
藏
唐
帰
義
軍
「

進
奏
院
状一
看
中
国

占

代

的
報
刊
」

（

同
⊥

誌
・
第
五

輯
・

　
　
　一
九
八

三

年
）

　

同

　
　
「

讀
《
開

元

雑
報
考
》

．
文

後

的
断
想
』

（
同

上

誌
・
第
九

輯
・
一
九

八

五

年）

姚
福
申
　
『

《

開
元

雑
報
》

考』
（
同
上

誌
・
第
九
輯
・
一
九
八

五

年）

卜

鳳
超

　
『

中
国

新
聞
業
史
的

分

期
与
起
点
」

〔
『

新
聞
研
究
資
料
』

総
八

輯
・
中
国

社

会

科
学
院
新
聞

研

　
　

究
所
同
誌
編
輯
部
編
輯
・
新

華
出
版

社・
北
京
・
　
九
八
「
年
〕

姚
福
申

　
司

有

関

邸
報
幾

個
問
題
的
探
索
』

（
同−
「

誌
・
総
九

輯
・
新
華
出
版

社
・
一
九
八
一
年
V

潘
賢
模

　
『

南
洋

萌

芽
時

期

点
報
紙
II

近
代
中
国

報

史
初

篇』
〔
同

上

誌
・
総
九
輯
・
新
華
出
版
社
・
一

　
　

九
八
一
午
）

尹

韻
公
　
コ

略
論
《
万

暦
邸

鈔
》

』

（

同

上

誌
・
総
四

五

楫
・
，

九
八

九

年〕

卓
膏
生
　一、《
香

港
華
字
H
報》

創
刊
口

期

考
　

　
訂
正

戈
公

振
一
八

六

四

創

刊
之
説 
（
同
ト

誌
・
総
四

　
　

十
二

輯
・
中
国
社
会
科
学
出
版

社
・
一
九
八

八

年）

李

斯
頤
　
『

外
報
対
中
国
近
代
報
刊
的
影

響
』

（
『

新
聞
学
刊
』

・
総
第
七
期
・
中
国
新
聞
学

会
連

合
会

／

中

　
　

国

社

会

科
学
新
聞
研
究
所
・
北
京
・
一
九
八

六

年）

王

甫

　
『

報

紙

版

面

中

的

形

及

相
互

関
係
」

（
同
E
誌
・
総
第
九

期
・
．

九

八

六

年）

藩
掌
榮

　「
論

報
紙
版

面

形

式
』

（
同
」

誌
・
一
九
八

七

年
四

号）

楊
伯
峻

　
『

春

秋

左

傳

注
』

（
中
華

書
局
・
北
京
・
一
九
八
一
年）

孫
k
華

　
杜
文
鐸
主
編

　
『

簡

明
中

国

近

代
史
』

（
福
建
人
民
出
版
社

二
九

八

六

年）

［、
清
史
編
年
』

〔
第
六

巻
（
乾
隆
朝）
下
・
第
十

巻
〔
同
治
朝）〕
（
中
国
人
民

大

学
出
版
礼
・
北
京

二
一
〇

　
　

〇

〇

年）

闘

題

奏
事
件
』

　〔
公

慎
堂
．
乾
隆
三

六

年

六

月
二

十

四

目

［一
七

七
一
年
八

月

五

H］

ー
乾

隆

四
一
午
六

　
　

月
一
五

目

口

七

七

六

年
七

月
二

十
三

日］
の

間
の

約

六

卜
一
日

分

／

嘉
慶
六

年
八

月．
二
十
口

「
．

　
　

八

〇
一
年
冖
0
月

七

日］

〜
同

年
十
月
六

口

［
十
一
月

十
一
日］

の

間
の

約

六

冂

分
・
月

本
国
立

国

　
　

会
図

書
館
所
蔵）

『

申
報
』

復
印
版
（
上

海
書
店
・
上

海

二

九
八

二

年
・
H
本
国
立

国

会

図

書

館
所

蔵
）

『

紅
楼
夢
』

（
人
民

文
学
出
版
社
・
北

京
一
九

五

七

年）

『

舎．
瓶

梅
詞
話
』

〔
光
華
書
店
・
香

港
）

日

本
語

文
献

小
野
秀

雄

　
『

内

外
新
聞
史
』

（
日

本
新
聞
協
会
・

　
同

「

飜

刻

新
聞
雑
誌

の

原
書
に

つ

い

て
」

一
九

六
一
年）

（
「

新
聞

学
評
論』
1
・
一
九

五

二

年）
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明

星

大

学
研

究

紀
要
【
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化

学

科
】

第
十一

号

　
二

〇
〇
四

年

　
同

　

　
　

『

我
国

初
期
の

新

聞
と

其
文
献

に

つ

い

て
』

（『
明

治
文
化
全
集
・
第
四

巻
．
新

聞

篇
．
昭

和

　
　
三

Q
年
改

版
・
明
治

文

化
研
究
会
編
輯
・
口

本
評

論
新

社
発

行
』

鈴
木

秀
三

郎
　『
本
邦
新
聞
の

起
原
」

（
ぺ

り

か
ん

社
・
昭

和
六

十
二

年

＝

九
八

七
年］）

内

川

芳
美

　
『

新
聞

史
話

ー
生

態

と

興

亡
』

〔
社
会

思

想

社
・
昭
和

四

十
三

年

＝

九

六

八

年］

新

装

　
　

版）

卓
南
生

　
『

中
国

近

代
新
聞

成
立

史
」

（
ぺ

り

か

ん

社
．
一
九
九
〇
年）

　

同

　
　
『

官
板
華

字
新

聞
お

よ

び

中

国
語

原

紙
に

つ

い

て
』

（
『

日

本

初
期
新

聞
全

集
」

　
ぺ

り
か

ん

社

　
　
一
九
八

六

年）

同

　
「

解
題

『
遐

邇
貫
珍
』

『

六

合
叢
談
』

『

中
外
新

謬
『

中
外

襍

酋
『

香
港
新
聞
』

」

筒
占

小

糸

忠

吾

　
『冖
；
ー

ス

の

源
流

−
中
国
の

新

聞
千
二

百

年
』

（

教
育
社
．
一
九
八

五

年）

二

好

崇
一
　
「

中

国
の

新
聞
の

特
色
』

（
上

智

大

学
『

コ

ミ

ュ

一一
ケ
ー

シ

ョ

ン

研
究
』

十
四

号
．
一
九

八

四

　
　

年
）

春
原

昭

彦

　
『一
邸
報」
に

つ

い

て

方

漢
奇
教
授
に

聞
く

』

〔
同

上
誌

　
十
八

号
．
一
九
八

八

年）

足
蹉

利
雎

二．一
沢

玲

爾
　
「

中
国
報
紙
（

新
聞）

史
研
究
〔
1）

』

令
関

西

大

学
社
会
学
部
紀
要
』

第
⊥
三

　
　

巻

　
第
一
号

　
昭

和
五

六

年

＝

九
八
一
年］
）

　

同
　
『

中
国

報

紙
（
新
聞）

史
研
究
（
n）
』

（
同
E
誌
・
第

十

五

巻

　
第一
号
昭

和
五

八

年

［一
九
八

　
　

三

年］
）

人

江
啓
四

郎

　
「

中
国

報
紙
研

究
法

（
支
那
新
聞
の

読
み

方）
』

〔（
株〉

タ

イ
ム

ス

出

版

社
．
昭
和
卜
年）

杉
村
楚

人
冠

　
「

最
近
新
聞
紙

学』
（
中
央
大
学
出
版
部
・
一
九
七

〇
年）

島
崎
憲
一
　
『

現
代
新
聞

の

原

理
』

（
弘
文
堂
・
昭
和
四
二

年

＝

九
六

八

年］
）

一
力
一
夫
　
『

実

践
新

聞

論

ー
東
京
大
学
新
聞
研

究
所

講
義

録
』

〔

河
北

新
報
社
．
昭

和
五

九
年

＝

九

　
　

七

四

年］
）

伊
達

宗
義

編
　
「

中
国
近
・
現
代
史
略
年

表
〔
ア

ヘ

ン

戦
争
か

ら

文
化
大
革
命
ま

で
』

（
拓

殖
大

学
海
外

事

　
　

情
研

究
所
・
井
草
出
版

　
平
成
元

年
（
一
九

八

九
年）

J
．
A
’
レ

ン

ト

（一
〇

75

　

＞°
一」
 

5一）

編

著
　
『

ア

ジ

ア

の

新

聞
』

（
原
書

『

→
7
¢

〉ω
冨
pZ

 

毫 
Op9
，

　
　

U
 

疏
力
2
二
〇

置
コ冖
閃
の

く

2
三屮
o
⇒
』

小

松
原

久

夫
等

編
訳
　
東
出
版
株
式
会
社

　一
九
七

二

年
）

総
合
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ
ム

研

究
所
編

　
「

マ

ス

コ

ミ

文
献
集
大

成
』

（
社

団
法
人

東
京
社
，
昭

和
四

九
年

『

　
　

九
七

四

年］
）

吉

阻

賢
抗
　

『

新
釈
漢
文
大
系
へ
　

論
語
』

〔
明

治

書

院
・
昭

和
二

十
五

年
［一
九
六

〇
年］）

拙

稿
　
『

中
国
の

最
古
の

印
刷
新
聞
一
題

奏

事
件
」

に

つ

い

て
』

「

マ

ス

・
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ

ン

」

四

三

　
　

号

　一
一
七

−
一
、一

＝

頁

（「
日

本
マ

ス

・
コ

ミ

ュ
ユ

ケ
ー

シ

ョ
ン

学
会一
一
九
九一、一
年）

同
　
『

中
国
の

新

聞

紙
面

研

究

に

つ

い

て

の

考
察
（
上）
』
　
『

明

星

大

学
研

究

紀

要
』

第
十

号
〔．
一
〇
〇
二

　
　

年
）

同

　
コ

中
国
の

新

聞

紙
面

研

究

に

つ

い

て

の

考
祭
（
下）
』
　
『

明
星

大

学

研
究
紀
要
』

十
一
口
万

（
二

〇
〇
三

年
）
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